
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　警けい察さつ犬けんクリスティ号ごうは、胸むねをはって誇ほこらしげにすわっていた。

「よし！　行いくぞ、クリスティ。いつもの訓くん練れん通どおりやれば、大だい丈じょう夫ぶだ」

　リードをにぎっている訓くん練れん士しの小こ林ばやしに声こえをかけられ、茶ちゃ色いろのしっぽをちょっとだけふった。

　今日きょうが初はじめての仕し事ごとで、クリスティにとっては警けい察さつ犬けんデビューだ。

　ここは、港みなと近ちかくのショッピングモールの駐ちゅう車しゃ場じょう。まだ肌はだ寒ざむい、春はるの夕ゆう暮ぐれだった。

　小こ林ばやしは、かたわらに立たっている私し服ふくの捜そう査さ官かんたちに確かく認にんした。

「これが、容よう疑ぎ者しゃの乗のってきた車くるまなんですね？」

「そうです。ショッピングモールで、盗ぬすまれた品しなの受うけ渡わたしがあるという情じょう報ほうをつかんだのですが……。裏うらをかかれたらしく、行ゆく方えが分わかりません。これ、運うん転てん席せきに残のこされていたものです」

　捜そう査さ官かんのひとりが、チャック付つきのビニール袋ぶくろを手て渡わたす。小こ林ばやしはそれを受うけ取とると、中なかから片かた方ほうだけの作さ業ぎょう用よう手て袋ぶくろを取とりだし、クリスティの鼻はな先さきにさし出だした。

「嗅かげ」

　クンクン手て袋ぶくろを嗅かぐクリスティを見みて、もうひとりの捜そう査さ官かんが感かん心しんしたように言いった。

「めずらしいですね、警けい察さつ犬けんで、柴しば犬いぬっていうのは」

「ええ。シェパードが多おおいですよね。でもこの子こは優ゆう秀しゅうです。警けい察さつ犬けんの試し験けんにも、満まん点てんに近ちかい成せい績せきで合ごう格かくしたんですよ」

　クリスティは手て袋ぶくろを嗅かぐのをやめて、小こ林ばやしを見み上あげる。

「よし、捜さがせ！」

　その合あい図ずでクリスティは地じ面めんに鼻はなを近ちかづけ、歩あるきはじめた。リードを持もった小こ林ばやしの後あとから、捜そう査さ官かんたちがついてくる。

「一いっ帯たいを捜そう索さくしたのですが、我われ々われには発はっ見けんできませんでした。人ひとも多おおいですから……」

　まわりを見みまわすと、平へい日じつとはいえ、駐ちゅう車しゃ台だい数すうも人ひとの行いき来きも多おおい。小こ林ばやしはうなずいた。

「こういう場ば所しょでは、大おおきなシェパードより、柴しば犬いぬのような小こ型がた犬けんの方ほうが働はたらきやすいんです。まわりの人ひとたちをこわがらせないですみますし、小こ回まわりもききますから」

　なるほどと、捜そう査さ官かんはうなずいた。

　小こ林ばやしは、きゃしゃな体たい形けいで優やさしい顔かおをしている。そして、ウインドブレーカーをはおったラフなかっこう。彼かれとクリスティは、散さん歩ぽ途と中ちゅうの若わか者ものとその愛あい犬けんにしか見みえなかった。一いっ般ぱんの人ひと々びとは、これが警けい察さつ犬けんを使つかった捜そう査さだとは夢ゆめにも思おもわないだろう。

　クリスティは残のこった匂においを追おって、迷まよわずに歩あるき続つづけた。駐ちゅう車しゃ場じょうを出でて、車しゃ道どうを渡わたっていく。

　捜そう査さ官かんのひとりが通つう行こう車しゃ両りょうを止とめているあいだに、クリスティはまっすぐ道どう路ろを横よこ切ぎり、海うみぞいの岸がん壁ぺきを左ひだりに折おれた。

　壁かべが途と切ぎれたところで、クリスティは鼻はなを地じ面めんから上あげた。困こまった顔かおで小こ林ばやしを見みる。

「大だい丈じょう夫ぶ、おまえにはわかる。捜さがせ」

　鼻はなをつき上あげて、空くう気き中ちゅうの匂においを捜さがすクリスティ。小こ林ばやしと捜そう査さ官かんたちは息いきをのんで待まった。

　やがて、右みぎ手ての草くさむらにふみこんだクリスティは、確たしかめるように鼻はな先さきで草くさをかき分わけながら、また進すすみだした。ひとりの捜そう査さ官かんがうなった。

「うーん、桟さん橋ばしへ向むかったのか……」

　海うみへ突つきだしている桟さん橋ばしへは、道みちなりに行いくよりも、草くさむらを横よこ切ぎった方ほうが早はやい。もう片かた方ほうの捜そう査さ官かんも、はっとしたようにつぶやく。

「そうか。盗とう品ひんの受うけ渡わたし場ば所しょは、ショッピングモールじゃなくて……、船ふね？」

　その推すい測そくを裏うら付づけるように、クリスティはまっすぐに桟さん橋ばしへと向むかった。

「あっ！」

　捜そう査さ官かんが声こえを上あげた。桟さん橋ばしの先せん端たんに停てい泊はくしていた小こ型がたクルーザーから、エンジン音おんが響ひびいてきたのだ。船せん上じょうの男おとこが、桟さん橋ばしにつないだロープをあわててはずしている。

　捜そう査さ官かんはふたりとも走はしり出だした。

「そこのクルーザー、待まちなさい！」

　船せん上じょうの男おとこが運うん転てん席せきに飛とびこむのと、捜そう査さ官かんがロープの端はしを握にぎるのが同どう時じだった。

　クルーザーはエンジン音おんを一いっ気きに高たかめて桟さん橋ばしを離はなれる。ロープに引ひきずられて、捜そう査さ官かんが海うみに落おちるのが見みえた。それを助たすけようとした捜そう査さ官かんも、勢いきおいあまって海うみに落おちる。

「わっ、大たい変へんだ！」

　小こ林ばやしも走はしり出だした。クリスティも彼かれを引ひっぱるように、桟さん橋ばしの先さきへと走はしる。

　と、ふいにリードがピンと張はり、クリスティはのけぞった。振ふり向むくと、小こ林ばやしがうつぶせに倒たおれている。そしてその後うしろに、鉄てつパイプを手てにした男おとこが息いきをはずませて立たっていたのだ。

　クリスティは、とっさに小こ林ばやしのそばにかけもどった。

「ク、クリスティ、これを……」

　倒たおれたまま、手ての中なかのものをクリスティにさし出だす小こ林ばやし。それをくわえたのを確たしかめると、彼かれはクリスティのリードを首くび輪わから外はずし、声こえをふりしぼるように叫さけんだ。

「行いけ、クリスティ！　振ふり返かえるんじゃない、行いけ!!」

　クリスティは一いっ瞬しゅんためらったが、すばやく鉄てつパイプの男おとこの股またをくぐり、全ぜん速そく力りょくで走はしりだした。
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「わっ、こら待まて！」

　男おとこの声こえが響ひびく。クリスティは桟さん橋ばしをかけもどり、そのまま草くさむらに飛とびこんだ。

　後うしろで三度ど目めの水みず音おとがした気きがするが、小こ林ばやしの命めい令れい通どおり振ふり返かえらずに走はしる。

　草くさむらを抜ぬけたところで、ショッピングモールの方ほうから歩あるいてきた警けい察さつ官かんたちにぶつかりそうになった。

「あれ、クリスティ？」

　クリスティは立たちどまり、低ひくい声こえでうなりながら警けい官かんたちを見み上あげる。

「リードを付つけてないぞ。小こ林ばやしさんはどうしたんだ？」

　彼かれらは、いぶかしげに顔かおを見みあわせた。クリスティはじりじりと後あとずさりする。

「向むこうで何なにかあったのか？」

　警けい官かんたちが、桟さん橋ばしの先さきを指ゆびさしたときだ。草くさむらから一匹ぴきの虫むしがブーンと飛とび立たち、クリスティの鼻はな先さきをかすめた。

　思おもわず、それを前まえ足あしではらった瞬しゅん間かん、クリスティは悲ひ鳴めいを上あげた。

「キャーーーン！」
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　陽詩ひなたはランドセルをゆらしながら、うきうきと家いえへ向むかっていた。

　すごい本ほんを借かりちゃった！　細ほそい体からだの陽詩ひなたにとって、両りょう手てで抱かかえた本ほんはずっしりと重おもいけど、そんなのちっとも苦くにならない。

　ゴールデンウィーク明あけ、久ひさしぶりに寄よった学がっ校こうの図と書しょ館かんで、すてきな本ほんを見みつけたのだ。世せ界かい中じゅうの珍めずらしい動どう物ぶつの、ベストショットを集あつめた写しゃ真しん集しゅう。

　動どう物ぶつ好ずきの陽詩ひなたには、たまらない宝たから物ものだ。

「ふふ……。自じ分ぶんの部へ屋やでゆっくり見みるんだー。楽たのしみだなー」

　スキップするかのように歩あるいていると、陽詩ひなたのやわらかいくせ毛げがほわほわとはねた。

　ついさっきまでは、お母かあさんと同おなじ獣じゅう医いになるのが陽詩ひなたの夢ゆめだった。が、この本ほんの生いき生いきとした動どう物ぶつの写しゃ真しんを見みているうちに、将しょう来らいはカメラマンになって、世せ界かい中じゅうを旅たびしてまわるのもいいなと思おもえてきた。まずは、お年とし玉だまをためてカメラを買かおうかなー。

　陽詩ひなたは、青あお葉ば駅えき横よこの踏ふみ切きりを渡わたって、青あお葉ば駅えき前まえ商しょう店てん街がいに入はいった。

　それほどにぎやかな通とおりではないし、道みち幅はばも狭せまい。車くるまがすれ違ちがうのがやっとだ。でも、ひと通とおりの物ものはそろう地じ元もとで唯ゆい一いつの商しょう店てん街がい。小ちいさなスーパーにドラッグストア、パン屋やさんにお総そう菜ざい屋やさん。中ちゅう華か料りょう理り店てんやイタリアンレストランもある。

　ここを抜ぬければもうすぐ家いえだ。陽詩ひなたが本ほんにほおずりしながら歩あるいていると、後うしろからバンとランドセルをたたかれた。

「ひーなた！」

　驚おどろいて振ふり返かえると、同おなじ五年ねん一組くみの吉よし沢ざわ麻ま由ゆ香かが、仁に王おう立だちしていた。小こ柄がらでスリムだが、体からだに元げん気きがいっぱいつまっていそうな女おんなの子こ。ツインテールの髪かみを、赤あかいヘアゴムで結むすんでいる。

「あれ、陽詩ひなたどうしたの？　なんかニマニマしてる」

　ゆるんでいたほおを、陽詩ひなたはあわてて引ひきしめた。

　麻ま由ゆ香かとは、保ほ育いく園えんからの幼おさななじみ。家か族ぞくぐるみの付つき合あいで、お互たがい一人ひとりっ子こだったこともあり、兄きょう妹だいみたいに育そだった。ひっこみじあんの陽詩ひなたが気き軽がるに話はなせる、数かず少すくない友ともだちだ。とはいっても、ひとりでにんまりしているところを見みられるのは、ちょっと恥はずかしい。

「べ、別べつに……。おもしろい本ほんを見みつけたから、ちょっとうれしかっただけ」

「ふうん……」

　麻ま由ゆ香かは陽詩ひなたが抱かかえている本ほんを、ジロジロながめる。

「すっごい重おもそう。動どう物ぶつの本ほん？」

「……そうだよ。悪わるい？」

　麻ま由ゆ香かの視し線せんから本ほんをかくすように、体からだをねじった。

「ううん、悪わるくない。陽詩ひなたは動どう物ぶつ大だい好すきだもんね。早はやく帰かえって、いっしょに見みよう！」

　麻ま由ゆ香かはニッと笑わらうと、陽詩ひなたの腕うでを引ひっぱった。

「えーっ？　い、いっしょに？　ぼくはひとりでゆっくり見みたいの！」

　陽詩ひなたが麻ま由ゆ香かの腕うでをふり払はらってかけだそうとすると、横よこから声こえがかかった。

「あら、仲なかよしさん。お帰かえりなさい」

　商しょう店てん街がいにある小ちいさな宝ほう石せき店てん「ジュエリーＳＡサＫＵクＲＡラ」のオーナー、島しま津づ桜さくら子こさんだ。お店みせのガラスドアを、ふわふわの布ぬのでみがいているところだった。

「あ、桜さくら子こさん、こんにちは」

　麻ま由ゆ香かはうれしそうにあいさつをした。その横よこで陽詩ひなたもぺこりと頭あたまを下さげる。
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　桜さくら子こさんは、とっくに七十歳さいをすぎているはずだが、若わか々わかしいおしゃれな人ひとだ。ひとりで宝ほう石せき店てんを経けい営えいしている。

「桜さくら子こさん、きれいなスカーフね」

　麻ま由ゆ香かがほめると、桜さくら子こさんはえりもとに手てをやってにっこりした。

「ありがとう、麻ま由ゆ香かちゃん。息むす子こからのプレゼントなの。初しょ夏かっぽいでしょ？」

「さすがジュエリーデザイナーのおじさん。センスいい！」

「仕し事ごとが忙いそがしくて、なかなか来きてくれないんだけどね。息むす子こは息むす子こで、大おお手ての宝ほう石せき店てんに勤つとめているから……」

　桜さくら子こさんは、少すこし寂さびしそうな笑えみを浮うかべた。麻ま由ゆ香かは口くちをとがらす。

「おじさん、そっちをやめて、こっちのお店みせをいっしょにやってくれればいいのに……」

　桜さくら子こさんは小ちいさく首くびをふった。

「でもねぇ……。こっちは、いつつぶれるかわからないような、小ちいさな店みせだもの」

「そんなことないよ。わたし、『ジュエリーＳＡサＫＵクＲＡラ』のディスプレイを見みるのが大だい好すき。おとなになってお金かねをかせいだら、絶ぜっ対たい買かいに来くるんだ。それまでがんばって！」

「ありがとう、麻ま由ゆ香かちゃん。待まってるわ」

　桜さくら子こさんはにっこりすると、今こん度どは陽詩ひなたに顔かおを向むけた。

「陽詩ひなたくん、先せん生せいたちによろしくね。おかげさまで、ラッテは元げん気きですって伝つたえておいて」

　ラッテは、桜さくら子こさんの飼かっているチワワ。

　薄うす茶ちゃ色いろのちっちゃなラッテは、すごくおくびょう。陽詩ひなたの両りょう親しんがやっている動どう物ぶつ病びょう院いんの常じょう連れんさんだが、キャンキャン鳴ないてばかりいる。

「は、はい。じゃ……」

　陽詩ひなたはてれくさそうにうなずくと、くるりと向むきを変かえて歩あるきはじめる。

「うふふ、陽詩ひなたくんはシャイだものね」

　桜さくら子こさんのやさしい笑わらい声ごえに、麻ま由ゆ香かの声こえが重かさなる。

「そうなの。すみませんねー」

　保ほ護ご者しゃかよ！　歩あるきながら陽詩ひなたはムッとして口くちをとがらせた。いいよ、何なんと言いわれても。実じっ際さい、よその人ひとと話はなすのは、あんまり得とく意いじゃないもんな。

「ああん、陽詩ひなた、待まってってば！」

　麻ま由ゆ香かが追おいかけてくる。陽詩ひなたはぶつぶつと口くちの中なかでつぶやいた。

「……なるのは、いつ……」

「え、なに？　なにか言いった？」

　麻ま由ゆ香かが耳みみを寄よせてくる。陽詩ひなたはうるさそうに、麻ま由ゆ香かを肩かたで押おした。

「麻ま由ゆ香かが宝ほう石せきを買かえるようになるのは、いつのことかなーって」

「失しつ礼れいね！　陽詩ひなたこそ、ちゃんとした獣じゅう医いさんになれるのかなーっ」

　本ほんをぎゅっと抱だいて、陽詩ひなたはフンと顔かおをそむける。

「獣じゅう医いになるかどうかなんて、まだ決きめてないよ！」

「え？　じゃ、マロン動どう物ぶつ病びょう院いんはどうするのよ！」

　麻ま由ゆ香かの声こえを無む視しして、陽詩ひなたは走はしり出だした。

　陽詩ひなたの家いえ、「マロン動どう物ぶつ病びょう院いん」は、商しょう店てん街がいのはずれにある白しろい壁かべの三階かい建だてビルだ。

　病びょう院いんの玄げん関かんの上うえには、赤あかい日ひよけが張はり出だし、栗くりのイラストのついたかわいい看かん板ばんがかかっている。病びょう院いんの名な前まえは、名みょう字じの「栗くり原はら」にちなんで両りょう親しんが考かんがえたのだ。

　陽詩ひなたは病びょう院いんの前まえを通とおりすぎ、その先さきの外そと階かい段だんをかけあがった。家いえの玄げん関かんは二階かいにある。カギを開あけて中なかに入はいった陽詩ひなたは、ランドセルを背せ負おったままドアにもたれかかった。重おもい本ほんを持もって走はしったので、息いきが切きれた。

「麻ま由ゆ香か、来くるかな？」

　耳みみをすましたが、足あし音おとは聞きこえない。家いえへ帰かえったのかな？

「いいや、帰かえるわけない。病びょう院いんだよね」

　陽詩ひなたは写しゃ真しん集しゅうをていねいに廊ろう下かに置おき、ランドセルを下おろすと、また階かい段だんを下おりた。
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　陽詩ひなたは、動どう物ぶつ病びょう院いんの玄げん関かんドアを慎しん重ちょうに押おした。ドアは二に重じゅうになっていて、待まち合あい室しつにいる動どう物ぶつが外そとに逃にげないようになっている。

　内うち側がわの自じ動どうドアが開ひらくと、待まち合あい室しつのソファーに白しら髪がの男おとこの人ひとがすわっているのが見みえた。思おもったとおり、ちゃっかり入はいりこんでいた麻ま由ゆ香かが、その人ひととしゃべっている。

「へえ、この子こも警けい察さつ犬けん？　警けい察さつ犬けんって、もっと大おおきい犬いぬかと思おもってた！」

「そう、一いっ般ぱん的てきにはシェパードやレトリバーが多おおいね」

　そう答こたえた男おとこの人ひとは、陽詩ひなたの祖そ父ふの大おお森もり俊しゅん哉やだった。

「おじいちゃん！」

　陽詩ひなたは叫さけんだ。うれしい驚おどろきがこみあげてくる。

「きょう来きてくれるなんて。忙いそがしいんでしょ？」

　俊しゅん哉やはにっこり笑わらって、手てをふった。

「陽詩ひなた、お帰かえり。急きゅうに用よう事じができてね。実じつは陽詩ひなたに頼たのみがあるんだ」

　俊しゅん哉やは、陽詩ひなたの母はは、涼すず音ねの父ちち親おやだ。少すこし離はなれた川かわ沿ぞいの町まちに、ひとりで住すんでいる。ひとりといっても、さみしそうではない。犬いぬたちといっしょだからだ。

　俊しゅん哉やは、昔むかしから会かい社しゃ勤づとめのかたわら、ドッグ・トレーナーの勉べん強きょうをしていた。祖そ母ぼが亡なくなり、会かい社しゃを定てい年ねんになったあと、本ほん格かく的てきにトレーナーを始はじめたのだ。今いまは警けい察さつ犬けんを育そだてて、警けい察さつの捜そう査さに協きょう力りょくしている。陽詩ひなたはそんな祖そ父ふが大だい好すきで、とても尊そん敬けいしていた。

「ぼくに頼たのみ？」

「そう。この子このことなんだけど……」

　俊しゅん哉やの足あしもとには、明あかるい茶ちゃ色いろの毛けの柴しば犬いぬが、おとなしく寝ねそべっていた。俊しゅん哉やに頭あたまをなでられて、ちょっと首くびを上あげたが、また前まえ足あしにあごをのせる。あまり元げん気きがなさそうだ。
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「新あたらしい犬いぬ？　今いま、おじいちゃんのところにいるのは、シェパードが三頭とうだったよね？」

　そうだと俊しゅん哉やはうなずいた。

「事じ情じょうがあって、この子こを預あずかったんだけどね。どうも、一頭とうだけで世せ話わしてやった方ほうがいいみたいなんだ。それで、陽詩ひなたに頼たのめないかなと思おもって……」

「え、この犬いぬ、陽詩ひなたが飼かうの？」

　今いままでだまって聞きいていた麻ま由ゆ香かが、目めを輝かがやかせて言いった。家か族ぞくぐるみの付つき合あいをしている麻ま由ゆ香かは、俊しゅん哉やとも顔かおなじみで、警けい察さつ犬けんの話はなしを聞きくのが大だい好すきだ。

「か、飼かう？　でも……」

　陽詩ひなたは顔かおを曇くもらせた。両りょう親しんが、

「病びょう院いんに来くる動どう物ぶつのことを第だい一いちに考かんがえたいから、うちではペットを飼かわない」

と宣せん言げんしているからだ。でも、俊しゅん哉やはにんまりと笑わらった。

「実じつは、裕ゆう介すけくんと涼すず音ねには、もう許きょ可かを取とってある。陽詩ひなたの帰かえりを待まっていたんだ。ね？」

　片かた目めをつぶってみせた先さきは、受うけ付つけカウンター。そこに立たっているのは陽詩ひなたの父ちち親おや、裕ゆう介すけだ。

　この動どう物ぶつ病びょう院いんでは、母ははの涼すず音ねが獣じゅう医い師し、父ちちの裕ゆう介すけが動どう物ぶつ看かん護ご師しの役やく割わりをしている。裕ゆう介すけはトリマーの資し格かくも持もっていて、動どう物ぶつの健けん康こう管かん理りや、ヘアカットなどの美び容ようも担たん当とうしているのだ。

　裕ゆう介すけは、学がく生せい時じ代だいラグビー選せん手しゅだったそうで、がっちりとした体たい格かくをしているが、顔かおも性せい格かくもめちゃくちゃ優やさしい。ただし、今いまはむくれている。

「陽詩ひなた、『ただいま』はー？」

　あ、そうか！　おじいちゃんと柴しば犬いぬに気きを取とられて、お父とうさんにあいさつもしていなかった。

「ごめんなさい。ただいま……」

　悪わるびれた様よう子すの陽詩ひなたに、裕ゆう介すけはにまーっと笑わらった。

「はい、おかえり。で、おじいちゃんの話はなしだけどね、こっちはＯオーＫケーだよ」

「ほ、ほんと？　だって、これまでぼくがいくら頼たのんでも、ペットは飼かいませんって……」

　陽詩ひなたは信しんじられなかった。両りょう親しんは、一いち度どこうと決きめたら簡かん単たんには考かんがえを曲まげない。

　あれは、陽詩ひなたが保ほ育いく園えんに通かよっていたころ。拾ひろった子こネコをうちで飼かいたいと泣ないて頼たのんでも、さっさと里さと親おやを探さがして渡わたしてしまったくらいだ。

「ま、事じ情じょうが事じ情じょうだから……ね」

　裕ゆう介すけは両りょう手てのひらを上うえに向むけて、肩かたをすくめて見みせた。

　俊しゅん哉やはうなずいて、また犬いぬの頭あたまをなでた。柴しば犬いぬは鼻はなを上あげ、小ちいさくクーンと鳴なく。

「この子こは優ゆう秀しゅうな警けい察さつ犬けんとして、捜そう査さデビューまでしたんだが、トラブルに巻まきこまれてね」

「この子こ、本ほん当とうに警けい察さつ犬けんなの？　だって、柴しば犬いぬでしょ？」

「トレーナー仲なか間まの小こ林ばやしくんが手て塩しおにかけて育そだてた、正しょう真しん正しょう銘めいの警けい察さつ犬けんだ。犬けん種しゅとしてはとても珍めずらしいが、能のう力りょくは抜ばつ群ぐんなんだよ」

　陽詩ひなたは、柴しば犬いぬをじっと見みた。きれいな毛け並なみで、くるりと巻まいたしっぽもふさふさとしている。かしこそうな顔かおだが、目めの上うえの白しろくて丸まるいまゆのあたりに、不ふ安あんげな様よう子すがただよっていた。

「なんだか、さみしそうだね……」

　陽詩ひなたがつぶやくと、俊しゅん哉やはうなずいた。

「事じ情じょうがあって小こ林ばやしくんの手てを離はなれ、うちで引ひき取とったんだが、元げん気きがなくてね。しかも……」

「しかも？」

　麻ま由ゆ香かも、心しん配ぱいそうに柴しば犬いぬを見みながらたずねた。

「虫むしが苦にが手てなんだ。虫むしが近ちか寄よって来くるとおびえて、捜そう査さどころか散さん歩ぽもままならない。鼻はな先さきを、ハチに刺さされたことがあるらしくてね」

「うわぁ！　痛いたそう」

　麻ま由ゆ香かが悲ひ鳴めいを上あげて、自じ分ぶんの鼻はなを両りょう手てで押おさえる。陽詩ひなたもぞっとした。犬いぬの鼻はなはとても敏びん感かんだと、本ほんで読よんだことがある。そこをハチに刺さされるなんて、どんなに痛いたかっただろう。

「かわいそうに」

　陽詩ひなたは、柴しば犬いぬに心こころから同どう情じょうした。

「じゃあ、警けい察さつ犬けんの仕し事ごとは……」

「引いん退たいせざるを得えなくてね」

　俊しゅん哉やも無む念ねんそうだ。

「小こ林ばやしくんが愛あい情じょうこめて育そだてるのを見みてきたから、わたしも心こころが痛いたむ。まだ二歳さいで若わかいしね。でも、しかたがない。せめてこれからは、安あん心しんできる場ば所しょで幸しあわせに暮くらしてほしいんだ」

「さわってもいい？」

　陽詩ひなたは祖そ父ふに聞きいた。

「もちろん！」

　陽詩ひなたはしゃがんで、犬いぬの頭あたまにそっとふれた。犬いぬは目めを細ほそめて少すこしだけ上うえを向むく。

「名な前まえは何なんていうの？」

「クリスティだ。小こ林ばやしくんは、ミステリーファンでね。ミステリー作さっ家かのアガサ・クリスティから取とったそうだ。わたしはクリスと呼よぶことにしている」

「よしよし、クリス……」

　名な前まえを呼よびながら、陽詩ひなたは両りょう手てでクリスのほっぺたを包つつみこむようになでた。クリスが気き持もちよさそうな顔かおをして鼻はなを上あげたので、あごの下したもなでてやる。

「かわいいね」

　麻ま由ゆ香かもかがんで、クリスをのぞきこむ。

「陽詩ひなた、飼かってあげるんでしょ？」

　うん、と言いいかけて、陽詩ひなたは急きゅうに心しん配ぱいになった。気き軽がるな気き持もちでペットを飼かってはいけないのは、動どう物ぶつ病びょう院いんにいるとよくわかる。思おもった通とおりにならない、世せ話わが大たい変へんだなんて、途と中ちゅうで放ほうり出だすわけにはいかないんだ。飼かうからには、ちゃんと責せき任にんを持もたないと……。

　陽詩ひなたが返へん事じにつまっていると、診しん察さつ室しつのスライドドアが開あいた。中なかから、大おおきな茶ちゃトラのネコをかかえた男おとこの子こが出でてきてくるりと振ふり向むき、ていねいにおじぎをする。

「先せん生せい、ありがとうございました。ほら、茶ちゃ々ちゃ丸まるもお礼れいを言いって……」

　男おとこの子こはネコの顔かおを中なかに向むけようとしたが、ネコは迷めい惑わくそうだ。手てのひらでつぶしたような、平ひらたい顔かおをしかめている。診しん察さつ室しつの中なかから、涼すず音ねの声こえが聞きこえてきた。

「はーい、類るいくん。ネコにはよくある症しょう状じょうだから、心しん配ぱいしないで。バイバイ、茶ちゃ々ちゃ丸まるくん」

「あ、竹たけ内うち類るい！　来きてたの？」

　麻ま由ゆ香かがぴょんとはねて、男おとこの子ことネコの前まえに立たった。竹たけ内うち類るいは、陽詩ひなたたちと同おなじクラスだ。ずり落おちかけたメガネを、茶ちゃ々ちゃ丸まるの頭あたまで直なおしながら答こたえた。

「はい。学がっ校こうから帰かえってみたら、茶ちゃ々ちゃ丸まるがフードを吐はいていたので、先せん生せいに診みていただきました。おばあちゃんは、お弟で子しさんが来きていて手てが離はなせなかったものですから」

　類るいの祖そ母ぼは、茶さ道どうの先せん生せいだ。類るいのおばあちゃん子こぶりはクラスでも有ゆう名めいで、話はなし方かたや態たい度どまで年としよりくさい、なんて言いわれる。でも、本ほん人にんはまったく気きにしていないようだ。

「あら、陽詩ひなた。帰かえってたのね。麻ま由ゆ香かちゃん、いらっしゃい」

　診しん察さつ室しつから、涼すず音ねが顔かおを出だした。小こ柄がらで丸まる顔がおの涼すず音ねは、まっすぐな髪かみを頭あたまの後うしろでお団だん子ごにしている。麻ま由ゆ香かはあいさつもせず、涼すず音ねに迫せまった。

「涼すず音ね先せん生せい！　陽詩ひなた、クリスを飼かってもいいよね？」

　涼すず音ねは首くびをたおし、クリスの横よこにしゃがみこんでいる陽詩ひなたを見みやる。

「うーん、病びょう院いんでペットを飼かうのは、主しゅ義ぎに反はんするんだけど……。この柴しば犬いぬもかわいそうな境きょう遇ぐうだし、犬いぬを飼かえば、陽詩ひなたのひっこみじあんもなおるかなー、なんてね」
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　えーっ、それが理り由ゆう？　陽詩ひなたは目めを白しろ黒くろさせた。

　麻ま由ゆ香かはくすっと笑わらう。

「ほんと陽詩ひなたったら、人ひと見み知しりだもんねー」

「おいおい……」

　俊しゅん哉やが、とがめるように手てをふった。

「涼すず音ねも麻ま由ゆ香かちゃんも、デリケートな男おとこの子この気き持もちを、もっとわかってほしいな。陽詩ひなたは優やさしい子こなんだ。そこがいいところじゃないか」

　受うけ付つけの裕ゆう介すけも、そうだそうだとエールを送おくる。

「名な前まえにも、明あかるく元げん気きにっていう意い味みの『陽よう』と、感かん性せい豊ゆたかになりますようにって『詩し』が入はいってるんだ。それ、大だい事じなとこ。陽詩ひなたの個こ性せいだ」

　俊しゅん哉やはにっこり笑わらって陽詩ひなたを見みた。

「そう！　そこを見みこんで、クリスをまかせようと思おもったんだから」

「おじいちゃん……」

　やっぱりおじいちゃんは、ぼくのことをよくわかってくれている。そっか、ぼくにまかせられると思おもったから、クリスを連つれてきたんだね。

　陽詩ひなたは立たち上あがり、パンと自じ分ぶんのほっぺたを両りょう手てでたたくと、きっぱりと言いった。

「わ、わかった。ぼく、クリスを飼かう。ちゃんと面めん倒どうみるよ！」

　やった！　麻ま由ゆ香かがガッツポーズをすると、竹たけ内うち類るいもうれしそうに言いった。

「動どう物ぶつを飼かうのはいいですね。ぼくはネコ派はですが、犬いぬ派はを否ひ定ていするものではありません」

　類るいに抱だかれた茶ちゃ々ちゃ丸まるも、賛さん成せいと言いいたげに「ナーオ」と鳴ないたのだった。
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　竹たけ内うち類るいと茶ちゃ々ちゃ丸まるが帰かえったあと、俊しゅん哉やはクリスについていろいろと説せつ明めいしてくれた。

　飼かい主ぬしの命めい令れいにきちんと従したがうように訓くん練れんされた犬いぬだ。トイレのしつけもしっかりしているし、人ひとをかんだり、攻こう撃げきしたりすることもない。なにより、賢かしこく素す直なおないい子こだ。

「ただ、飼かい主ぬしや住すむ場ば所しょが変かわるのは、犬いぬにとってストレスがかかることなんだ。初はじめは、不ふ安あん感かんや、警けい戒かい心しんを持もつだろう。でも、新あたらしい飼かい主ぬしが信しん頼らいできる人にん間げんだとわかれば、きっとうまくいくよ」

　ほかの犬いぬの世せ話わがあるので、俊しゅん哉やはゆっくりしてはいられない。また来くるからと手てを振ふって帰かえっていった。

「あーっ、きょうは火か曜よう日びよね？　わたし、英えい会かい話わの日ひだ。もっとクリスを見みてたいのにー」

　麻ま由ゆ香かも、ものすごくくやしそうに動どう物ぶつ病びょう院いんを出でていった。

　そのあと陽詩ひなたは、裕ゆう介すけに手て伝つだってもらって、クリスに必ひつ要ような物ものを二階かいの家いえに運はこんだのだ。

　ペットサークル、トイレ、エサや水みずのお皿さら、ドッグフード……。

「あとは、おいおいそろえていけばいい」

　裕ゆう介すけはウインクしながら陽詩ひなたに言いった。

「幸さいわい動どう物ぶつ病びょう院いんだから、たいていの物ものはあるけどね。それから、これ」

　さし出だされたのは、『犬いぬといっしょにハッピーライフ！』という本ほんだった。

「犬いぬの飼かい方かたの本ほん。イラスト満まん載さいだから、小しょう学がく生せいにも最さい適てき。この子こは警けい察さつ犬けんだったんだから、しつけは完かん璧ぺきだろう。でも、陽詩ひなたの方ほうは初しょ心しん者しゃだからね」

「あ、ありがと……」

　リビングにすえたサークルに、とりあえずクリスを入いれると、陽詩ひなたはその横よこで本ほんを読よみはじめた。

　犬いぬはその種しゅ類るいによって、性せい質しつが異ことなる。柴しば犬いぬは、物もの覚おぼえがよく、勇ゆう敢かんで、活かっ発ぱつ。飼かい主ぬしにはとても忠ちゅう実じつだが、その分ぶんがんこで他ほかの人ひとに慣なれにくい。警けい戒かい心しんが強つよくて、初はじめての人ひとや物ものに対たいしては攻こう撃げき的てきになることもある……。

　そこまで読よんで、陽詩ひなたはすごく不ふ安あんになってしまったのだ。それからずっと考かんがえこんでいる。

　クリスがぼくに慣なれてくれなかったらどうしよう。こんなヤツ、信しん用ようできないと思おもわれたら？　前まえの飼かい主ぬしが忘わすれられずに、いつまでも悲かなしがっているかもしれない……。

　クリスは、くちゃくちゃの毛もう布ふの中なかにもぐりこんで、顔かおだけ出だし、目めをキョトキョトさせている。俊しゅん哉やから渡わたされたその毛もう布ふは、クリスが子こ犬いぬのときからのお気きに入いりだそうだ。

　ほんとにぼくでいいの？　ぼくが飼かい主ぬしで、クリスは幸しあわせになれる？

　陽詩ひなたは、うじうじと悩なやみつづけた。




　夜よるになった。

　コーヒーカップ片かた手てにリラックスしている裕ゆう介すけは、キッチンのテーブルから陽詩ひなたに声こえをかけた。

「で、相あい棒ぼうができたご感かん想そうは？」

　陽詩ひなたは、サークルの前まえに体たい育いくずわりをしてクリスをじっと見みている。

「うーん、責せき任にんを感かんじているところ」

「責せき任にん？　そうか。そりゃ、大たい変へんだ」

「陽詩ひなたはまじめすぎるのよ」

　裕ゆう介すけの向むかいで、ノートパソコンをのぞいていた涼すず音ねが言いった。裕ゆう介すけは反はん論ろんする。

「まじめ、いいじゃないか。飼かい犬いぬに責せき任にんを感かんじるなんて、えらいよ」

「悪わるくはないけど、あんまり考かんがえすぎてもねー。ゆっくり関かん係けいを作つくっていけばいいと思おもうよ」

　陽詩ひなたは一いっ瞬しゅん両りょう親しんを見みたが、またクリスに目めを戻もどしてひざにあごをのせた。

「陽詩ひなた」

　気きづくと、涼すず音ねが横よこに立たって、陽詩ひなたとクリスを見み下おろしていた。

「これまでのクリスの辛つらい体たい験けんは、もう変かえようがないよね。これからは、うちでクリスが幸しあわせに暮くらすことだけを考かんがえよう。大だい丈じょう夫ぶ。ここは悪わるいところじゃないと思おもう。新あたらしい飼かい主ぬしは優やさしいし、カッコいいトリマーもいる。なにより、頼たよりになる獣じゅう医いさんがついているんだから」

「涼すずちゃんたら、自じ分ぶんが一いち番ばんいい役やく回まわりじゃないか」

　裕ゆう介すけも、笑わらいながらそばに来きた。

「それはともかく、涼すずちゃんの言いうとおりだよ。犬いぬを飼かうのは、犬いぬと飼かい主ぬしがいっしょに幸しあわせになるためだ。どっちか一いっ方ぽうだけってことはありえない。みんなで幸しあわせになろう！」

　そっか！　陽詩ひなたはほっとして、肩かたから重おもしが取とれたような気きがした。

　家か族ぞくがついてるから安あん心しん。みんなで幸しあわせになるんだ！




　……のはずだったのに！

　翌よく日じつの朝あさ、陽詩ひなたはうらめしく思おもった。時と計けいは六時じ。両りょう親しんはまだ夢ゆめの中なか……。

　ゆうべ寝ねる前まえに、涼すず音ねにこう言いわれたのだ。

「学がっ校こうへ行いく前まえに、散さん歩ぽに連つれて行いく習しゅう慣かんをつけた方ほうがいいと思おもう。初はじめての環かん境きょうだから、明日あしたはちょっと慣ならす程てい度どにしておこうか。じゃ、がんばってね！」

　やっぱ、ぼくがひとりでやるんじゃないかー。

　陽詩ひなたはサークルの中なかのクリスに、小ちいさな声こえで言いった。

「おはよう、クリス。ねえ、ぼくと散さん歩ぽに行いってくれる？」

　クリスは、きのうと同おなじように、毛もう布ふにくるまっていた。陽詩ひなたを見み上あげ、クーンと鳴なく。

「散さん歩ぽ、好すきだよね？　行いこうか……？」

　サークルの扉とびらを開あけてのぞきこみ、おいでと声こえをかけるが、クリスは動うごかない。えーと……。

　陽詩ひなたは、俊しゅん哉やが犬いぬたちを散さん歩ぽに連つれて行いくときどうしていたかを、必ひっ死しで思おもい出だそうとした。

　特とく別べつなことをしなくても、自し然ぜんに散さん歩ぽに行いってたよなー。でも、おじいちゃんはドッグ・トレーナーらしく、きびきびと犬いぬたちに言こと葉ばをかけていて……。

　よし！　陽詩ひなたは立たち上あがって、きっぱりと言いった。

「クリス、来こい！」

　するとクリスはゆっくりと立たち上あがり、ぶるっと体からだをふるわせてからサークルを出でてきた。おずおずと陽詩ひなたの左ひだり側がわによると、陽詩ひなたと同おなじ方ほう向こうを見みてちょこんとすわる。

　陽詩ひなたは胸むねがどきどきした。すごい！　クリスがぼくの言いうことを聞きいてくれた!!

　そうだ、ほめてやらなきゃ。陽詩ひなたはクリスの頭あたまをなでながら、心こころをこめて言いった。

「クリス、えらい、えらい。いい子こだね」

　クリスは陽詩ひなたの顔かおを見み上あげ、次つぎの言こと葉ばを待まっているようだ。

　陽詩ひなたは手てに持もっていた赤あかいリードを、クリスの首くび輪わに付つけ、

「よーし、散さん歩ぽに行いこう！」

と宣せん言げんした。そのまま歩あるき出だすと、クリスもついてくる。靴くつをはいて玄げん関かんを出でて、階かい段だんを下おりた。クリスも、いっしょにトコトコと階かい段だんを下おりる。

　陽詩ひなたはうれしくなった。うん、順じゅん調ちょう、順じゅん調ちょう。天てん気きも上じょう々じょう。初しょ夏かのさわやかな朝あさだ。

　ぎゅっとリードを握にぎり、まだ人ひと気けのない商しょう店てん街がいにふみ出だした瞬しゅん間かん、陽詩ひなたはハッとした。

「あ！」

　いけない、お散さん歩ぽセットを忘わすれてきちゃった！

　今け朝さの散さん歩ぽにそなえて、ゆうべのうちに必ひつ要ようなものをそろえたんだった。うんち袋ぶくろ、ティッシュ、おしっこを洗あらう水みず、ドッグフードをひと握にぎり入いれたポーチ。本ほんを見みながら用よう意いして、小ちいさなショルダーバッグに入いれておいたのに……。

「ごめん、クリス。バッグを取とってこなくちゃ」

　陽詩ひなたが家いえにもどろうとふり向むいたときだ。どこからともなく、ひらひらと白しろいチョウチョが飛とんできた。

「あ、モンシロチョウ……」

　チョウチョは、さし出だした陽詩ひなたの手てをよけ、ふわりとクリスの方ほうへ。と……。

「キャイーン!!」

　クリスは一ひと声こえ叫さけんだかと思おもうと、いきなり走はしり出だした。

「うわっ！」

　リードに引ひっぱられ、陽詩ひなたは危あやうく転ころびそうになった。手て首くびにリードの輪わを通とおしていなかったら、クリスはそのまま商しょう店てん街がいをどこまでも突つっ走ぱしっていっただろう。

　リードに引ひきもどされたクリスは、横よこ倒だおしになった。キャインともう一ひと声こえ鳴ないて、倒たおれたまま足あしをばたつかせている。

「クリス、どうしたの？　クリス！」

　あわてて陽詩ひなたが抱だきおこそうとすると、クリスはぴょんと飛とび起おき、前まえ足あしで何なん度ども鼻はなをこすり始はじめた。必ひっ死しで鼻はなをこすりながら、その場ばで回まわり始はじめる。陽詩ひなたはポカンと見みているばかりだ。

　──虫むしが苦にが手てなんだ。

　急きゅうに、俊しゅん哉やの言こと葉ばがよみがえってきた。

「あ、そうか！　ハチに鼻はなを刺さされたんだった。チョウチョもだめなのか」

　陽詩ひなたはくるくる回まわるクリスに飛とびついて両りょう手てで抱だきかかえると、必ひっ死しで何なん度どもささやいた。

「クリス、大だい丈じょう夫ぶだよ、落おち着ついて。チョウチョは痛いたいことしないよ、大だい丈じょう夫ぶ。よしよし……」

　しばらくするとクリスはやっと暴あばれるのをやめ、フウフウと荒あらい息いきをするだけになった。

「よかったぁ……」

　ほっとした陽詩ひなたが手てを離はなすと、クリスはその場ばにペタンとすわりこんだ。

「きょうはもう、散さん歩ぽはやめようね」

　陽詩ひなたを見み上あげるクリスは、白しろいまゆ毛げがキュッと寄よって泣なきそうな顔かおに見みえる。

「ほら、帰かえろう。階かい段だん上あがるよ」

　軽かるくリードを引ひいたが、クリスは立たち上あがろうとしない。

「クリス、どうしたの？　立たってよ」
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　少すこし強つよくリードを引ひいてみたが、クリスは動うごかない。もう一いっ生しょうここから動うごくもんかという顔かおをし、グッと前まえ足あしをつっぱって抵てい抗こうしている。

「クリス、来こい！」

　そう命めい令れいしても、ちっとも動うごかない。陽詩ひなたはしかたなくうしろからクリスにまたがって、わきに両りょう手てを入いれ、持もち上あげた。ずりずりと前まえへ動うごかしてみた。でも、思おもったよりずっと重おもい。

　階かい段だんの下したまでは来きたが、たまらずクリスを地じ面めんに下おろした。

　二階かいまで持もち上あげるのは無む理り。自じ慢まんじゃないけど、クラスの中なかでも体たい力りょくがある方ほうじゃない。

「クリスー、たのむよ、歩あるいてー」

　いくら頼たのんでも、クリスはがんこに少すこしも動うごこうとしない。

　陽詩ひなたは泣なきそうになって、階かい段だんの一いち番ばん下したにすわりこんでしまった。
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　それから十とお日かあまり。

　クリスは、新あたらしい家いえに少すこしずつなじんできたようだ。

　家か族ぞくの生せい活かつリズムがわかり、陽詩ひなたが朝あさ起おきてくると、うれしそうにしっぽをふる。リビングでみんながくつろいでいるときは、ソファーの陽詩ひなたのとなりが定てい位い置ちだ。

　二回かい目めの散さん歩ぽから、陽詩ひなたは虫むしが来こないかどうか注ちゅう意いしながら歩あるくようになった。虫むしの姿すがたが見みえたら、道みちの反はん対たい側がわを歩あるいたり、どこかへ行いくまで止とまって待まったり……。クリスは、虫むしに出で会あわなければパニックを起おこさず、すわりこんで動うごかなくなることもない。いい姿し勢せいで歩あるき、ちゃんと陽詩ひなたの指し示じに従したがう。さすが、訓くん練れんを受うけた元もと警けい察さつ犬けんだ。

　陽詩ひなたの方ほうも、お散さん歩ぽセットを忘わすれることもなく、うんちやおしっこの始し末まつも手て際ぎわよくなった。

「初はじめての散さん歩ぽは最さい悪あくだったよねー。朝あさ起おきて、陽詩ひなたもクリスもいないからびっくりして下したに下おりてみたら、ふたりで抱だき合あって泣ないてるんだもん」

　涼すず音ねは、くりかえしそう言いって笑わらう。

「泣ないてない！　クリスが動うごかないから、困こまってただけ！」

　そのたび、陽詩ひなたはむきになって否ひ定ていした。その横よこで、クリスも「ワン」と鳴ないて抗こう議ぎする。

「うん、息いきが合あってきたね」

　涼すず音ねは満まん足ぞくそうだった。

　夕ゆう方がたの散さん歩ぽには、かなりの確かく率りつで麻ま由ゆ香かがついてくる。そして陽詩ひなたと、いつも同おなじ会かい話わをする。

「ねえねえ、リード持もたせて」

「だめ。もうちょっとぼくに慣なれてから」

「ケチ。どのくらいしたら持もたせてくれるの？」

「えーと……、二週しゅう間かんくらいかなー」

　犬いぬを散さん歩ぽさせているといろいろな人ひとが声こえをかけてくるので、陽詩ひなたは知しらず知しらずのうちに、初しょ対たい面めんの人ひとと向むき合あう機き会かいが増ふえてきた。

「わー、かわいいシバケンね。名な前まえなんていうの？」

「柴しば犬いぬっていうんですよ。名な前まえはクリスです」

　それでも、応おう対たいするのはいつも麻ま由ゆ香か。陽詩ひなたはちょっと後うしろに下さがってしまう。麻ま由ゆ香かのような気き軽がるなおしゃべりは、まだまだ高たかいハードルだった。

「犬いぬを飼かえば、陽詩ひなたのひっこみじあんもなおるかなー」

　お母かあさんはそう言いっていたけれど、そんな簡かん単たんなもんじゃないよと、陽詩ひなたは思おもう。

　ただ、「かわいいね」なんてクリスをほめられると、思おもわずにやにやしてしまうのだった。

　散さん歩ぽ途と中ちゅうに話はなしかけてきた人ひとの中なかには、交こう番ばんの若わかいお巡まわりさんもいた。麻ま由ゆ香かが、クリスは元もと警けい察さつ犬けんだと言いうと、彼かれは、

「へえ！　柴しば犬いぬで警けい察さつ犬けんになったなんて、すごいねー」

と、しきりに感かん心しんしてくれた。実じつは、警けい察さつ犬けんの訓くん練れん士しになりたくて警けい察さつに入はいったのだそうだ。

「交こう番ばん勤きん務むになっちゃったんだけどねー」

　そう苦にが笑わらいする岩いわ田た巡じゆん査さとも、いまではすっかり顔かおなじみだ。

　もう一人ひとり知しり合あいになったのは、交こう番ばん近ちかくの小ちいさなアパートに住すむ、男だん子し大だい学がく生せいだ。

　はじめて道みちで声こえをかけられたときは、陽詩ひなたはもちろん、麻ま由ゆ香かも後あとずさりしてしまった。

　というのも、彼かれは百八十センチを超こえる長ちょう身しんで、髪かみはツンツン立たった金きん色いろ。何なん色しょくもの絵えの具ぐをぶちまけたような派は手でなＴティーシャツに、ボロボロのヴィンテージ風ふうジーンズといったかっこうをしていた。おまけに、耳みみたぶには金きんのピアスをいくつも着つけて、黒くろいサングラスまでかけていたのだ。でも、サングラスを外はずしてクリスの前まえにしゃがみこんだ大だい学がく生せいは、まゆ毛げと目めじりを思おもい切きり下さげ、よだれをたらしそうな笑え顔がおでクリスをなでた。

「かわいいなー、柴しば犬いぬ。おれも実じっ家かで柴しば犬いぬ飼かってたんだけどさ、小しょう四よんのとき死しんじゃって……。あんときは、すげー泣ないたなー」

　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは、あっけにとられて顔かおを見みあわせた。「人ひとは見みかけによらない」って、こういうことを言いうんだな。

「また、ナデナデさせてくれないかな。おれ、森もり山やま貴たか樹きって大だい学がく生せい。そこのアパートに住すんでるんだ」

「わたしは麻ま由ゆ香か。こっちは陽詩ひなたで、犬いぬはクリスだよ」

　麻ま由ゆ香かが自じ己こ紹しょう介かいすると、貴たか樹きはまた人ひとのよさそうな笑えみを浮うかべて言いった。

「じゃ『クリスとその仲なか間またち』だな！　よろしくっ！」

　ということで、貴たか樹きのアパートも散さん歩ぽコースに入はいった。
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　そんなある日ひ、陽詩ひなたは自じ分ぶんの机つくえに置おきっぱなしになっていた本ほんに気きづいた。クリスが来きた日ひに学がっ校こう図と書しょ館かんから借かりてきた、あの写しゃ真しん集しゅうだ。もう、返へん却きゃく日びが迫せまってきているのに、あれからちゃんと読よんでない。

　陽詩ひなたはパラパラと本ほんをめくりながら、前まえほどその写しゃ真しんに夢む中ちゅうにならない自じ分ぶんに驚おどろいた。

　この本ほんに出で合あったときには、獣じゅう医いより動どう物ぶつ写しゃ真しん家かの方ほうが、ずっと魅み力りょく的てきだと思おもったのに……。

　こんなになりたいものがころころ変かわるぼくって、変へん。今いまは、ドッグ・トレーナーがいいな、なんて思おもうことがある。目めの前まえのクリスのことで頭あたまがいっぱいだから……。

　そんなことを白はく状じょうしたら、涼すず音ねは笑わらった。

「小しょう学がく生せいのくせに、夢ゆめがひとつに決きめられるわけないじゃん。人じん生せいやってるうちに、またちがう夢ゆめが出でてくる。そんなもんだよ」
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　クリスが来きてから二度ど目めの日にち曜ようの朝あさのことだった。

「クリス、おいで。散さん歩ぽだよー」

　いつも通どおり散さん歩ぽに出でた陽詩ひなたは、誰だれもいない商しょう店てん街がいでうーんと伸のびをした。五月がつも半なかばを過すぎて、日ひ差ざしが日ひに日ひに強つよくなってくるけれど、まだ早そう朝ちょうの空くう気きはさわやかだ。

「今日きょうはどっちへ行いこうか？」

　クリスが右みぎを見みたので、陽詩ひなたは駅えきと反はん対たいの、交こう番ばんの方ほうへと歩あるき出だした。

　休きゅう日じつの朝あさ、まだ眠ねむっているような商しょう店てん街がいだったが、向むかいから軽かるい足あし音おとが聞きこえてくる。ジョギング中ちゅうの若わかい男おとこの人ひとが、陽詩ひなたたちの横よこを走はしり抜ぬけていった。

　クリスはふと振ふり返かえり、走はしり去さっていく人ひとの後うしろ姿すがたに、クーンとかすかな鳴なき声ごえを立たてる。

　これまでの散さん歩ぽで、陽詩ひなたは気きづいていた。若わかい男だん性せいを見みかけると、クリスは寂さびしそうな表ひょう情じょうを浮うかべることがあるのだ。前まえの飼かい主ぬしの小こ林ばやしさんのことを思おもい出だしてるのかなと思おもう。

「柴しば犬いぬは、飼かい主ぬしにはとても忠ちゅう実じつだが、その分ぶんがんこで他ほかの人ひとに慣なれにくい」

　そんなとき陽詩ひなたは、『犬いぬといっしょにハッピーライフ！』の中なかのこの一いっ節せつを思おもい出だして、落おちこんでしまう。ぼくとも、ずいぶん仲なか良よくなったと思おもうんだけど、まだまだなのかな……。

　ひとつためいきをついて、ぼんやり歩あるき出だそうとしたときだった。

　すぐ横よこのわき道みちから、自じ転てん車しゃが飛とびだしてきた。

　ぶつかる！

　陽詩ひなたは、とっさにクリスをかばおうとしてバランスをくずし、道どう路ろにたおれこんだ。

　キキキーッ！　するどいブレーキ音おんを立たてて、自じ転てん車しゃはすんでのところで陽詩ひなたたちをよけた。

「ぼーっと歩あるいてんじゃねえ！　気きをつけろ！」

　自じ転てん車しゃの主ぬしはそう怒ど鳴なると、そのまま走はしり去さって行いった。

「……いててー」

　陽詩ひなたはうめきながら身みを起おこし、クリスを見みた。

「ク、クリス、大だい丈じょう夫ぶ？」

　クリスも驚おどろいたらしく、耳みみをぺたんと寝ねかせて足あしぶみをしている。でも、ケガはなさそうだ。

　ひとまず安あん心しんした陽詩ひなただが、ちょっと泣なきそうになった。

　ひどいよな、今いまの人ひと。そりゃ、ぼくもぼんやりしてたけど、あんなスピードで走はしってきてさ。しかも、怒ど鳴ならなくても……。

　しぶしぶ立たち上あがりかけた陽詩ひなたは、自じ分ぶんのひざが目めに入はいったとたん、また道みちにたおれこんだ。

「うわっ、ち、血ちが……」

　陽詩ひなたはケガに弱よわい。ちょっとでも血ちを見みると、頭あたまがくらくらしてしまう。陽詩ひなたはリードを持もったまま、両りょう手てでひざのまわりを押おさえて、ぎゅっと目めをつぶった。いててて……。

「クーン、クーン……」

　クリスの息いきが、陽詩ひなたのほっぺたにかかった。何なん度ども鳴なきながら、陽詩ひなたのほっぺたを鼻はな先さきでつつくクリス。それでも陽詩ひなたは、目めを開あけることも立たち上あがることもできなかった。

　すると……。ひざをかかえていた陽詩ひなたの手てから、するりとリードが抜ぬけていったのだ。

「え？　クリス？」

　はっと顔かおを上あげると、猛もうスピードで走はしっていくクリスの後うしろ姿すがたが見みえた。引ひきずられる赤あかいリードが、朝あさ日ひに照てらされた道どう路ろの上うえをはねていく。

「クリス！」

　大たい変へんだ！　陽詩ひなたは立たち上あがろうとしてバランスをくずし、また尻しりもちをついてしまった。三度ど目めにようやく立たち上あがり、クリスが走はしっていった方ほうに目めをこらす。姿すがたが見みえない。

「クリス、クリス、どこ?!」

　陽詩ひなたの顔かおから血ちが引ひいた。どうしよう！　迷まい子ごになっちゃった!!

　陽詩ひなたは泣なきそうになりながら、足あしを引ひきずってよろよろと歩あるき出だした。もしもクリスに何なにかあったら、飼かい主ぬしの責せき任にんだ。ちょっとケガしたからって、クリスのことを放ほうっておくなんて！

　すると、人ひと気けのない商しょう店てん街がいに、どこからか犬いぬの鳴なき声ごえが響ひびいてきた。ワンワンと続つづけざまに吠ほえている。それに交まじって、かん高だかい女おんなの人ひとの声こえも聞きこえてきた。

「なに？　どうしたのよ、クリス。あんた、ひとりで外そとへ出でてきたの？」

　陽詩ひなたが、声こえの方ほうへよろけながらふみ出だしたときだ。少すこし離はなれた路ろ地じから、ひょいとクリスが顔かおを出だした。こちらを見みると耳みみをピンと立たて、猛もうスピードでかけてくる。

「クリス！」

　思おもわずさし出だした陽詩ひなたの両りょう手てに、クリスは勢いきおいよく飛とびこんだ。

　陽詩ひなたはクリスの勢いきおいにおされ、またもや尻しりもちをついてしまった。陽詩ひなたにのしかかって、顔かおをぺろぺろとなめるクリス。陽詩ひなたは泣なき笑わらいしながら、相あい棒ぼうをぎゅっと抱だきしめた。

「よかったー、クリス！　迷まい子ごになったのかと思おもった……」

「あれぇ、陽詩ひなたくんだ。どうしたの？　大だい丈じょう夫ぶ？」

　はっと顔かおを上あげると、白しろいトイプードルを抱だいた女おんなの子こが、心しん配ぱいそうに陽詩ひなたを見み下おろしていた。

「あ、雪ゆき菜なさん……」

　マロン動どう物ぶつ病びょう院いんの常じょう連れん、雪ゆき菜なだった。歌うたが大だい好すきで、元げん気きな中ちゅう学がく一年ねん生せいだ。
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「リンダと散さん歩ぽしてたら、クリスがすごい勢いきおいでかけてきて、ワンワン鳴なくんだもん。びっくりしちゃった。……あれれ、ひざ、すりむいちゃったんだね」

　雪ゆき菜なはリンダを下おろし、ショルダーバッグから絆ばん創そう膏こうを出だすと、陽詩ひなたのひざにはってくれた。かわいいサクランボ柄がらだ。ちょっと恥はずかしかったけど、陽詩ひなたはほっと息いきをつくことができた。

「あ、ありがと……」

　どういたしましてとケラケラ笑わらってから、雪ゆき菜なはクリスの頭あたまをなでた。

「なるほど！　ご主しゅ人じんがケガをしたから、助たすけを呼よびに来きたのか。えらいねー、クリス！」

「え？」

「そうだよー。必ひっ死しで吠ほえて、こっち、こっちって教おしえてるみたいだった。賢かしこいねー」

　そうか、ぼくを助たすけようとしてくれたのか……。陽詩ひなたは胸むねが熱あつくなって、もう一いち度どクリスを抱だきしめた。ありがとう、クリス。これっぽっちのケガで落おちこむ、よわっちい飼かい主ぬしでゴメン。

　陽詩ひなたは、クリスの赤あかいリードを拾ひろい上あげてやっと立たち上あがり、クリスと目めを合あわせる。クリスはわさわさとしっぽをふって、よかったねと言いっているようだった。

[image: ]

「そろそろ帰かえらなきゃ。おなか、ぺこぺこだよ」

　そう雪ゆき菜なが言いったときだ。どこか遠とおくから、パトカーのサイレンが聞きこえてきた。

「あれぇ、朝あさっぱらから何なんだろうね？」

　雪ゆき菜なは目めの上うえに手てをかざして、駅えきの方ほうを見みる。陽詩ひなたも同おなじことをした。朝あさ日ひがまぶしい。

　サイレンはどんどん近ちかづいてくる。そして、耳みみをつんざくほど大おおきくなったと思おもったら、パトカー本ほん体たいの姿すがたが現あらわれ、駅えきの近ちかくで停とまったのだ。赤せき色しょく灯とうが、朝あさ日ひより強つよい光ひかりを商しょう店てん街がいの建たて物ものに反はん射しゃさせる。バタンバタンと、車くるまのドアを閉しめる音おとが響ひびいてきた。

　リンダがおびえてキャンキャン鳴ないたので、雪ゆき菜なは抱だき上あげた。

「よしよし、大だい丈じょう夫ぶだよ。……どうしたんだろう。駅えきで何なにかあったのかな？」

　クリスは怖こわがってはいないようだ。元もと警けい察さつ犬けんだから、パトカーの音おとも平へい気きなのかもしれない。

　すぐにまた、遠とおくからサイレンが聞きこえてきた。今こん度どは一台だいじゃない。救きゅう急きゅう車しゃも交まじっているようだ。あっという間まに、商しょう店てん街がいがサイレンの音おとであふれかえった。あたりの店みせや住じゅう宅たくから人ひとが顔かおを出だし、ざわざわと声こえが上あがり始はじめる。

「大たい変へん！　ちょっと見みてくるね！」

　雪ゆき菜なはリンダを抱だいたまま、駅えきの方ほうへ走はしっていってしまった。

　陽詩ひなたは胸むねがどきどきして、足あしがふるえるのを感かんじた。

「ク、クリス、ぼくたちはうちへ帰かえろうか……」

　すると、クリスは陽詩ひなたの顔かおを見みて、一ひと声こえ「ワン！」と吠ほえた。まるで、

「陽詩ひなた、事じ件けんだよ！　ぼくは行いかなくてもいいの？」

と言いっているようだ。陽詩ひなたはごくんとつばを飲のんで、もう一いち度どパトカーの方ほうを見みた。

　あれ？　あそこは「ジュエリーＳＡサＫＵクＲＡラ」の前まえじゃないかな。桜さくら子こさん、大だい丈じょう夫ぶかな？　チワワのラッテは？　あの子こはおくびょうで、いつもふるえてキャンキャン鳴なくんだ……。

「よ、よし。ちょっとだけ様よう子すを見みに……」

　陽詩ひなたはリードをぎゅっと握にぎった。クリスとだったら、行いけるかも……。

　いっしょに走はしり出だしたとき、陽詩ひなたはひざの痛いたみを忘わすれていた。




「ジュエリーＳＡサＫＵクＲＡラ」の前まえは、騒そう然ぜんとしていた。

　パトカーが三台だいに、救きゅう急きゅう車しゃ、赤せき色しょく灯とうをつけたいわゆる覆ふく面めんパトカーまで、ずらっと並ならんで停とまっている。警けい察さつ官かんらしき人ひとたちが、あたふたと宝ほう石せき店てんに出で入いりしたり、様よう子すを見みに来きた人ひと々びとを整せい理りしたりしていた。

　陽詩ひなたは驚おどろいた。近きん所じょでこんなことがあるなんて！　何なにが起おきたんだろう。

　一ひと足あし先さきにかけつけた雪ゆき菜なは、人ひと垣がきの中なかをのぞこうと、背せ伸のびをしている。陽詩ひなたはそばに行いって、ちょんと背せ中なかをつっついた。

「陽詩ひなたくん」

　振ふり返かえった雪ゆき菜なの目めは、好こう奇き心しんで輝かがやいていた。

「『ジュエリーＳＡサＫＵクＲＡラ』に泥どろ棒ぼうが入はいったらしいよ。ガラスが割われてるって、だれかが言いってたもん」

　泥どろ棒ぼう?!　陽詩ひなたの背せ中なかが、ぞくっとした。するとクリスがまた、ワンと吠ほえる。

「あー、クリス！　あんたがいてくれればよかったのにね。リンダもそうだけど、桜さくら子こさんとこのラッテじゃ、番ばん犬けんにもならないよ」

　チワワだもんねーと、ため息いきをつく雪ゆき菜な。陽詩ひなたもまゆを寄よせた。

「……大だい丈じょう夫ぶかな？」

「そうだよね、桜さくら子こさんどうしてるかな。救きゅう急きゅう車しゃまで来きてるし……」

　雪ゆき菜なはつま先さき立だちをして、救きゅう急きゅう車しゃを見みやる。陽詩ひなたも前まえの人ひとの横よこからのぞこうとすると……。

「わっ！」

　うしろから肩かたをたたかれた。驚おどろいて振ふり向むくと、そこには裕ゆう介すけが。

「お父とうさん！」

「陽詩ひなた、クリスを連つれてうちに帰かえっていなさい。危あぶないし、警けい察さつのじゃまだ」

　裕ゆう介すけの後うしろには、涼すず音ねも立たっていた。ふたりともジャケットの前まえを両りょう手てでかきあわせているところを見みると、部へ屋や着ぎのまま、上うわ着ぎだけはおってきたらしい。

「で、でも、桜さくら子こさんとラッテが……」

「うん、わかってる。桜さくら子こさんは警けい察さつに任まかせるとして、ラッテの様よう子すを聞きいてくる」

　涼すず音ねはそう言いうと、人ひと垣がきの中なかへ分わけ入いって、野や次じ馬うまを整せい理りしていた警けい察さつ官かんに声こえをかける。

「すみません、そこの獣じゅう医いなんですけど……」

　裕ゆう介すけは、また陽詩ひなたの肩かたをたたいて言いった。

「ほら、家いえで待まってなさい。後あとで、何なにがあったかちゃんと知しらせるから」

　陽詩ひなたはうなずくと、クリスのリードを引ひっぱって、家いえへと向むかった。ちょっと怖こわかったから、お父とうさんたちが出でてきてくれて、ほっとしたところもある。

　でもクリスは、現げん場ばが気きになるのか、何なん度ども後うしろを振ふり返かえるのだった。




「ヘリコプターの音おとがするな。空そらから事じ件けん現げん場ばを撮とってるのかも」

　そうつぶやいた裕ゆう介すけは、リビングの床ゆかにあぐらをかき、ふるえるラッテを膝ひざの間あいだに入いれている。

「マスコミが取しゅ材ざいに来きてたからなー。桜さくら子こさん、どうしたかな……」

　桜さくら子こさんが救きゅう急きゅう車しゃで病びょう院いんに運はこばれたので、ラッテは取とりあえず動どう物ぶつ病びょう院いんが預あずかることにしたのだ。獣じゅう医いさんが大だい嫌きらいなラッテ、面めん倒どうを見みるのは裕ゆう介すけになるだろう。

　涼すず音ねは、パソコンでラッテのカルテを確かく認にんしながら答こたえた。

「泥どろ棒ぼうに入はいられてショックを受うけただけらしいけど、お年としだもんね。とりあえず入にゅう院いんした方ほうが安あん心しんだよ。ラッテも、おびえてる以い外がいは大だい丈じょう夫ぶだと思おもう。大おおきな病びょう気きもしたことないし……」

「店みせの方ほうは、だいぶ被ひ害がいがあったのかな」

「今いまは桜さくら子こさんから聞きけないでしょ？　息むす子こさんが確かく認にんしないと、被ひ害がい額がくはわからないんじゃないかな。ただ、小ちいさなお店みせだけど、扱あつかってるのは宝ほう石せきだもんね。八や百お屋やさんがリンゴ取とられたのとは、けたがちがうでしょう」

　裕ゆう介すけは、そりゃそうだと、あいづちを打うった。

「宝ほう石せき強ごう盗とうって言こと葉ばはあるけど、リンゴ強ごう盗とうって聞きいたことがないもんな」

　あまり深しん刻こくそうには見みえない両りょう親しんをよそに、陽詩ひなたはソファーの上うえで縮ちぢこまっていた。

「雪ゆき菜なさんが言いってたけど、お店みせのガラスが割われてたの？」

　横よこで、クリスも聞きいているようだ。ときどき耳みみがピクッと動うごく。涼すず音ねが答こたえた。

「うん。夜よ中なかから明あけ方がたにかけての犯はん行こうみたい。桜さくら子こさんは、朝あさ起おきてから気きがついたらしいよ。セキュリティーも切きられてたみたいね。プロの仕し業わざじゃないかって」

「プロって、何なんの？」

「泥どろ棒ぼうの。あちこちで宝ほう石せき泥どろ棒ぼうをしている、プロの窃せっ盗とう団だんがいるんだって」

　えーっ？　陽詩ひなたは目めを丸まるくしてクリスを見みた。クリスも大おおきな目めで陽詩ひなたを見み返かえす。

「ぼくんちは、大だい丈じょう夫ぶかな……」

　絆ばん創そう膏こうをはったひざが、また痛いたくなったような気きがした。

「うちは、宝ほう石せきないからねー」

　涼すず音ねはそう言いって笑わらう。

「プロは、同おなじ地ち域いきで何なん度ども仕し事ごとしないんじゃないかな。今いまは警けい察さつもいっぱいいるしね」

　涼すず音ねの言こと葉ばに、陽詩ひなたは少すこしだけほっとしたのだった。
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　お昼ひるを食たべてから、陽詩ひなたはクリスを連つれて外そとへ出でた。

　朝あさの散さん歩ぽがほとんどできなかったので、かわいそうだと思おもったのだが、本ほん当とうはちょっと心しん配ぱいだ。駅えきの方ほうを見みると、まだパトカーと警けい官かんが残のこっている。涼すず音ねは大だい丈じょう夫ぶだと言いっていたが、事じ件けん現げん場ばにまた近ちかづく勇ゆう気きはない。

「クリス、あっちへ行いこうね」

　陽詩ひなたが反はん対たい方ほう向こうへと歩あるきはじめると、向むこうから手てをふって走はしってくる人ひと影かげがあった。

「陽詩ひなた！」

　麻ま由ゆ香かだ。ハアハア息いきをはずませながら、陽詩ひなたの前まえで止とまる。

「ね、ねえ、お昼ひるのニュース見みた？」

「ううん。何なんのニュース？」

「なに言いってんの！　『ジュエリーＳＡサＫＵクＲＡラ』に強ごう盗とうが入はいったんだよ！　テレビのニュースでやるなんて、大だい事じ件けんでしょ？　あんた、知しらないの？」

　陽詩ひなたは振ふり返かえって、パトカーの方ほうを親おや指ゆびでさした。

「それなら、朝あさ見みに行いったよ。今いまも、まだ警けい察さつが……」

「のんきね、陽詩ひなたは！　桜さくら子こさんは？　桜さくら子こさんは大だい丈じょう夫ぶ？」

「病びょう院いんへ運はこばれたって……」

「えっ？　強ごう盗とうに襲おそわれたの?!」

「ち、ちがうよ。泥どろ棒ぼうに入はいられたショックで、具ぐ合あいが悪わるくなったんだ」

「……かわいそう……」

　麻ま由ゆ香かは、人ひと差さし指ゆびで目めのふちをこすって、ぐすんと鼻はなを鳴ならした。

「泥どろ棒ぼうが入はいるなんて、怖こわいよね。一人ひとり暮ぐらしだもん、すごくびっくりしたと思おもう」

「……やさしいね、麻ま由ゆ香か」

　いつも元げん気きな麻ま由ゆ香かの見みせる涙なみだに、陽詩ひなたはちょっとびっくりした。

「だって、わたし、歳としを取とったら桜さくら子こさんみたいなおばあちゃんになりたいんだもん。うちのおばあちゃんなんて、あんなにすてきじゃないよ！　単たんなる年とし寄より」

　おいおい、それはないだろ。麻ま由ゆ香かのおばあちゃんだって、孫まご思おもいの、いいおばあちゃんじゃないか！　せっかく、やさしいって感かん心しんしたのに……。

　麻ま由ゆ香かはもう一いち度ど目めをこすると、ぼそっと言いった。

「退たい院いんしたら、お見み舞まいに行いこうっと」

　やれやれと、陽詩ひなたは思おもう。まあ、心しん配ぱいしてるのは確たしかなんだな。

「犯はん人にんは捕つかまったのかな。ねえ陽詩ひなた、あそこにいるお巡まわりさんに、聞きいてみない？」

　麻ま由ゆ香かの言こと葉ばに、陽詩ひなたは目めをむいた。

「え！　そ、それはやめた方ほうが……。だって、あそこはまだ、現げん場ば検けん証しょうで忙いそがしいよ。ぼくたちがウロウロしてたら、きっと怒おこられちゃうよ」

「そうかなぁ……。でも、事じ件けんのこと気きにならない？」

「う、うん、そりゃそうだけど……。あ、そうだ！　交こう番ばんの岩いわ田たさんに聞きいてみれば？　現げん場ばに行いくより、じゃまにならないんじゃないかな。ほら、知しり合あいでしょ？」

　陽詩ひなたがほっとしたことには、麻ま由ゆ香かは右みぎ手てをにぎってガッツポーズをしたのだ。

「陽詩ひなた、頭あたまいい。そうしよう。岩いわ田たさんもお巡まわりさんだもん。情じょう報ほうを知しってるよね」

　ということで、ふたりはクリスを連つれ、駅えきとは反はん対たい方ほう向こうの交こう番ばんに向むかって走はしった。商しょう店てん街がいを抜ぬけると広ひろい道どう路ろに突つき当あたる。そこの信しん号ごうを渡わたるとすぐだ。




「岩いわ田たさーん！」

　麻ま由ゆ香かは交こう番ばんの前まえに立たっていたお巡まわりさんにかけよった。

　真しん剣けんなまなざしであたりに気きを配くばっていた岩いわ田たさんの表ひょう情じょうが、一いっ瞬しゅんで優やさしい笑え顔がおに変かわる。

「やあ、麻ま由ゆ香かちゃんと陽詩ひなたくん。きょうは早はやいね。ああ、日にち曜ようだったっけ」

「ねえねえ、けさの商しょう店てん街がいの宝ほう石せき屋やさんの事じ件けん！　犯はん人にん捕つかまった？」

　麻ま由ゆ香かが聞きくと、岩いわ田たさんはまた顔かおを引ひきしめた。

「午ご前ぜん中ちゅうは、交こう番ばんを閉しめて現げん場ばに応おう援えんに行いってたんだけど、午ご後ごから戻もどってきたんだ。まだ進しん展てんはないらしい。長ながびくかもしれないな……。近きん所じょの事じ件けんだから、きみたちも心しん配ぱいだね」

「そりゃ！　オーナーの桜さくら子こさんのことも、よく知しってるもん。友ともだちなんだ」

　岩いわ田たさんはうなずいた。

「そうか……。おととい、隣となり町まちでひったくりの被ひ害がいが出でたので、警けい戒かいしていたところだったんだ。その最さい中ちゅうにこういう事じ件けんが起おこるなんて、ぼくもくやしいよ」

　そう言いうと、岩いわ田たさんはしゃがみこんでクリスの頭あたまをなでた。

「クリス、今いまごろ現げん場ばでは、きみの仲なか間またちががんばっているかもしれないね。犬いぬのすばらしい嗅きゅう覚かくが、捜そう査さの助たすけになるんだ」

　クリスは「そうですとも」と言いうように、誇ほこらしげにしっぽをふった。岩いわ田たさんの言こと葉ばを聞きいた麻ま由ゆ香かは、くるりと陽詩ひなたを振ふり向むいて言いう。

「そうか！　陽詩ひなた、クリスを連つれて警けい察さつのお手て伝つだいをしに行いこうよ。クリスは賢かしこいから、きっと犯はん人にんを……」

「ダ、ダメだよ！」

　陽詩ひなたはあわてて片かた手てをふった。

「クリスはもう引いん退たいしたんだから」

　岩いわ田たさんも、麻ま由ゆ香かをなだめるように両りょう手てを上あげた。

「そうそう！　しかも、現げん役えきの警けい察さつ犬けんでも、専せん門もんの訓くん練れん士しがついていないと現げん場ばには入はいれないんだ。今いまは、他ほかの犬いぬや警けい察さつ官かんたちが全ぜん力りょくをつくしているはずだから……」

　だが、麻ま由ゆ香かは不ふ満まんそうにほっぺたをふくらませる。

「クリスが事じ件けんを解かい決けつしたらカッコいいのに……。桜さくら子こさんも、喜よろこんでくれると思おもうな」

「そ、そうじゃなくて……」

　陽詩ひなたはわかってくれない麻ま由ゆ香かに腹はらを立たて、クリスのリードを引ひいた。

「ぼ、ぼくは、散さん歩ぽの続つづきに……」

　そして岩いわ田たさんにぺこりと頭あたまを下さげると、歩あるき出だす。岩いわ田たさんは苦く笑しょうして言いった。

「陽詩ひなたくん、気きをつけて行いっておいで。麻ま由ゆ香かちゃん、現げん場ばには近ちか寄よっちゃダメだよ！」

　足あし早ばやに交こう番ばんを後あとにする陽詩ひなたを、麻ま由ゆ香かは小こ走ばしりで追おってきた。

「もう、陽詩ひなたも、岩いわ田たさんも、ダメダメって……」

「あ、あたりまえだろ！　これは、ほんとの事じ件けんなんだ。マンガでもドラマでもないんだぞ。小しょう学がく生せいが警けい察さつの捜そう査さに首くびをつっこむなんて」

　陽詩ひなたは前まえを見みて歩あるきながら、つっけんどんな言いい方かたをした。いつもおだやかな陽詩ひなたが怒おこったので、麻ま由ゆ香かもしゅんとしたらしい。ただ、だまってうしろをついてくる。
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　しばらく歩あるいて、陽詩ひなたは天てん祖そ神じん社じゃの鳥とり居いをくぐった。ここも散さん歩ぽコースのひとつだ。境けい内だいに入はいると、まわりに生おい茂しげった木き々ぎの枝えだに陽ひがさえぎられ、あたりが薄うす暗ぐらく感かんじる。

　まだ、麻ま由ゆ香かは何なにも言いわない。いつもはおしゃべりなのにと、陽詩ひなたはちょっと気きになってきた。参さん道どうの石いし畳だたみを歩あるきながら、クリスと顔かおを見みあわせる。

　次つぎの瞬しゅん間かん、クリスがいきなり立たちどまり、石いし畳だたみのわきの地じ面めんをじっと見みた。

「ん？」

　陽詩ひなたが目めをこらしてみると、小ちいさな黒くろいものが落おちていた。

「なんだろうね、クリス？」

　近ちかづいてしゃがみこむ。クリスも鼻はなを寄よせ、麻ま由ゆ香かも上うえからのぞいた。

「あ、イヤホンだ」

　ああ、そうだ。耳みみの穴あなに入いれて音おん楽がくを聞きいたり通つう話わしたりする、小ちいさなイヤホン……。

「こういうのって、けっこう高たかいらしいよ。いとこのお兄にいちゃんが、自じ慢まんしてたもん」

　手てを伸のばしてイヤホンを拾ひろいあげようとした麻ま由ゆ香かを、陽詩ひなたは思おもわず止とめた。

「ちょ、ちょっと待まって」

　陽詩ひなたはクリスをじっと見みた。

　今け朝さ、自じ転てん車しゃにぶつかりそうになったときのことを思おもい出だす。クリスは、ぼくを一いっ所しょ懸けん命めい助たすけようとしてくれた。ぼくはぼくで、クリスの飼かい主ぬしとしてがんばらなきゃという思おもいが、よりいっそう強つよくなった。今いまだったら、ぼくの考かんがえがちゃんとクリスに伝つたわるんじゃないかな？

　クリスも陽詩ひなたをじっと見みつめる。その目めがキラッと光ひかった。

　よしっ！

　陽詩ひなたは、お散さん歩ぽセットの入はいったショルダーバッグを開あけて、中なかからビニール袋ぶくろを取とりだした。その袋ふくろに右みぎ手てを突つっこんで、直ちょく接せつさわらないようにイヤホンを拾ひろう。それから、そっとクリスの鼻はな先さきに近ちかづけた。えーと、おじいちゃんはこう言いってたっけ。

「クリス、嗅かげ！」
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　クリスは、クンクンとイヤホンの匂においを嗅かぐ。麻ま由ゆ香かが顔かおを輝かがやかせて言いった。

「ひょっとして……、クリスに持もち主ぬしを捜さがしてもらうの？」

　陽詩ひなたは首くびをかしげながら返へん事じをした。

「う、うん……。うまくいくかどうかわからないけど、チャレンジしてみてもいいかなって。イヤホンは耳みみにつけるから、持もち主ぬしの匂においが強つよく残のこってるはず。おじいちゃんが訓くん練れんしているのを見みてて、何なんとなくやり方かたはわかるんだ。宝ほう石せき泥どろ棒ぼうを捕つかまえるわけにはいかないけど……」

「やってみようよ！　きっと捜さがせるよ！　わー、ワクワクする!!」

　陽詩ひなたは、はしゃいだ声こえを上あげる麻ま由ゆ香かを制せいした。

「しっ、静しずかに。クリスが真しん剣けんに匂においを嗅かいでいるんだから」

　麻ま由ゆ香かはピタッと口くちを閉とじ、じっとクリスを見み守まもった。クリスはしばらく匂においを嗅かいだあと、陽詩ひなたを見みた。命めい令れいを待まっているようだ。

　陽詩ひなたは、イヤホンをビニール袋ぶくろにしまうと、立たち上あがった。次つぎの合あい図ずの言こと葉ばは……。

「よし、捜さがせ！」

　クリスは鼻はなを地じ面めん近ちかくに寄よせて、迷まよわず歩あるき出だした。参さん道どうをまっすぐ本ほん殿でんの方ほうへ進すすむ。左さ右ゆうの狛こま犬いぬのあいだを通とおり抜ぬけ、二段だんある石いし段だんを上のぼって、本ほん殿でんの正しょう面めんへ。

「す、すごい。ほんとに匂においがわかるんだね。きっと持もち主ぬしは、お参まいりに来きたんだよ」

　麻ま由ゆ香かが感かん心しんして、陽詩ひなたに小こ声ごえでささやいた。

　クリスはしばらく賽さい銭せん箱ばこのあたりを嗅かぎまわっていたが、ふと鼻はなを上あげて、本ほん殿でんの横よこへ回まわろうとした。陽詩ひなたはあわててリードを引ひいた。

「ま、待まって、クリス。そっちはダメだよ……」

　ハチのような虫むしが数すう匹ひき、本ほん殿でんの屋や根ねにかかった枝えだのあいだを飛とび回まわっているのだ。ここでパニックを起おこしたら大たい変へん。

　するとクリスは、またイヤホンを拾ひろった場ば所しょまでもどった。そして今こん度どは鳥とり居いへと向むかう。

「お参まいりしてから、家いえに帰かえったのかな？」

　麻ま由ゆ香かの言こと葉ばに、陽詩ひなたもそうかもしれないと思おもった。クリスには、ちゃんと持もち主ぬしの足あし取どりがわかっているらしい。思おもわず、リードを握にぎる手てに力ちからが入はいった。

　クリスは鳥とり居いをくぐると、迷まよわず左ひだりへ折おれた。

「交こう番ばんの方ほうへ行いくね」

　麻ま由ゆ香かがつぶやく。クリスは交こう番ばんの手て前まえの歩ほ道どうで、風かぜの中なかの匂においを確たしかめるようなしぐさをすると、横おう断だん歩ほ道どうの信しん号ごうの前まえですわった。

「すごい、赤あか信しん号ごうがわかるんだ」

　麻ま由ゆ香かは目めを丸まるくした。陽詩ひなたも感かん心しんした。クリスは匂においを追おう能のう力りょくもすごいが、ちゃんとまわりを見みて状じょう況きょう判はん断だんができるのがすごい！

　信しん号ごうが青あおに変かわって車くるまが止とまると、クリスはまた地じ面めんに鼻はなをつけるようにして歩あるきはじめた。

「商しょう店てん街がいの方ほうへ行いくね」

　麻ま由ゆ香かが言いう。その通とおり、クリスは商しょう店てん街がいへと入はいっていった。

　商しょう店てん街がいのはずれから、マロン動どう物ぶつ病びょう院いんの前まえを通とおりすぎ……。

「陽詩ひなた、もしかして……」

　そう、そこは宝ほう石せき泥どろ棒ぼうの現げん場ば、「ジュエリーＳＡサＫＵクＲＡラ」だった。クリスは、道みちに張はり渡わたしてある、黄き色いろの立たち入いり禁きん止しテープの前まえで立たちどまったのだ。宝ほう石せき店てんの前まえには、まだパトカーが一台だい停とまっている。

　あーあ、ここに来くることになっちゃったか……。陽詩ひなたはため息いきをついた。

　店みせの前まえには桜さくら子こさんの息むす子こさんがいて、警けい察さつ官かんと話はなしをしていた。となりには、背せの高たかいおしゃれな女じょ性せいが立たっている。目め鼻はな立だちがはっきりした美び人じんで、三十代だい半なかばくらいに見みえる。

「わたしの勤つとめ先さきの社しゃ長ちょうです」

と、おじさんが警けい察さつ官かんに紹しょう介かいしているのが聞きこえた。

　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かが様よう子すを見みていると、制せい服ふく警けい官かんが声こえをかけてきた。

「きみたち、ここからは立たち入いり禁きん止しだからね。下さがって、下さがって」

「はい、でも……」

　麻ま由ゆ香かが警けい官かんに説せつ明めいしようとしたが、陽詩ひなたはその腕うでを引ひいてささやいた。

「い、いいよ、麻ま由ゆ香か。この先さきに行いっても匂においは残のこってないかもしれない。こんなに人ひとやパトカーがいるんだから、無む理りだ」

「でもでも……」

　陽詩ひなたはもう一いち度ど、麻ま由ゆ香かの腕うでを強つよく引ひっぱってささやいた。

「ね、もうあきらめよう。イヤホンは、岩いわ田たさんにあずけようよ。もともと落おとし物ものは、交こう番ばんに届とどけなきゃいけないんだから……」

　そうか……と、麻ま由ゆ香かもあきらめ、交こう番ばんの方ほうへ引ひき返かえそうとしたときだった。クリスがまた地じ面めんに鼻はなを近ちかづけ、リードをグイグイ引ひっぱって歩あるきはじめたのだ。

「クリスも交こう番ばんへ行いこうって？」

　麻ま由ゆ香かが聞きく。でも陽詩ひなたには、クリスが何なにか別べつの道みちを見みつけようとしている気きがした。リードから、クリスの強つよい意い志しを感かんじたからだ。

　またまたマロン動どう物ぶつ病びょう院いんの前まえを通とおり、商しょう店てん街がいをぬける。

　信しん号ごうを渡わたって、神じん社じゃの方ほうへ行いくかと思おもいきや、クリスは反はん対たい方ほう向こうへ進すすんだ。やっぱり、クリスは別べつのルートを知しっていたんだ。イヤホンの持もち主ぬしは、あちこち歩あるいたのかもしれない。

　交こう番ばんでは、岩いわ田たさんが奥おくの机つくえでパソコンをのぞきこんでいる。その前まえを通とおりすぎて、しばらく行いくと、クリスは右みぎの細ほそい道みちへと曲まがった。あたりは静しずかな住じゅう宅たく街がい。そこをまっすぐに歩あるくと、左ひだり側がわのブロック塀べいの切きれ目めで立たちどまった。古ふるい、二階かい建だてのアパートの入いり口ぐちだ。

「ここ、あのパンクな貴たか樹きのアパートじゃない！」

　麻ま由ゆ香かが叫さけんだ。陽詩ひなたもその派は手でな姿すがたを思おもい浮うかべる。

「でもさ、麻ま由ゆ香か。呼よび捨すてにしない方ほうがいいよ。お兄にいさんだもん」

「だってー。大だい学がく生せいだけど、なんか子こどもっぽいんだもん。つい『貴たか樹き』って呼よびたくなっちゃう」

　クリスはアパートの敷しき地ちへ入はいり、一階かいの右みぎの部へ屋やのドアの前まえまで来くると、ぴたっとすわった。そして一ひと声こえ、ワンと吠ほえる。

「すっごい偶ぐう然ぜん！　やっぱり、貴たか樹きの……」

　麻ま由ゆ香かが言いいかけたときだ。中なかから大おおきな声こえが聞きこえてきたので、陽詩ひなたは思おもわずクリスのリードを引ひいて後うしろに下さがった。と同どう時じに、バタンと乱らん暴ぼうにドアが開ひらく。

「もう知しらない！　わたしのことなんかどうでもいいんだよね、あんたは！」

　怒ど鳴なり声ごえとともに飛とび出だしてきたのは、若わかい女おんなの人ひとだ。ショッキングピンクのパーカーを着きて、貴たか樹きと同おなじような、穴あなあきのジーンズをはいていた。クルクルと外そとにはねた茶ちゃ髪ぱつの一ひと筋すじを、カラフルなゴムで結むすんでいる。

「あ……！」

　彼かの女じょは、目めの前まえの陽詩ひなたたちを見みて、驚おどろいて立たちどまった。

「だれ？」

「凛りん花か、待まてったら！　どうでもいいなんて、思おもってねーよ。ただ、おれは……」

　あとから顔かおを出だした貴たか樹きも、やっぱり陽詩ひなたたちを見みて動うごきを止とめた。

「おおっ！　『クリスとその仲なか間またち』だ。クリスと陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かだよー。おれの友ともだち！」

　貴たか樹きはうれしそうに飛とび出だしてくると、クリスにだきついてほっぺたを寄よせた。クリスはちょっと迷めい惑わくそうな顔かおをしたが、されるがまま、おとなしくしている。

「友ともだち？　犬いぬと小しょう学がく生せいが？　まあ、あんたにはちょうどお似に合あいかも……」

　凛りん花かの言こと葉ばにちょっとむっとした陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かだったが、凛りん花かはかまわず話はなしかけてきた。

「ねえ、聞きいてよ！　貴たか樹きったらおかしいんだよ。ふつう、バッグをひったくられたら、警けい察さつに届とどけない？」

「ひったくられた？」

　思おもわぬ展てん開かいに、麻ま由ゆ香かはぽかんと口くちを開あける。

　ついさっきどこかで聞きいたなと、陽詩ひなたは思おもった。そうだ、岩いわ田たさんが、おとといひったくりがあって警けい戒かい中ちゅうだと言いってたっけ。凛りん花かはうなずいて続つづける。

「そう。午ご前ぜん中ちゅうに、駅えき前まえでひったくられたって言いうの。それ絶ぜっ対たい、警けい察さつ行いくよね？」

「いいんだって！」

　貴たか樹きはクリスをなでながら、やけくそな調ちょう子しで言いった。

「大たいしたもの入はいってなかったんだから。スマホも財さい布ふもポケットだったし」

　凛りん花かは黙だまっていない。貴たか樹きのツンツン頭あたまを平ひら手てでペシンとたたいて叫さけぶ。

「いいわけないっしょ！　あのショルダーは、わたしからの誕たん生じょう日びプレゼントだよ！　先せん月げつ、おそろいで買かってあげたんじゃん」

　そう言いって凛りん花かが見みせたのは、肩かたから下さげた黒くろい布ぬの製せいのバッグだ。金きん色いろのファスナーの引ひき手てに、星ほしの形かたちのチャームが下さがっている。

「大だい事じな物ものを取とられて、警けい察さつにも届とどけないなんてありえない。それとも、わたしからのプレゼントなんて、ちっとも大だい事じじゃないって言いうの？　そうか、そうなんだよね？」

「だから、ちがうって言いってんだろ！　凛りん花かは大だい事じだし、バッグも大だい事じだけど、それで警けい察さつに行いくほど大おおごとじゃねーって。警けい察さつだって、忙いそがしいんだよ」

　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは、目めを白しろ黒くろさせて、ふたりのケンカを見みているばかり。
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「もういい、帰かえる！　どうせ、わたしの誕たん生じょう日びも忘わすれてるよね。来らい週しゅうなのに！」

　凛りん花かはそう言いってプイッと顔かおをそむけ、ブロック塀べいの外そとへと走はしり去さってしまった。

　凛りん花かの姿すがたが消きえると、貴たか樹きは大おおきなため息いきをつき、ぶつぶつとクリスに言いった。

「忘わすれちゃいねーけどさ、そりゃプレゼントしたいけどさ、そのためには金かねがいるんだよなあ……。な、クリス？」

　クリスは困こまったように首くびをかしげる。麻ま由ゆ香かがおずおずと言いった。

「ねえ、やっぱ、警けい察さつに行いった方ほうがいいんじゃない？」

　貴たか樹きは立たち上あがると、無む言ごんで空そらを見み上あげた。陽詩ひなたもためらいがちにすすめてみた。

「ぼ、ぼくも、そう思おもう……」

「そうしなよ。さっき交こう番ばんで聞きいたんだけど、最さい近きん、隣となり町まちでもひったくりがあったって！」

　貴たか樹きはちょっと驚おどろいたように、麻ま由ゆ香かを見み直なおした。

「交こう番ばん？」

「うん。お巡まわりさんと友ともだちなんだ」

　へえ……と、貴たか樹きは目めを丸まるくする。

「すごいんだな。警けい察さつと友ともだちなんて」

　すると、麻ま由ゆ香かがいきなり大おお声ごえを上あげた。

「そうだ、陽詩ひなた！　わたしたち、何なにしにここへ来きたかっていうと……」

　あ、忘わすれてた。陽詩ひなたはバッグの中なかからビニール袋ぶくろを取とりだした。

「……これ、……」

　ビニール袋ぶくろの中なか身みを見みたとたん、貴たか樹きは顔かお色いろを変かえてそれに飛とびついた。

「えっ？　ど、どこで？　どこで拾ひろったの？　これ、おれのだよ！」

　やっぱり……。陽詩ひなたは、ビニール袋ぶくろを貴たか樹きに手て渡わたした。麻ま由ゆ香かが得とく意いげに説せつ明めいする。

「そこの天てん祖そ神じん社じゃに落おちてたんだよ。クリスが匂においを追おいかけて、ここまで来きたんだから」

「神じん社じゃか……」

　貴たか樹きはちょっと視し線せんを泳およがせてから、ハッとしたように聞きいた。

「え？　なんだって？　クリスが匂においを追おいかけた？」

「クリスは、元もと警けい察さつ犬けんなんだよ。何なんでもわかっちゃうんだから」

　麻ま由ゆ香かは両りょう手てを腰こしに当あてて、あごを突つき出だして見みせる。貴たか樹きの口くちが、あんぐりと開ひらいた。

「け、警けい察さつ犬けん……？」

「そう。すごいでしょ」

　貴たか樹きは、手てにしたビニール袋ぶくろをカサカサともみながらつぶやいた。

「し、知しらなかったよ、クリスがそんな……」

　そして陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かを代かわるがわる見みながら、早はや口くちで言いった。

「このイヤホン買かって、家や賃ちんはらったら、金かねがなくなっちゃって……。その上うえ、片かた方ほうなくしちゃうなんて、最さい悪あくって思おもってたとこ。ありがと、助たすかった」

　ペコッと頭あたまを下さげてから、言いいわけするように続つづける。

「これから、バイトに行いかなきゃならないんで、お礼れいはまた……」

「いいよ、お礼れいなんて。お金かねないって、自じ分ぶんで言いってるじゃん。ね、陽詩ひなた？」

　陽詩ひなたがうなずくと、貴たか樹きは情なさけない笑えみを浮うかべた。

「じゃ、クリスにジャーキー買かってやるな。そのうち、バイト代だいがまとまって入はいるはずだから」

　貴たか樹きはちょっと手てを振ふっていきなりバタンとドアを閉しめ、陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かはアパートの前まえに取とり残のこされてしまった。

「なんか、変へん」

　麻ま由ゆ香かが口くちをとがらせる。

「はっきりしないね、貴たか樹きったら」

　陽詩ひなたはクリスと顔かおを見みあわせ、考かんがえ考かんがえつぶやいた。

「午ご前ぜん中ちゅう、駅えき前まえでひったくられたって言いってたよね……。近ちかくで宝ほう石せき泥どろ棒ぼうがあったから、駅えき前まえは朝あさからパトカーや警けい察さつ官かんでいっぱいだったはず。そんな中なかで、ひったくり事じ件けんが起おこるかな。それに、そんなことがあったのに、まっすぐうちに帰かえらないで、神じん社じゃに寄より道みちするなんて……」

　麻ま由ゆ香かはフンと鼻はなを鳴ならした。

「バッグが返かえってきますようにって、神かみさまにお願ねがいしたんじゃない？」

　陽詩ひなたは、そうかなと首くびをひねってから、クリスの赤あかいリードを引ひいた。

「さ、帰かえろう、クリス。きょうはお手て柄がらだったよね。ほんとにすごかったよ」

　麻ま由ゆ香かはパンと両りょう手てを合あわせると、かがみこんでクリスの頭あたまをなでた。

「そうだった！　ほんとにあんたは賢かしこいよねー。クリス、最さい高こう！」

　クリスは晴はれやかな表ひょう情じょうで、ワンと吠ほえた。
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　次つぎの日ひの学がっ校こう帰がえり、陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは商しょう店てん街がいにさしかかった。

「ジュエリーＳＡサＫＵクＲＡラ」の前まえは、立たち入いり禁きん止しのテープも外はずされ、自じ由ゆうに行いき来きできるようになっている。でも、店みせそのものにはシャッターが下おろされ、

「都つ合ごうにより　しばらくお休やすみいたします」

と印いん刷さつされた白しろい紙かみがはってあった。

「シャッターが下おりてると、さみしいよね……」

　麻ま由ゆ香かがまゆを寄よせて言いう。陽詩ひなたもうなずいた。

「そうだね……」

「桜さくら子こさんはどうしてるかな……」

「ショックは受うけたけど、体からだは大だい丈じょう夫ぶそうだって。ゆうべおじさんがうちに来きて、様よう子すを知しらせてくれたんだ。明日あした、退たい院いんできるらしいよ」

「ああ、よかった！」

　麻ま由ゆ香かは、両りょう手てを胸むねの前まえで組くみ合あわせて叫さけんだ。

「早はやくお店みせが開あけられるといいね」

　むじゃきに喜よろこんでいる麻ま由ゆ香かを見みて、陽詩ひなたはひとつため息いきをつく。麻ま由ゆ香かはむっとした。

「陽詩ひなたったら、桜さくら子こさんが退たい院いんするっていうのに、うれしくないの？」

「うーん、単たん純じゅんに喜よろこべない、おとなの事じ情じょうっていうものがあるんだよ」

　陽詩ひなたは首くびをふりながら言いった。ゆうべのおじさんの深しん刻こくな声こえが耳みみに残のこっていたからだ。

「ジュエリーＳＡサＫＵクＲＡラ」の再さい開かいは難むずかしいだろう。被ひ害がいも大おおきかったし、壊こわされた窓まどやショーケースの修しゅう理りはもちろん、ジュエリーの仕し入いれから始はじめなければならない。第だい一いち、今こん後ごも桜さくら子こさんひとりにお店みせをまかせて、大だい丈じょう夫ぶだろうか。

　やっぱり、大たい変へんなことだったんだ……。離はなれて聞きいていた陽詩ひなたも、つらい気き持もちになった。

　涼すず音ねと裕ゆう介すけも、なぐさめる言こと葉ばが見みつからなかったようだ。ラッテのことは心しん配ぱいしないで、退たい院いんしたらまた顔かおを見みせてって伝つたえて……。そう言いうのがやっとだった。

　陽詩ひなたの訳わけ知しり顔がおに、麻ま由ゆ香かはむっとしたようだ。

「ひどーい！　わたしが単たん純じゅんだって言いいたいの？　陽詩ひなたったら、えらそう」

　麻ま由ゆ香かはプイッとそっぽを向むくと、ツインテールを勢いきおいよくゆらして走はしり出だす。

　うーん、麻ま由ゆ香かは話はなしを聞きいてないもんな……。

　陽詩ひなたが頭あたまをかきながら、麻ま由ゆ香かの後あとを追おおうとしたときだ。走はしっていた麻ま由ゆ香かは、「マロン動どう物ぶつ病びょう院いん」から出でてきた人ひとと、危あやうくぶつかりそうになった。

「あっ、ごめんなさい！」

　麻ま由ゆ香かが頭あたまを下さげた相あい手ては……。

「おじいちゃん！」

　俊しゅん哉やだった。陽詩ひなたが急いそいでかけよると、俊しゅん哉やは麻ま由ゆ香かと陽詩ひなたの肩かたをだいて笑わらった。

「元げん気きがよくて、なにより。でも、道みちには年とし寄よりも歩あるいていることを、忘わすれないでくれよ」

　陽詩ひなたは思おもわず反はん論ろんした。

「おじいちゃんは年とし寄よりなんかじゃないよ」

「ん？　もともとおじいちゃんって言こと葉ばは、年とし寄よりのことを指さしてるんじゃないのか？」

　わざと顔かおをしかめる俊しゅん哉やに、陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは大おお笑わらいした。

「じゃ、これは？　『おじいちゃんは年とし寄よりだけど、若わか々わかしい！』」

　麻ま由ゆ香かが言いい直なおすと、俊しゅん哉やは苦く笑しょうする。

「ぜんぜんほめられてる気きがしないなぁ……。陽詩ひなた、クリスに会あいに来きたんだ。二階かいだって？」

「うん。今いまは動どう物ぶつ病びょう院いんが混こむ時じ間かんだから、クリスはお留る守す番ばんなんだ」

「裕ゆう介すけくんに聞きいたら、うまくやってるそうじゃないか。仲なか良よくなったんだね？」

「めっちゃ、仲なか良よしだよ。おじいちゃん、早はやく！」

　陽詩ひなたは俊しゅん哉やの手てを引ひっぱった。三人にんで階かい段だんを上あがり、カギを開あけて家いえに入はいる。

「クリス！」

　リビングのドアを開あけると、クリスが飛とんできた。俊しゅん哉やの顔かおを見み上あげて、ふさふさのしっぽを勢いきおいよく振ふり、元げん気きにワンワンと吠ほえる。

「よしよし、クリス。前まえよりずっと元げん気きそうだ。すっかりこの家いえになじんだらしいな」

　俊しゅん哉やがなでると、クリスはうれしそうに目めを細ほそめた。だが、俊しゅん哉やの服ふくをクンクンと嗅かいで、少すこし寂さびしそうにクーンと鳴ないたのだ。それを見みた陽詩ひなたは、またもや複ふく雑ざつな気き分ぶんになった。

「もしかして、おじいちゃんに会あって、前まえの飼かい主ぬしを思おもい出だしたのかな……？」

　俊しゅん哉やは陽詩ひなたの肩かたを、ポンとたたいた。

「陽詩ひなた、気きにするな。今いま現げん在ざい、クリスの一いち番ばん大だい事じな友ともだちは、陽詩ひなたなんだから」

「そうだよ、陽詩ひなた。ねえ、おじいちゃん、きのうのクリスの活かつ躍やく、見みせたかったな。すごかったんだよ！」

　麻ま由ゆ香かが、ランドセルを床ゆかに放ほうり出だしながら言いう。

「ほう、どんな活かつ躍やくをしたんだろうな？　ほら、おやつを食たべながら聞きかせてもらおうか」

　俊しゅん哉やはにこにこして、手てにしたケーキの箱はこをかかげた。麻ま由ゆ香かは思おもわず歓かん声せいを上あげる。

「やった、ケーキ！　いろいろ話はなしたいことがあるんだよね、陽詩ひなた？」

「そうそう、商しょう店てん街がいで大だい事じ件けんが起おこったし……。宝ほう石せき泥どろ棒ぼうの話はなし、お父とうさんに聞きいた？」

　三人にんは、キッチンのテーブルでジュースを飲のみ、俊しゅん哉やのおみやげのケーキを食たべた。

　その合あい間まに陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは、宝ほう石せき泥どろ棒ぼうのことや、クリスが落おとし物ものの持もち主ぬしを捜さがし出だしたことを、代かわるがわる話はなした。

　そして最さい後ご、麻ま由ゆ香かはフォークを振ふりまわしながら、こうしめくくったのだった。

「……でね、クリスは貴たか樹きのアパートの前まえで、『ワン』って吠ほえたんだよ。そしたら、本ほん当とうに貴たか樹きがイヤホンの持もち主ぬしだったの！」

　俊しゅん哉やはうんうんとうなずきながら、ていねいに聞きいてくれた。

「なるほど、その人ひとは駅えきから神じん社じゃに立たち寄より、そこでイヤホンを落おとして、家いえに帰かえったってわけだ。クリスはその匂においをちゃんと追おったんだね。大たいしたもんだ」

　陽詩ひなたも、興こう奮ふんぎみに付つけ加くわえる。

「クリスは、信しん号ごうもわかるんだ。ぼくが言いわなくても、ちゃんと青あおになるまで待まってたよ」

「そうか。クリスはいろいろな訓くん練れんをしてきたからね」

「ねえ、警けい察さつ犬けんをやめたなんて、もったいないよ。もう一いち度ど、復ふっ活かつできないの？」

　麻ま由ゆ香かが言いうと、おじいちゃんは首くびを横よこにふった。

「それは難むずかしいな。ひとつは、虫むしの問もん題だいがある」

「虫むしよけスプレー、使つかってみれば？　わたしも、夏なつ外そとで遊あそぶときには使つかうよ。犬いぬはだめなの？」

　麻ま由ゆ香かの問といに、陽詩ひなたが答こたえた。

「犬いぬ用ようの虫むしよけもあるから、この前まえお父とうさんに試ためしてもらったんだ。でも、クリスは嗅きゅう覚かくが鋭するどいから、嫌いやがるんだよね。くしゃみも出でちゃうし」

「じゃ、よけて歩あるけばいいじゃない。いまも陽詩ひなたは、上じょう手ずに虫むしをよけて散さん歩ぽしてるよね？」

　俊しゅん哉やは首くびをふった。

「いざ捜そう査さとなったとき、虫むしのいないところを選えらんで歩あるくわけにはいかないよ、麻ま由ゆ香かちゃん」

　そう説せつ明めいされても、麻ま由ゆ香かは不ふ服ふくそうだ。

　陽詩ひなたには理り解かいできた。初はじめての散さん歩ぽのとき、クリスが小ちいさなチョウチョでパニックを起おこした場ば面めんを見みていたからだ。ああなっちゃうと、捜そう査さの役やくには立たたないよな。

「それにもうひとつ。クリスは警けい察さつ犬けんデビューの捜そう査さで、大おおきな問もん題だいをかかえてしまったんだ」

「大おおきな問もん題だい？」

　陽詩ひなたは身みを乗のりだした。クリスが、なぜ元もとの飼かい主ぬしと別わかれなければならなかったのか、ずっと気きにかかっていた。そのことと関かん係けいあるのかな。

「クリスがかかわった捜そう査さは、初はじめに考かんがえていたより、ずっと難むずかしくて、大おおきな事じ件けんだったようだ。いまだに解かい決けつしていないし、犯はん人にんもわからない。捜そう査さの途と中ちゅうで、トレーナーの小こ林ばやしくんと離はなれざるを得えなくなってしまったのも、不ふ幸こうなことだった」

　俊しゅん哉やは真しん剣けんな顔かおで、ふたりに語かたって聞きかせた。

「気きがかりなのは、もしかしたらクリスは、捜そう査さ員いんたちの知しらない何なにかを見みたのかもしれないということだ。もちろん、クリスは話はなせないし、こちらもそれを知しるすべはない。だが、犯はん人にんの方ほうでは、クリスをやっかいなじゃまものだと思おもっているかもしれない……」
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　陽詩ひなたはごくんとつばを飲のんだ。これは、ぼくが思おもっていたよりおそろしい話はなしなのかも。

「だから、クリスを警けい察さつ犬けんとして活かつ動どうさせるのは、やめることになったんだ。今いまのクリスにとっては、ふつうの柴しば犬いぬとして、ふつうの家か庭ていで飼かわれるのが一いち番ばんの幸しあわせなんだよ。わかってくれるかな？」

　麻ま由ゆ香かはくちびるをかんでうなずいた。陽詩ひなたは、気きになることをたずねようとした。

「ねえ、おじいちゃん。もしかして、クリスの飼かい主ぬしだった小こ林ばやしさんは……」

　陽詩ひなたは口くちをにごしてしまった。足あしもとで寝ねているクリスの耳みみは、ときどきピクッと動うごく。人にん間げんたちの話はなしがわかっているかのようだ。はっきり聞きかない方ほうがいいこともあるのかもしれない。

　俊しゅん哉やは目めを上あげて、リビングの窓まどの外そとを見みた。

「今いまは、行ゆく方えが分わからないとしか言いえない。無ぶ事じであることを祈いのっているんだが……」

　陽詩ひなたは、しばらく黙だまってケーキを食たべた。辛つらい経けい験けんをしたクリスと小こ林ばやしさんのことを思おもうと、大だい好すきなモンブランの甘あまみを感かんじられない。普ふ段だんはおしゃべりの麻ま由ゆ香かも、しばらくは静しずかにジュースを飲のんでいたが、たまらずぼそっとつぶやいた。

「その事じ件けんって、どんな……？」

「それは、捜そう査さ上じょうの秘ひ密みつで、一いっ般ぱんの人ひとには教おしえられない。……と言いっても、わたしも警けい察さつ官かんじゃないから、詳くわしいことは知しらないんだけどね。事じ件けんが解かい決けつして、小こ林ばやしくんが帰かえってくれば、いずれ話はなすことができるだろう」

「なんか、すごく大たい変へんなんだね。わたし、よく分わからないけど……」

　麻ま由ゆ香かは両りょう足あしを床ゆかから上あげて、ぶらぶらと動うごかした。

「いいんだよ。麻ま由ゆ香かちゃんと陽詩ひなたは、今いままで通どおりクリスと仲なか良よくしてくれれば……。むずかしく考かんがえることはない」

　俊しゅん哉やはそう言いうと、腰こしを上あげた。

「じゃあ、そろそろ帰かえるかな。うちの犬いぬたちが、散さん歩ぽを待まっているだろうから」
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　俊しゅん哉やが帰かえったあと、陽詩ひなたもクリスの散さん歩ぽに出でることにした。

　途と中ちゅうで麻ま由ゆ香かは家いえによってランドセルを置おき、また陽詩ひなたたちについてきた。

「さっきのおじいちゃんの話はなし、難むずかしかった。でも、ようするに、クリスは目め立だたないように、ふつうの犬いぬでいなさいってことだよね？　悪わるいヤツにねらわれるといけないから」

「そうだね……」

　陽詩ひなたは生なま返へん事じをした。陽詩ひなたは陽詩ひなたで、さっきの話はなしを何なん度ども頭あたまの中なかでくり返かえしていたからだ。

「でもさ、きのうクリスは、イヤホンの持もち主ぬしを捜さがしていたとき、すごくはりきってたよね？　なんか、うれしそうだった」

　麻ま由ゆ香かの言こと葉ばに、陽詩ひなたははっとした。そうだ、ぼくもそう思おもっていたんだ。

　きのうの朝あさ、何なん台だいものパトカーをみておびえていた陽詩ひなたを、励はげますように吠ほえたとき。

　イヤホンをひろって、匂においを嗅かぎ、その匂においを追おっていたとき。

　落おとし主ぬしをつきとめ、貴たか樹きのアパートの前まえにたどりついたとき……。

　クリスの目めは、生いき生いきと輝かがやいていた。自じ分ぶんの役やく割わりをはたすことを、とてもほこらしく、得とく意いに思おもっている様よう子すだった。しかも、あのすばらしい能のう力りょく！

「クリスって、ほんとにすごい犬いぬなんだよね。変へんな事じ件けんに巻まきこまれなければ、きっとりっぱに活かつ躍やくしてたと思おもうよ」

　陽詩ひなたの言こと葉ばに、クリスはそりゃもちろんと言いうように、頭あたまをピンと上あげてみせた。

「残ざん念ねんだよねー」

　麻ま由ゆ香かは足あしもとの小こ石いしをコーンとけると、陽詩ひなたに向むきなおった。

「ね、そろそろリード持もたせてくれない？」

　陽詩ひなたは立たち止どまって、ちょっと考かんがえた。そういえば、クリスが来きてからあと少すこしで二週しゅう間かんになる。麻ま由ゆ香かはほとんど毎まい日にちクリスの散さん歩ぽに付つき合あってるし、もう大だい丈じょう夫ぶかな……。

「じゃ……」

　陽詩ひなたは麻ま由ゆ香かに、赤あかいリードをさし出だした。

「わっ！　いいの？　ホントにいいの？」

　麻ま由ゆ香かは大おおきな声こえを上あげて、ピョンとはねた。クリスが驚おどろいて、一歩ぽ後うしろに下さがる。

「やっぱだめ。クリスをおどかすようなヤツに、リードはまかせられないから」

　陽詩ひなたは手てを引ひっこめて、また歩あるき出だそうとした。麻ま由ゆ香かは陽詩ひなたの腕うでを両りょう手てでつかまえて、必ひっ死しにささやいた。

「ご、ごめん、二に度どと大おお声ごえ出ださない。とびはねない。約やく束そくするから、リード持もたせて」

　しょうがないなぁ……。陽詩ひなたはしぶしぶリードを渡わたす。

「よし、がんばる」

　麻ま由ゆ香かは真しん剣けんな表ひょう情じょうで、リードを握にぎった。クリスは、ちらっと陽詩ひなたの顔かおを見みると、わかったというように、慣なれたようすで麻ま由ゆ香かの左ひだり側がわについた。さすがクリスと陽詩ひなたは感かん心しんする。

「い、いくよ、クリス」

　ぎくしゃくと麻ま由ゆ香かが歩あるき出だすと、クリスも同おなじペースで歩あるき出だす。どうも麻ま由ゆ香かは、体からだによけいな力ちからが入はいっているらしい。歩あるきはじめてすぐ、何なにかにつまずいてころびそうになった。

「あっ！」

　麻ま由ゆ香かと陽詩ひなたはあわてて声こえを上あげた。クリスも驚おどろいたようだが、落おち着ついて、麻ま由ゆ香かが体たい勢せいを立たて直なおすのをじっと待まっている。

　再ふたたび歩あるき出だそうとした麻ま由ゆ香かが、同おなじ側がわの手てと足あしを出だしたのを見みて、陽詩ひなたは思おもわず吹ふきだした。

「もっとふつうに歩あるきなよ。そんなに緊きん張ちょうしなくてもいいんだから」

　それでも麻ま由ゆ香かのほっぺたは、ぴくぴくと引ひきつっている。

「麻ま由ゆ香かったら！　もっと力ちからぬいて、リラックスして……」

　すると、クリスが急きゅうに立たちどまり、首くびを伸のばして麻ま由ゆ香かの手てをぺろっとなめた。麻ま由ゆ香かはハーッと息いきを吐はき出だすと、しゃがみこんでクリスをだきしめた。

「あー、ごめんクリス。わたし、上じょう手ずに散さん歩ぽできないよ……」

　クリスは、ぺろぺろと麻ま由ゆ香かのほっぺたをなめた。陽詩ひなたはまた笑わらって、麻ま由ゆ香かからリードを引ひきとった。

「お疲つかれ、麻ま由ゆ香か。またあしたにしようね。きっとすぐ慣なれるよ」

　麻ま由ゆ香かは立たち上あがって陽詩ひなたをまっすぐに見みると、首くびをふり、ツインテールをゆらした。

「陽詩ひなた……。自じ分ぶんでやってみると、犬いぬを飼かうことも、散さん歩ぽすることも、簡かん単たんなことじゃないんだね。たった二週しゅう間かんで、ここまでクリスと息いきがあうようになるなんて、陽詩ひなたはすごいよ！」

「そ、そんな大おおげさなもんじゃないよ……」

　陽詩ひなたはちょっと照てれた。クリスも、そう、ぼくたち息いきがあってるよねと言いいたげに、勢いきおいよくしっぽをふっている。陽詩ひなたはにっこりして、気き持もちを新あらたにリードを握にぎり直なおした。

「じゃ、散さん歩ぽの続つづき。どこへ行いく？」

「うーん、貴たか樹きのアパートの方ほうへ行いってみよう。あれからどうしたかな？　凛りん花かさんと仲なか直なおりしたかな？」




　ところが貴たか樹きは、とんでもないことになっていた。

　陽詩ひなたたちがアパートの前まえを通とおりかかると、貴たか樹きはドアを開あけ放はなしたままの自じ分ぶんの部へ屋やの前まえで、ぼうぜんと立たちつくしていたのだ。重おもそうなリュックを背せ負おったままなので、大だい学がくから帰かえってきたところだったのかもしれない。

「貴たか樹き、さん？」

　麻ま由ゆ香かが声こえをかけると、貴たか樹きはビクッとして、確かく実じつに十センチは飛とび上あがった。振ふり返かえった顔かおは、真まっ青さお。心こころなしか、いつも立たっている金きん髪ぱつもしおれて見みえた。

「……あ、クリス……」

　貴たか樹きはクリスを見みて、一いっ瞬しゅんほおをゆるめた。そこにいたのが「クリスとその仲なか間またち」だとわかって、力ちからが抜ぬけたようだ。がくっと体からだを折おって膝ひざに両りょう手てをつき、ハーッと息いきを吐はきだす。

「どうかしたの？」

　麻ま由ゆ香かが一歩ぽふみ出だすと、貴たか樹きはあわてて体からだを起おこし、両りょう手てをぶんぶんふった。

「ど、どうもしない、どうもしない。何なんでもないんだ……」

「何なんでもなさそうな顔かおじゃないよ。部へ屋やの中なかに何なにか……」

　麻ま由ゆ香かは図ずう々ずうしく、貴たか樹きの横よこからドアの中なかをひょいとのぞいた。すると……。

「わっ！」

　大おお声ごえを出だして飛とび下さがった麻ま由ゆ香かは、陽詩ひなたに向むかって叫さけんだ。

「ど、ど、泥どろ棒ぼう！　泥どろ棒ぼうだよっ！」

　え、泥どろ棒ぼう?!　固かたまりかけた陽詩ひなたの体からだが、前まえにひっぱられた。クリスがドアに向むかったのだ。

「お、おい、やめろ……」

　貴たか樹きは止とめようとしたが、その前まえに陽詩ひなたは、クリスといっしょに部へ屋やの中なかを見みてしまった。

　入はいってすぐのキッチンは、床ゆかにイスが倒たおれ、フライパンやお鍋なべが放ほうり出だされていた。マグカップが転ころがって、お皿さらの破は片へんも散ちっている。冷れい蔵ぞう庫このドアは開あけっ放ぱなしで、その下したにペットボトルや袋ふくろ入いりの食しょく品ひんが落おちていた。電でん子しレンジも床ゆかに落おちて、扉とびらが妙みょうな形かたちに曲まがっている。

　奥おくの部へ屋やでは、布ふ団とんや衣い服ふくが散さん乱らんし、おまけに押おし入いれの扉とびらが倒たおれて、テレビの上うえにもたれかかっていた。突つき当あたりの窓まどのカーテンが、引ひき裂さかれて無む残ざんにぶら下さがっているのも見みえる。

　でも一いち番ばん驚おどろいたのは、キッチンの小ちいさなテーブルの上うえに、包ほう丁ちょうが垂すい直ちょくに突つき刺ささっていたことだ！
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　陽詩ひなたはぞくっとして、思おもわず後あとずさりをした。麻ま由ゆ香かはとっくに、ブロック塀べいの外そとへ逃にげ、こわごわのぞいている。

「見みるな、やめろって」

　貴たか樹きが陽詩ひなたの腕うでをつかんで、引ひきもどした。

「だ、だって……」

　陽詩ひなたはドキドキしながら貴たか樹きを見みた。

「こんなに荒あらされて……、ぼ、ぼく、そこの交こう番ばんに……」

　貴たか樹きは陽詩ひなたの腕うでを強つよく引ひき、麻ま由ゆ香かのところまで引ひきずった。クリスもしかたなくついてくる。道みちへ出でると、貴たか樹きは陽詩ひなたの腕うでを離はなし、両りょう手てを広ひろげた。

「ほんとに、本ほん当とうに、何なんでもないんだ。大だい丈じょう夫ぶだから、ほっといてくれ。誰だれにも言いわないで。交こう番ばんなんて、とんでもない！　もう帰かえれって」

　そして、身みをひるがえして部へ屋やに飛とびこむと、バタンとドアを閉しめた。カチャリと音おとがしたところを見みると、カギも閉しめたらしい。

　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは、あっけにとられて顔かおを見みあわせた。

「い、今いまの……なに？」

　麻ま由ゆ香かがふるえ声ごえで言いう。陽詩ひなたも正しょう直じき、足あしがふるえている。

「す、すごい、荒あらされてたよね。包ほう丁ちょうが、包ほう丁ちょうが刺ささって……。麻ま由ゆ香かも見みた？」

　麻ま由ゆ香かはくちびるをかんで、うなずいた。

「交こう番ばんに……、岩いわ田たさんに言いったほうがいいんじゃ……？」

「で、でも、貴たか樹きさんはほっといてくれ、交こう番ばんなんて、とんでもないって……」

　そう言いいながら、陽詩ひなたは一いっ所しょ懸けん命めい考かんがえた。

　貴たか樹きさんは、きっとだれかに部へ屋やを荒あらされたんだ。なのに、それを隠かくしたいらしい。

　でも、その現げん場ばを見みてしまったぼくたちは、警けい察さつに届とどける義ぎ務むがあるんじゃないのかな。あんなの、りっぱな犯はん罪ざいだもん。

　それとも、貴たか樹きさんの友ともだちかだれかが、悪わるふざけであんなことをしただけ？　ぼくたちが警けい察さつに言いうなんて、よけいなおせっかいなの？

　それにしても、ひどすぎるよ。食しょっ器きや電でん子しレンジはこわれていたし、包ほう丁ちょうをテーブルに刺さすなんて、ふつうふざけてやることじゃない。麻ま由ゆ香かも、同おなじことを思おもったらしい。

「やっぱ、ちょっと、岩いわ田たさんに……」

　そう言いって歩あるき出だした。陽詩ひなたはあわててクリスのリードを引ひき、後あとを追おった。

「何なんて言いうの？　本ほん人にんがダメって言いってるのに……」

「わからないけど、黙だまっていちゃいけない気きがして……」

　それはそうだ。そうだけど……。

　麻ま由ゆ香かはずんずん歩あるいていく。しかたなくついていくと、交こう番ばんの前まえに岩いわ田たさんが立たっているのが見みえてきた。すると、急きゅうに麻ま由ゆ香かは止とまり、陽詩ひなたをふり向むいた。

「ひなたー、あんた話はなして。わたし、何なんて言いったらいいのかわからない……」

　だから、そう言いったじゃないか！　陽詩ひなたは困こまって、口くちをぎゅっと結むすんだ。

「お願ねがい、陽詩ひなた！」

　麻ま由ゆ香かは後うしろに回まわって、陽詩ひなたの背せ中なかを押おす。陽詩ひなたが抵てい抗こうしていると、岩いわ田たさんがこっちに気きづいてしまった。

「あ、麻ま由ゆ香かちゃん、陽詩ひなたくん！　クリス、元げん気きか？」

　あーあ、見みつかっちゃった……。それでも陽詩ひなたがひるんでいると、クリスがトコトコと岩いわ田たさんの方ほうへと歩あるき始はじめた。陽詩ひなたもひっぱられるようにして、岩いわ田たさんの前まえに立たった。

「あ、あのう……。こ、こんにちは……」

「こんにちは。どうしたの？　顔かお色いろが悪わるいよ？」

　岩いわ田たさんの優やさしい目めに見みつめられ、陽詩ひなたは何なん回かいか息いきをはいた。

「えーと、あのね……。た、例たとえばだけどね……」

「うん？」

　岩いわ田たさんは少すこし腰こしをかがめて、陽詩ひなたの顔かおをのぞきこむ。

「あ……」

　一いっ瞬しゅんつまったが、クリスがとなりで、ウォウと小ちいさな声こえを上あげた。陽詩ひなたはその声こえに励はげまされ、慎しん重ちょうに言こと葉ばを選えらびながら言いった。

「あ、ある人ひとの部へ屋やを偶ぐう然ぜんのぞいちゃったとするでしょ？　そしたら、そこがめちゃくちゃになっていて……。そういうのって、泥どろ棒ぼうが入はいったのかと思おもってびっくりするよね？」

　うなずきながら、じっと聞きいてくれる岩いわ田たさん。陽詩ひなたは一回かい息いきをついた。

「で、でもそこの人ひとが、大だい丈じょう夫ぶ、誰だれにも言いわないでくれって言いったら……。えーと、そういうときは、どうしたらいいのか……な？」

　岩いわ田たさんは体からだを起おこし、困こまったように帽ぼう子しに手てをやった。

「うーん、難むずかしいけどね。ぼくの経けい験けんでは、仕し事ごとで地ち域いきの人ひとの家いえを訪ほう問もんすると、散ちらかった部へ屋やに住すんでいる人ひとが、けっこういるんだよね。ほら、長なが年ねん住すんでいて、荷に物もつが多おおくなっちゃったとか、片かたづけが苦にが手てだとかって。そういうのとは違ちがうのかな？」

　たぶん、違ちがう……。陽詩ひなたの目めに、テーブルに刺ささった包ほう丁ちょうが浮うかぶ。

　陽詩ひなたが次つぎにどう言いおうかと迷まよっているうちに、岩いわ田たさんがにこっと笑わらった。

「陽詩ひなたくんは優やさしいから、その人ひとのことを心しん配ぱいしてるんだね。でも要ようは、本ほん人にんがどう思おもっているかじゃないかな。困こまったな、誰だれか助たすけてくれないかなと思おもっているのか、それとも、何なんでもないから放ほうっておいてくれと思おもっているのか」

　うっ。陽詩ひなたは言こと葉ばを飲のみこんだ。貴たか樹きはその通とおりのことを言いったのだ。

「ほんとに、本ほん当とうに、何なんでもないんだ。大だい丈じょう夫ぶだから、ほっといてくれ」

　と……。麻ま由ゆ香かもそれを思おもい出だしたらしく、妙みょうな具ぐ合あいに顔かおをしかめている。

　でも、もしかして、誰だれか助たすけてくれないかなと思おもいながらも、ほっといてくれと言いってしまうことだってあるかもしれない。陽詩ひなたはそう思おもったが、確かく信しんがないので口くちが開ひらけなかった。

「少すこし様よう子すを見みてみたらどうかな。本ほん当とうに困こまっているんだったら、きっと本ほん人にんが動うごくから」

　岩いわ田たさんはそう言いってから、一いっ瞬しゅん空そらに視し線せんを上あげて、また陽詩ひなたの顔かおを見みなおした。

「うーんと、ちょっと待まって。その人ひとは子こども？　おとな？」

　陽詩ひなたは麻ま由ゆ香かと顔かおを見みあわせた。麻ま由ゆ香かはためらいながら答こたえた。

「たぶん……、おとな？」

「そうか、若わかい人ひとなんだね？」

　岩いわ田たさんは察さっしがいい。

「でも、おとなだったら、大だい丈じょう夫ぶ。自じ分ぶんで判はん断だんできると思おもうよ。もし子こどもなら、こっちから手てを差さし伸のべてあげなきゃならないけど……」

　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは、ちょっとほっとした気き分ぶんになった。そうか、貴たか樹きさんだって大だい学がく生せいだもん、おとなだよね。自じ分ぶんのことは、自じ分ぶんでできる……はず。小しょう学がく生せいが心しん配ぱいすることじゃないんだ。

「ありがとう、岩いわ田たさん。……じゃ、もう少すこし散さん歩ぽしてくる」

　陽詩ひなたがそう言いってほおをゆるめると、岩いわ田たさんは両りょう手てで陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かの肩かたをポンとたたいた。

「よかった。ふたりとも暗くらい顔かおをしていたから、ちょっぴり心しん配ぱいしたよ。クリス、行いっておいで。陽詩ひなたくんと麻ま由ゆ香かちゃんをよろしく頼たのむ。おまえは賢かしこいからね。……あ、ごめん、電でん話わだ」

　岩いわ田たさんは胸むねのポケットからスマホを取とりだした。どこからか、連れん絡らくが入はいったようだ。陽詩ひなたたちにまたねと片かた手てを上あげてから、交こう番ばんに入はいっていった。

　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは気きが楽らくになって、クリスを連つれて天てん祖そ神じん社じゃの方ほうへぶらぶらと歩あるき出だした。

「岩いわ田たさんはいい人ひとだよね。子こどもの言いうことでも、真しん剣けんに聞きいてくれるもん」

　麻ま由ゆ香かが感かん心しんしたように言いう。陽詩ひなたも同どう意いした。

「だよね。クリスにもちゃんと声こえをかけてくれて」

「犬いぬ、大だい好すきだもんね。クリスは賢かしこいって……」

　いきなり麻ま由ゆ香かは足あしを止とめた。何なにかを思おもいついたようだ。

「ねえ、クリスは賢かしこいんだよ！　だからさ」

　だからなに？　陽詩ひなたは悪わるい予よ感かんがした。心しん配ぱいをよそに、麻ま由ゆ香かは自じ分ぶんの思おもいつきに夢む中ちゅうになって、とびはねている。

「貴たか樹きの部へ屋やを荒あらした犯はん人にんを、クリスに見みつけてもらおうよ。貴たか樹きがほっといてくれって言いうなら、本ほん人にんはほっといて、こっちはこっちで事じ件けんを解かい決けつしよう！」

「ちょ、ちょっと待まって。おじいちゃんが……」

　陽詩ひなたはうろたえた。おじいちゃんに、クリスはふつうの柴しば犬いぬとして生せい活かつさせるのが幸しあわせなんだって、言いわれたばっかりじゃないか。ついさっきのことだぞ！

「わかってる。でも、クリスは匂においを追つい跡せきしてるとき、ほんとに生いき生いきしてたよね。ときどきは力ちからを発はっ揮きする場ば所しょを作つくってやらなきゃ。のんびりしてるだけじゃ、人じん生せい楽たのしくないよ」

　人じん生せいじゃなくて、犬けん生せいだし！　陽詩ひなたは胸むねの中なかで麻ま由ゆ香かに突つっこんでから、反はん論ろんした。

「でも、犯はん人にんを見みつけるなんて……」

「もともと、見みつかるかどうかなんてわからないでしょ？　それに、犯はん人にんはたぶんおとなだろうから、わたしたちじゃ手てに負おえないのは、まちがいなし。もし何なにかわかったとしても、あとは岩いわ田たさんにお願ねがいすればいいじゃん」

　陽詩ひなたがそれでもダメだと止とめようとしたとき、

「ワン！」

と、クリスが鳴ないたのだ。まるで、ふたりの話はなしが全ぜん部ぶわかっていて、それに対たいする自じ分ぶんの意い見けんを言いったかのようなタイミングだった。

「ほーら、クリスだって、賛さん成せいしてる」

　麻ま由ゆ香かは得とく意いげな顔かおをして、「ねー」とクリスに向むかって首くびをかたむける。

　陽詩ひなたも目めを向むけると、クリスはしっぽをふってもう一いち度ど元げん気きよくワンと吠ほえた。「ぼくら相あい棒ぼうだよね、いっしょに事じ件けんを解かい決けつしよう」と言いっているようだ。陽詩ひなたは決けっ心しんした。

「わかったよ、クリス。やってみよう……。でも麻ま由ゆ香か、貴たか樹きさんには絶ぜっ対たいないしょだよ。ばれそうになったら、すぐにやめるからね。それに、なにか犯はん人にんの手てがかりが見みつかっても、ぼくたちは何なにもしないで、岩いわ田たさんに知しらせる。それでいい？」

　麻ま由ゆ香かがＯオーＫケーしたので、ふたりは引ひきかえすことにした。交こう番ばんの前まえを通とおらなければならなかったが、岩いわ田たさんはまだ中なかで電でん話わをしていた。

　細ほそい道みちに入はいってからは、ゆっくり、足あし音おとをたてないようにアパートに近ちかづく。まず麻ま由ゆ香かが、ブロック塀べいの陰かげからのぞいた。

　振ふり返かえった麻ま由ゆ香かの口くちが「大だい丈じょう夫ぶ」と動うごいたので、陽詩ひなたはクリスを連つれてそっとアパートの敷しき地ちへ足あしを踏ふみ入いれた。

　先さきに入はいっていた麻ま由ゆ香かが、得とく意い気げに貴たか樹きの部へ屋やのドアに耳みみをつけている。しばらく中なかの様よう子すに聞きき耳みみを立たててから、陽詩ひなたのところへ戻もどってきてささやいた。

「部へ屋やの片かたづけをしてるみたい」

　陽詩ひなたはうなずいた。実じつは、離はなれていてもカチャカチャ、バタン、ゴトゴトという音おとが聞きこえていた。貴たか樹きは一いっ所しょ懸けん命めい、荒あらされたものを片かた付づけているのだ。

　よし、少すこしの間あいだは大だい丈じょう夫ぶかもしれない。陽詩ひなたはどきどきしながら、ドアの前まえのコンクリートのポーチにかがみこんだ。クリスはクンクンと匂においを嗅かぎ始はじめる。

　形かたちははっきりしないが、白しろっぽい足あし跡あとがいくつもあるのがわかる。外そとの道どう路ろとポーチの間あいだ、三メートルほどが土つちなので、そこで靴くつ底ぞこについた土つちがポーチで乾かわいたのだろう。

　でも、貴たか樹きのものはもちろん、陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かの足あし跡あともまじっているはずだ。「これこそが犯はん人にんの足あし跡あとだ」という決きめ手てはない。

　あまりゆっくりはしていられない。もしかしたら、貴たか樹きが出でてくるかもしれないのだ。

　胸むねのどきどきが大おおきくなり、どうしようと途と方ほうに暮くれかかったとき、陽詩ひなたはドアの右みぎにある台だい所どころの小ちいさな窓まどの下したに、大おおきな足あし跡あとがあるのに気きづいた。

　両りょう足あしの跡あとだが、不ふ思し議ぎなのは、道どう路ろの方ほうにつま先さきを向むけて、ハの字じに開ひらいていることだ。この足あし跡あとの主ぬしは、アパートの壁かべに背せ中なかを向むけて立たっていたことになる。ふつうは、こんなところにこんな向むきで立たつ用よう事じはないはず。っていうことは……。

「犯はん人にんは、ひとりじゃなかったのかも」

　陽詩ひなたはつぶやいた。ひとりがここで外そとを見み張はり、中なかに入はいった別べつの犯はん人にんが、部へ屋やの中なかを荒あらしたのかもしれない。クリスを見みると、いい考かんがえだねと言いうように目めが光ひかっている。

　陽詩ひなたは足あし跡あとに人ひと差さし指ゆびを近ちかづけ、小ちいさな声こえでクリスに命めい令れいした。

「嗅かげ」

　クリスは足あし跡あとをクンクンと嗅かいだ。熱ねっ心しんにしばらく嗅かいだあと、陽詩ひなたを見み上あげる。

「よし、捜さがせ」

　クリスは地じ面めんに鼻はなを寄よせて歩あるき出だし、道どう路ろに出でた。ほおを赤あかく染そめた麻ま由ゆ香かがついてくる。

「すごいね、クリス。犯はん人にんの行ゆく方えがわかったの？」

　クリスは迷まようことなく、道みちを左ひだりへと歩あるいていった。交こう番ばんとは反はん対たいの方ほう向こうだ。

　陽詩ひなたは、さっきとは違ちがうどきどきを感かんじながらリードを握にぎっていた。麻ま由ゆ香かをちらっと見みると、耳みみまで赤あかくなっている。麻ま由ゆ香かも興こう奮ふんしているらしい。

　道みちをまっすぐ行いくと、小ちいさな十じゅう字じ路ろに出でて、そこを左ひだりに折おれる。少すこし広ひろい道どう路ろが見みえてきた。車くるまも通とおれる道みち幅はばの道どう路ろだ。

　クリスはその通とおりに出でると、また左ひだりに曲まがり、そこで足あしを止とめた。しばらくあたりの地じ面めんを嗅かぎまわったあと、ぱたっとすわりこんで陽詩ひなたの顔かおを見み上あげた。

「クーン……」

と悲かなしそうな声こえを上あげる。目めの上うえの白しろい丸まるまゆをキュッと寄よせて、表ひょう情じょうまで悲かなしそうだ。
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「クリス、どうしたの？　匂においがわからなくなっちゃった？」

　麻ま由ゆ香かがかがみこんで聞きく。陽詩ひなたには、想そう像ぞうがついた。部へ屋やを荒あらしたあと、ここまでやってきた犯はん人にんたちは……。

「匂においがわからなくなったんじゃなくて、途と切ぎれたんだと思おもう。たぶん犯はん人にんは、ここで車くるまに乗のったんじゃないかな」

　陽詩ひなたは道みちの先さきを見みた。

　結けっ局きょく、四し角かくにぐるっと回まわったから、この先さきは交こう番ばんのある大おお通どおりにぶつかっているはずだ。交こう番ばんの近ちかくはまずいから、ここに車くるまを停とめておいたのかな。もしかしたら、運うん転てん手しゅも別べつの人にん間げんで、犯はん人にんは三人にん以い上じょういるのかもしれない。やっぱり、ぼくたちの手てに負おえる相あい手てじゃないよ。

　少すこしホッとした陽詩ひなただったが、麻ま由ゆ香かは残ざん念ねんそうに肩かたを落おとしていた。

「じゃ、犯はん人にんの行ゆく方えはもうわからないの？　がっかり……」

　陽詩ひなたはちょっと笑わらって、クリスを見みた。

「一いち番ばんがっかりしてるのは、麻ま由ゆ香かじゃないみたいだよ」

　クリスは、道みちにすわりこんで道みちの先さきをじっと見みつめ、クーンクーンと鳴ないていたのだった。
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　次つぎの日ひは火か曜よう日びだった。

　下げ校こう途と中ちゅう、今日きょうもクリスの散さん歩ぽに行いくという麻ま由ゆ香かに、陽詩ひなたは言いった。

「麻ま由ゆ香かは英えい会かい話わだろ？　さぼっちゃダメじゃん」

　麻ま由ゆ香かは、フンとあごを上あげる。

「いいんだ。五時じ半はんからのクラスに替かえてもらったから」

「大だい丈じょう夫ぶなの？」

「へっちゃら。親おやも了りょう解かい済ずみだし。それより、クリスといっしょの方ほうがいいもん」

　だいたい、毎まい日にち寄より道みちをすること自じ体たい、ルール違い反はんだ。ホントはへっちゃらじゃないんだぞ。そう言いってやろうと口くちを開あけかけた陽詩ひなただったが、そのひまはなかった。マロン動どう物ぶつ病びょう院いんの玄げん関かんをのぞいた麻ま由ゆ香かが、大おお声ごえを上あげたのだ。

「陽詩ひなた！　桜さくら子こさんがいる！」

　麻ま由ゆ香かは勢いきおいよくドアを開あける。陽詩ひなたはあわてた。

「麻ま由ゆ香か、気きをつけないと、動どう物ぶつが逃にげる……」

　そう言いっている間あいだに、麻ま由ゆ香かは待まち合あい室しつに飛とびこんでいった。

「よかったー、元げん気きになって！」

　陽詩ひなたが待まち合あい室しつに入はいったときには、麻ま由ゆ香かはソファーにすわった桜さくら子こさんの手てを取とって、ぶんぶんふっていた。桜さくら子こさんのひざの上うえのラッテは、驚おどろいてキャンキャン鳴ないている。

「ありがとう、麻ま由ゆ香かちゃん。心しん配ぱいかけたわね」

　桜さくら子こさんは、暴あばれるラッテを左ひだり手てでだきよせながら、笑え顔がおを作つくった。少すこし疲つかれた様よう子すだ。

　麻ま由ゆ香かは桜さくら子こさんの手てを放はなすと、満まん面めんの笑えみで言いった。

「泥どろ棒ぼうのことだけでも驚おどろいたのに、入にゅう院いんしたって聞きいて、ほんとにびっくりしたの。退たい院いんできてよかった。お店みせも早はやく復ふっ活かつするといいね……」

　桜さくら子こさんは、あいまいな笑え顔がおで答こたえる。

「今いまは、何なにも考かんがえられなくて……。まずは、壊こわれた物ものを片かた付づけなくちゃいけないんだろうけどねぇ。商しょう品ひんはみんな取とられちゃったし、何なんだか気き力りょくが出でなくて……」

　となりにすわっていた竹たけ内うち類るいが、桜さくら子こさんの顔かおをのぞきこんだ。

「桜さくら子こさん、あわてることないですよ。まだ退たい院いんしたばかりですから……」

「竹たけ内うち類るい！　あんた、また来きてたの？」

　麻ま由ゆ香かは目めを丸まるくした。桜さくら子こさんに気きを取とられて、類るいに気きづかなかったのだ。

「はい、茶ちゃ々ちゃ丸まるの便べんに血ちが混まじっていたので、今いま、先せん生せいに診みていただいています。……桜さくら子こさん、まだゆっくりしていてください。うちのおばあちゃんが、お見み舞まいに行いくと言いってました」

「ありがとう……。おばあちゃまによろしくね」

「桜さくら子こさんの好すきな、梅うめの和わ菓が子しを持もっていくそうです。お茶ちゃといっしょに甘あまいものを食たべれば、ホッとするでしょうって」

「……そんな優やさしいことを言いってもらうと、泣なけてきちゃうわ」

　桜さくら子こさんはうつむくと、ラッテの背せ中なかで涙なみだをふいた。ラッテは迷めい惑わくそうにじたばたする。桜さくら子こさんははなをすすると、かすれた声こえで言いった。

「実じつはね、あなたのおばあちゃまに、あやまらなくちゃいけないの……。お預あずかりしたエメラルドの指ゆび輪わなんだけど……」

「あ、鑑かん定ていをお願ねがいした指ゆび輪わですね？」

　類るいが聞きくと、桜さくら子こさんはためらいがちに打うち明あけた。

「そうなの。あれも盗ぬすまれてしまって……。大だい事じな指ゆび輪わなのよね。おばあちゃまに合あわせる顔かおがないわ。何なんとおわびすればいいか……」

　類るいは驚おどろいたように首くびをふり、落おちかけたメガネを片かた手てで上あげた。

「桜さくら子こさんがあやまることないです。だって、悪わるいのは泥どろ棒ぼうで、桜さくら子こさんは被ひ害がい者しゃでしょ？　あの古ふるぼけた指ゆび輪わは、ぼくもよく知しってます。死しんだおじいちゃんからのプレゼントだって言いってましたけど、大たいした値ね打うちはないんじゃないかな？　単たんなる緑みどりのガラス玉だまかもって、おばあちゃんも笑わらってました」

　すると桜さくら子こさんは、顔かおをくしゃっとゆがめた。

「いいえ、そんなことないわ。大だい事じな指ゆび輪わのはずよ。ほんとにごめんなさい……」

　声こえを上あげて泣なき出だした桜さくら子こさんに、いつも冷れい静せいな類るいもあわてたようだ。

「だ、大だい丈じょう夫ぶですよ、桜さくら子こさん。泣なかないで……」

　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは何なにも言いえず、突つっ立たってふたりを見みているばかりだ。

　そのとき診しん察さつ室しつのドアが開あいて、茶ちゃ々ちゃ丸まるを抱だいた涼すず音ねが出でてきた。その後うしろから、裕ゆう介すけもぬっと顔かおを出だす。

「類るいくん、お待またせ。茶ちゃ々ちゃ丸まるは、ちょっと便べんが硬かたくてお尻しりが切きれただけだよ。他ほかは異い常じょうなし」

　そう報ほう告こくしてから、涼すず音ねはやっと待まち合あい室しつの異い様ような空くう気きに気きづいたようだ。

「何なに？　何なにごと？　あらあら、桜さくら子こさん！」

　涼すず音ねは茶ちゃ々ちゃ丸まるを裕ゆう介すけに押おし付つけると、桜さくら子こさんにかけよった。

「桜さくら子こさん、大だい丈じょう夫ぶ？　ラッテを迎むかえに来くるには、早はやすぎたかな。無む理りしないで、おうちで寝ねていた方ほうがよかったかしら」

　桜さくら子こさんは、類るいの肩かたに顔かおをすりよせ、子こどものようにしゃくりあげている。

「ひ、ひとりでいると、また泥どろ棒ぼうが入はいってくるような気きがして怖こわいのよー。でも、ラッテだけじゃ心こころ細ぼそいし……。うちに帰かえりたくないわぁ」

　まわりのみんなは、互たがいに困こまりきった顔かおを見みあわせた。

「困こまったねー」

　涼すず音ねは体からだを起おこし、手てを頭あたまの後うしろに当あてた。

「ここにいても、桜さくら子こさんは休やすまらないし、他ほかの患かん者じゃさんも来くるしね」

「ぼくが……」

　片かた手てで桜さくら子こさんの肩かたを抱だいていた類るいが、もう片かた方ほうの手てを上あげた。

「桜さくら子こさんをうちへ連つれていきましょうか？　うちにはおばあちゃんがいるから、桜さくら子こさんもさみしくないでしょ？」

「いいの、類るいくん？　そうしてもらえると助たすかるけど……」

「ええ。茶ちゃ々ちゃ丸まるも大だい丈じょう夫ぶみたいだし、おばあちゃんも桜さくら子こさんの顔かおを見みれば安あん心しんするし……」

　茶ちゃ々ちゃ丸まるを抱だいた裕ゆう介すけが、類るいに頭あたまを下さげた。

「助たすかるよ、類るいくん。茶ちゃ々ちゃ丸まるはここであずかる。あとでおれがうちまで送おくっていくから、心しん配ぱいしないで」

「ありがとうございます。じゃ、桜さくら子こさん、行いきましょう。歩あるけますか？」

　桜さくら子こさんは、ごめんなさい、ごめんなさいとあやまりながら、なんとか立たち上あがった。そして、竹たけ内うち類るいの肩かたにすがるようにして玄げん関かんへ向むかう。ラッテはおとなしく、リードに引ひかれてトコトコとついていった。

　外そと側がわのガラスドアが閉しまると、待まち合あい室しつのピリピリした空くう気きがゆるみ、みんないっせいに息いきを吐はきだした。

「どうしよう、わたし、悪わるいこと言いっちゃった。お店みせが早はやく復ふっ活かつすればいいなんて……」

　麻ま由ゆ香かが両りょう手てで口くちを押おさえて言いった。涼すず音ねが首くびをふる。

「つい、励はげますつもりで言いっちゃうよね。しょうがない。まだショックから立たち直なおれないのも無む理りはないよ」

　裕ゆう介すけも、難むずかしい顔かおをしてうなずいた。

「そう。ついおとといのことだもん、時じ間かんがかかるよな。息むす子こさんもいるけど、おれたちで何なんとか支ささえてあげなきゃ……。今いまは、類るいくんのおかげで助たすかった。さすがだ！」

　麻ま由ゆ香かは、片かた手てで目めをこすりながらつぶやいた。

「あのすてきな桜さくら子こさんが、子こどもみたいに泣なくなんて……。別べつの人ひとみたい……」

「ひとりでお店みせを経けい営えいするだけでも、大たい変へんだもの。これまでもいろいろ励はげましてはきたけれど、今こん回かいみたいな事じ件けんが起おきると、気き持もちがくじけちゃうよね」

「ねえ、泥どろ棒ぼうが捕つかまれば、桜さくら子こさん元げん気きになるかな？」

　麻ま由ゆ香かが頭あたまをふりたてて言いった。

「盗ぬすまれた宝ほう石せきがもどってくれば、またお店みせやろうって気きになってくれるかな？」

　裕ゆう介すけが、茶ちゃ々ちゃ丸まるを抱かかえ直なおして首くびをふった。

「さっき桜さくら子こさんから聞きいたところによると、まだ犯はん人にんの目め星ぼしはついてないらしいよ。やっぱり、プロの窃せっ盗とう団だんの仕し業わざじゃないかって。そういうヤツらは証しょう拠こを残のこさないからな」

「クリスがいるじゃん！」

　麻ま由ゆ香かは、二階かいを指ゆびさして叫さけんだ。

「優ゆう秀しゅうな元もと警けい察さつ犬けんだもん、きっと犯はん人にんの手てがかりをつかんでくれるよ」

　陽詩ひなたは驚おどろいて口くちを開ひらきかけたが、その前まえに腕うで組ぐみをした涼すず音ねがうなり声ごえを上あげた。

「うーん。警けい察さつが寄よってたかって捜そう査さをしてもお手て上あげなんだから、いくらなんでもクリス一頭とうじゃねー」

「でも……」

と口くちをとがらす麻ま由ゆ香かにむかって、裕ゆう介すけが人ひと差さし指ゆびをふって見みせた。

「泥どろ棒ぼうを捕つかまえるのは、とりあえず警けい察さつにまかせておこうよ。これから進しん展てんするかもしれないし。おれたちは、そっちのプロじゃない。おれたちがしなきゃいけないのは、桜さくら子こさんがまた元げん気きになるように、サポートしてあげることだ」

　麻ま由ゆ香かはしぶしぶうなずいた。陽詩ひなたはほっとして、麻ま由ゆ香かのランドセルに手てをかけた。

「ほら、クリスの散さん歩ぽに行いくよ。時じ間かんなくなっちゃうよ」

「うん、わかった……」

　ふたりが連つれ立だって自じ動どうドアに向むかったときだ。表おもてのガラスドアが勢いきおいよく開ひらき、だれかが飛とびこんできた。陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かが思おもわずとびのく。

「先せん生せい、涼すず音ね先せん生せい、大たい変へん！」

　入はいってきたのは、リンダを胸むねに抱かかえた雪ゆき菜なだ。真まっ青さおな顔かおをして涼すず音ねにかけよる。

「どうしたの、雪ゆき菜なちゃん？」

「リンダが、リンダが、変へんな物もの、変へんな……！」
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「ほら、落おち着ついて、ちゃんと事じ情じょうを話はなして。リンダがどうしたって？」

　雪ゆき菜なは、ハアハア息いきをつきながら、リンダを涼すず音ねに渡わたした。リンダは驚おどろいたように目めをみはっているが、これといった異い常じょうはないようだ。涼すず音ねは首くびをひねった。

「元げん気きそうだけど？」

「ち、ちがうの、いまは大だい丈じょう夫ぶなんだけど、さっき、変へんな物ものを食たべちゃって……」

　涼すず音ねは、まゆをひそめた。

「誤ご飲いん？　何なにを食たべた？」

「わからないの。散さん歩ぽの途と中ちゅうで……。あ、あっちの天てん祖そ神じん社じゃ、わかる？」

　涼すず音ねはうんうんとうなずいて、先さきをうながした。

「お参まいりしてたら、リンダがお賽さい銭せん箱ばこの下したに足あしを入いれて、カリカリって。そしたら何なにかキラッとしたものがツメに引ひっかかってきたの。それをくわえたもんだから……」

「ああ。ダメって取とり上あげようとしたら、ごっくんしちゃったのね」

　涼すず音ねが冷れい静せいに話はなしを引ひき取とったので、雪ゆき菜なは目めを丸まるくした。

「先せん生せい、見みてたの？」

「ううん、よくあるパターンだから。獲え物ものを取とられると思おもって、逆ぎゃくに飲のみこんじゃうんだよね。大おおきさはどれくらい？」

　雪ゆき菜なは顔かおをしかめた。

「金きん色いろで、そんなに大おおきくはなかったみたいな……。もー、一いっ瞬しゅんだったからわかんないよー」

　涼すず音ねはリンダを抱かかえ直なおして、診しん察さつ室しつのドアを開あけた。

「裕ゆう介すけ、Ｘエックス線せんの準じゅん備び。雪ゆき菜なちゃん、そこで待まっててね。飲のみこんだものを特とく定ていしてから、処しょ置ちを決きめるから……。内ない視し鏡きょうで取とらなきゃならないかも。最さい悪あく、開かい腹ふく手しゅ術じゅつ」

　待まち合あい室しつに緊きん張ちょうが走はしった。

　裕ゆう介すけは涼すず音ねの後あとを追おって、すばやく診しん察さつ室しつへと入はいっていく。雪ゆき菜なは、へなへなと床ゆかにすわりこんだ。

「しゅ、手しゅ術じゅつ……？」

　麻ま由ゆ香かが雪ゆき菜なの横よこにしゃがんで、なぐさめようと声こえをかける。

「大だい丈じょう夫ぶだよ、雪ゆき菜なさん。きっとたいしたことないよ……」

　雪ゆき菜なは両りょう手てで顔かおをおおい、激はげしく頭あたまをふった。

「あー、わたしってバカ！　お願ねがいごとに夢む中ちゅうになって、リンダを見みてなかったから……」

「お願ねがいごと？　大だい事じなお願ねがいだったんだね」

「ちがうよー、ただ、コンサートチケットの抽ちゅう選せんに当あたりますようにってだけ。いやになっちゃう。そんなことどうでもよかったのにー。それより、リンダにもしものことがあったら……」

　ワーッと泣なき出だす雪ゆき菜なに、麻ま由ゆ香かはおろおろした。

「な、泣なかないで……、きっと大だい丈じょう夫ぶ……」

　麻ま由ゆ香かは口くちの中なかでもごもごと言いって、陽詩ひなたを見み上あげる。陽詩ひなたは小ちいさく首くびをふった。こんなときは、何なにを言いっても気き休やすめにもならないんだ。涼すず音ねの診しん察さつ結けっ果かを待まつしかない。

　今日きょうは大たい変へんな日ひだなーと、陽詩ひなたはため息いきをついた。待まち合あい室しつで泣なく人ひとが、立たて続つづけにふたり。二階かいでは、クリスがぼくの帰かえりを待まちわびているだろうけど……。

　しばらくは、雪ゆき菜なのすすり泣なきしか聞きこえない時じ間かんが続つづく。陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは、ちらちらと目め配くばせをしあいながら、診しん察さつ室しつのドアが開あくのを待まった。

　クリスのことを考かんがえて、陽詩ひなたが天てん井じょうに目めを向むけたとき、ドアが開ひらいた。

「雪ゆき菜なちゃん、お待またせ」

　ペーパータオルで手てをふきながら、涼すず音ねが出でてきた。

「先せん生せい、ど、どうだった？」

　雪ゆき菜なははじかれたように立たちあがり、涼すず音ねにかけよる。

「Ｘエックス線せんで見みたら、確たしかに胃いの中なかに異い物ぶつがあった。たぶん、金きん属ぞくじゃないかな？　吐はき出ださせてもいいんだけど、ちょっと形かたちがやっかいなんだよね」

「どんな？」

「お星ほしさまみたいな形かたちなの。吐はかせると、とがった部ぶ分ぶんで食しょく道どうを傷きずつける恐おそれがあるんだよね。口くちからチューブ状じょうの機き械かいを入いれて、それを取とる処しょ置ちでいけると思おもう。内ない視し鏡きょう手しゅ術じゅつってやつね。麻ま酔すいはしなきゃならないけど、おなかを切きるよりは、ずっと負ふ担たんが少すくないから」

　はーっ！　雪ゆき菜なは両りょう手てをひざに当あてて、大おおきく息いきをはいた。

「よかったー。先せん生せい、リンダは助たすかるんだね？」

「大だい丈じょう夫ぶ、まかせといて」

　頼たのもしげに親おや指ゆびを立たてる涼すず音ねに、雪ゆき菜なはお願ねがいしますと、何なん度ども頭あたまを下さげた。

「そっかー。でも、リンダはおバカさんだね、そんな物もの食たべちゃうなんて」

　麻ま由ゆ香かがあっけらかんと言いうので、陽詩ひなたはあわてて腕うでをひっぱった。そんな、失しつ礼れいな！

　でも雪ゆき菜なは、涙なみだをふきながらうなずいたのだ。

「うん、リンダはけっこうおバカだから……。そこがかわいいんだけどね」

「けっこう犬いぬには、よくあることなんだよ。道みちに落おちてる物ものを、つい食たべちゃう」

　涼すず音ねは人ひと差さし指ゆびをふって言いった。麻ま由ゆ香かは目めを丸まるくする。

「クリスも？」

「あの子こは訓くん練れんを受うけた犬いぬだから、そんなことはしないと思おもうけど。さ、内ない視し鏡きょうの準じゅん備びしなきゃ。雪ゆき菜なちゃん、取とりあえず手しゅ術じゅつだから、おうちの人ひとに連れん絡らくしてくれる？」

　涼すず音ねはそう言いい残のこして、また診しん察さつ室しつに戻もどる。雪ゆき菜なは少すこし落おち着ついたようで、ソファーにすわりこむと、スマホで家いえに電でん話わをかけ始はじめた。

「よかった……」

　陽詩ひなたに顔かおを向むけた麻ま由ゆ香かは驚おどろいた。陽詩ひなたが天てん井じょうを見み上あげたまま、口くちを一いち文もん字じに結むすび、ぴくりとも動うごかないのだ。

「ひ、陽詩ひなた……？」

　麻ま由ゆ香かが不ふ思し議ぎそうに声こえをかける。それでも陽詩ひなたは天てん井じょうをにらんだまま。

「陽詩ひなた、陽詩ひなたったら！　どうしたのよ？」

　麻ま由ゆ香かが大おおきな声こえを上あげ、やっと陽詩ひなたは視し線せんを落おとした。

「あ、ごめん。ちょっと気きになることがあったから。……そうだ、リンダも大だい丈じょう夫ぶそうだから、そろそろクリスの散さん歩ぽに行いかなきゃ。遅おそくなっちゃう」

　急きゅうにそわそわしだした陽詩ひなたは、急いそぎ足あしで自じ動どうドアに向むかう。麻ま由ゆ香かはあわてた。

「待まって。わたしも行いくってば」
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「何なにが気きになったの？」

　クリスを連つれて歩あるいていく陽詩ひなたに、麻ま由ゆ香かは聞きいた。陽詩ひなたはまっすぐ前まえを見みて、商しょう店てん街がいを交こう番ばんの方ほうへ向むかって進すすんでいく。いつもより早はや足あしなので、クリスもちょっと戸と惑まどっているようだ。

「天てん祖そ神じん社じゃ、賽さい銭せん箱ばこ……」

　陽詩ひなたがつぶやくように言いう。麻ま由ゆ香かはめんくらった。

「え？　リンダが変へんなものを食たべちゃった場ば所しょのこと？　それがどうかした？」

「それから、星ほしの形かたち。その三つが合あわさると、何なにか思おもい出ださない？」

　麻ま由ゆ香かは首くびをひねりながら、必ひっ死しで陽詩ひなたについて歩あるく。陽詩ひなたは、信しん号ごうを渡わたって右みぎに曲まがり、そこからまっすぐに天てん祖そ神じん社じゃを目め指ざしていく。

　鳥とり居いをくぐって薄うす暗ぐらい境けい内だいに入はいると、陽詩ひなたは一いち度ど足あしを止とめ、あたりをぐるっと見みまわした。人ひと気けはなく、シーンとしている。

　石いし畳だたみの参さん道どうを進すすみ、石いし段だんを上あがると、陽詩ひなたは本ほん殿でんに手てを合あわせてつぶやいた。

「神かみさま、すみません。ちょっとお賽さい銭せん箱ばこの下したを見みせてください……」

　深ふか々ぶかとおじぎをしてからいきなりしゃがみ、賽さい銭せん箱ばこの下したをのぞきこむ。

「陽詩ひなた、何なにやってるの？」

　麻ま由ゆ香かは不ふ思し議ぎそうに、陽詩ひなたのとなりにしゃがんだ。クリスも賽さい銭せん箱ばこの下したを嗅かぐ。

　賽さい銭せん箱ばこの下したのすき間まは、ほんの四、五センチ。陽詩ひなたは苦く労ろうしてそこをのぞこうとしたが、暗くらいのでよく見みえない。しかたなく立たち上あがって、クリスのリードを麻ま由ゆ香かにさし出だした。

「ちょっと、クリスをお願ねがい」

　麻ま由ゆ香かはだまってうなずき、リードを受うけ取とった。クリスは不ふ思し議ぎそうに、陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かの顔かおを見み比くらべている。

　陽詩ひなたはもう一いち度ど石いしの床ゆかにしゃがみこみ、右みぎ手てを賽さい銭せん箱ばこの下したに差さしいれた。賽さい銭せん箱ばこは、幅はばが一メートル、奥おく行ゆきが六十センチくらいだろうか。少すこしずつ動うごきながら、すき間まを探さぐっていく。奥おくの方ほうには手てが届とどかないので、最さい後ごには腹はらばいになった。

「ひなたー、ねえ、何なに捜さがしてるの？　大だい丈じょう夫ぶ？　手ても服ふくも汚よごれちゃうよー」

　麻ま由ゆ香かが心しん配ぱいそうな声こえを上あげる。クリスは陽詩ひなたの様よう子すをじっと見みていた。

　一いち番ばん奥おくに手てを突つっこんだとき、指ゆび先さきに何なにかが当あたった。陽詩ひなたはぐいっと手てを押おしこんでそれをつかむと、引ひき出だした。

「それ、なあに？」

　麻ま由ゆ香かが、立たち上あがった陽詩ひなたが握にぎっているものに顔かおを近ちかづけた。

　黒くろいバッグだった。金きんのファスナーがついた、ショルダーバッグ。

「あっ!!」

　息いきをのむ麻ま由ゆ香かの前まえで、陽詩ひなたはパンパンとバッグのほこりを払はらった。

「そ、それ、もしかして貴たか樹きの？　駅えき前まえでひったくられたっていうバッグ？」

「たぶん……」

　陽詩ひなたはそう言いいながら、バッグの金きん色いろのファスナーを開あけて中なかを確たしかめた。何なにも入はいっていない。いや、カラオケの広こう告こくが付ついたポケットティッシュが、ひとつだけ入はいっていた。

　陽詩ひなたは、ティッシュをバッグに戻もどしながら、麻ま由ゆ香かに確かく認にんした。

「貴たか樹きさんがひったくられたバッグは、凛りん花かさんとおそろいだったよね？」

　麻ま由ゆ香かはそうだとうけ合あう。陽詩ひなたはもうひとつ確たしかめた。

「そして、凛りん花かさんのバッグのファスナーには、金きんの星ほし形がたのチャームが付ついていたよね？」

「あー、付ついてた。でも、これにはない……、あっ！　ここから外はずれたお星ほしさまを、リンダが食たべちゃったってこと？」

　陽詩ひなたはうなずいた。

「Ｘエックス線せんに星ほし形がたの金きん属ぞくが写うつったって聞きいて、あれって思おもったんだ。ここに来くれば、貴たか樹きさんのバッグが見みつかりそうな気きがして」

　麻ま由ゆ香かは「えー、でも……」と、リードを持もったまま頭あたまを抱かかえた。クリスはリードを引ひっぱられ、麻ま由ゆ香かをうらめしげに見み上あげる。

「このバッグは駅えき前まえでひったくられたんだよね？　何なんでここにあるの？　しかも、貴たか樹きはそこにイヤホンを落おとしたんだから、ここに来きてたんだよね？　えーっ、何なに??」

「もしかしたら、貴たか樹きさんはバッグをひったくられたんじゃなくて、自じ分ぶんで隠かくしたのかも」

「ひったくられたっていうのが、うそだったってこと？」

「……うん」

「え？　でもこのバッグ、凛りん花かさんからの誕たん生じょう日びプレゼントなんでしょ？　大だい事じなもののはずじゃん！　なんでうそついたり、隠かくしたりするの？」

　ふたりはしばらく、黒くろいショルダーバッグを見みつめていた。

　クリスは心しん配ぱいそうに、ふたりの顔かおを代かわるがわる見みている。

「このバッグどうする？　貴たか樹きに返かえす？」

　麻ま由ゆ香かがためらいながら聞きく。陽詩ひなたは考かんがえこんだ。

「うーん。貴たか樹きさんが自じ分ぶんで隠かくしたんだったら、見みつけられたくないってことだよね？」

「じゃ、交こう番ばんの岩いわ田たさんに届とどける？」

「警けい察さつに届とどけるのは、持もち主ぬしがわからないときでしょ？　ぼくたちはこれが貴たか樹きさんのバッグだって知しってるんだよ」

「うーん、もう、めんどくさい……。そうだ、またお賽さい銭せん箱ばこの下したに隠かくしちゃおう！」

　陽詩ひなたは目めをみはった。

「そうはいかないよ！　見みつけちゃったんだから」

「まじめだもんねー、陽詩ひなたは」

　肩かたをすくめる麻ま由ゆ香かに、クリスが一ひと声こえワンと吠ほえた。そこが陽詩ひなたのいいところじゃないか、と言いいたげなクリスに、陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かはくすっと笑わらう。

「じゃ、こうしようか」

　陽詩ひなたはバッグをかかげて言いった。

「いったんこれを見みつけちゃった以い上じょう、ぼくはなかったことにはしたくない。だから、黙だまって貴たか樹きさんの家いえのドアに引ひっかけてこよう。岩いわ田たさんの言いう通とおり、貴たか樹きさんはおとななんだから、これをどうするかは自じ分ぶんで決きめればいいんだよ」

「そうだ、そうしよう！　それに、せっかくのプレゼントなんだから、ほんとは貴たか樹きが持もってるべきなんだよ」

　そうと決きまると、ふたりはクリスといっしょに鳥とり居いに向むかってかけ出だした。

「麻ま由ゆ香か、ちゃんとクリスと散さん歩ぽしてるよ！」

　陽詩ひなたが走はしりながら言いうと、麻ま由ゆ香かは驚おどろいてリードを握にぎっている自じ分ぶんの手てを見みた。

「ほんとだ！　変へんに意い識しきしなければ、けっこう簡かん単たんなんだね」

　クリスも走はしりながら麻ま由ゆ香かを見み上あげ、元げん気きよくワンと鳴ないた。




　交こう番ばんは、机つくえの上うえに「パトロール中ちゅうです」のプレートがのっており、留る守すだった。

　岩いわ田たさんに隠かくし事ごとをしているような気きがする陽詩ひなたは、ちょっとホッとする。

　貴たか樹きのアパートへと道みちを曲まがったところで、陽詩ひなたたちは向むこうから歩あるいてきた人ひととぶつかりそうになった。

「あ、ごめんなさい！」

とあやまったとたん、麻ま由ゆ香かは息いきをのんだ。相あい手ては、貴たか樹きと凛りん花かだったのだ。

　次つぎの瞬しゅん間かん、凛りん花かが人ひと差さし指ゆびを突つき出だして叫さけんだ。

「あっ、それ！　わたしがあげた、貴たか樹きのバッグ!!」

　陽詩ひなたはとっさにバッグをぎゅっと抱だきしめ、首くびをすくめた。うわっ、バッグを黙だまっておいて来くるって作さく戦せんがムダになっちゃった。

「えーっ、どうしてあんたが持もってるの？　どこにあったの？」

　凛りん花かは、陽詩ひなたからさっとショルダーバッグを取とり上あげると、目めを真まん丸まるにしてそれを見みた。

　石いしのように固かたまった、麻ま由ゆ香か。貴たか樹きの顔かおからは、すっと表ひょう情じょうが消きえていた。

　陽詩ひなたの頭あたまの中なかは、ものすごい勢いきおいで回かい転てんしていた。な、何なんて言いおう……。このバッグを発はっ見けんしたいきさつを、どう言いいわけしたらいいんだ？

　がんばれと言いうように、クリスがクーンと一ひと声こえ鳴ないたので、陽詩ひなたは口くちを開ひらいた。

「あ、あの、ぼくのうちは、動どう物ぶつ病びょう院いんをやっていて……」

「へえ、そうなんだ。で？　それがこのバッグと関かん係けいあるの？」

　凛りん花かが不ふ思し議ぎそうな顔かおをする。

　陽詩ひなたは覚かく悟ごした。なるべく、本ほん当とうのことを伝つたえた方ほうがいい。ひとつうそをつくと、どんどんうそを重かさねなきゃならないから。

　陽詩ひなたはたどたどしく、一いっ所しょ懸けん命めいに説せつ明めいした。

　散さん歩ぽの途と中ちゅうで異い物ぶつを飲のみこんだ犬いぬが、病びょう院いんに連つれてこられたこと。その異い物ぶつは、神じん社じゃの賽さい銭せん箱ばこの下したから出でてきたらしいこと。レントゲン撮さつ影えいで、それが星ほしの形かたちだとわかったこと。凛りん花かのバッグについていたチャームが星ほし形がただったと思おもい出だしたこと……。

「た、貴たか樹きさんのバッグは、凛りん花かさんとおそろいだったって言いってたでしょ？　だから、同おなじ星ほしのチャームがついていたはず。もしかしたら、ひったくり犯はんがバッグをお賽さい銭せん箱ばこの下したに捨すてて、そのとき外はずれたチャームを、犬いぬが飲のみこんだんじゃないかな？　そう思おもって……」

　凛りん花かはさらに目めを見み開ひらくと、長ながいまつげをパタパタさせた。

「で、お賽さい銭せん箱ばこの下したを捜さがしたら、これが出でてきたってわけ？　すごい！　少しょう年ねん探たん偵てい団だんみたい！」

　凛りん花かは振ふり返かえって、ぼーっとしている貴たか樹きにバッグをさし出だした。

「ほら貴たか樹き、せっかく見みつけてくれたんだから、大だい事じにしなよ。もう絶ぜっ対たい、ひったくられたりしちゃダメだからね！」

　貴たか樹きはバッグを押おしつけられて、はっとわれに返かえったようだ。でも、ひどく顔かお色いろが悪わるい。

「あ、ああ……」

　なんとか口くちを動うごかしてそれだけ言いった。すかさず凛りん花かが彼かれの腕うでをはたく。

「ちゃんとお礼れいを言いってよ。この子こたちのおかげで、バッグが戻もどってきたんじゃない」

「あ、ありがと……。助たすかったよ……」

　貴たか樹きはそれだけをしぼりだすと、いきなりリュックを下おろしてしゃがみこんだ。リュックの口くちを開あけて、いま渡わたされたバッグをその中なかにしまいこむ。

「何なにやってるの？」

　凛りん花かが不ふ審しんそうにまゆを寄よせた。貴たか樹きは、落おち着つかない様よう子すでまわりをきょろきょろ見みまわしながらリュックを閉しめ、立たち上あがりながら背せ負おった。

「だ、大だい事じなバッグだからさ、とりあえずしまっとこうと思おもって。……じゃあな」

　貴たか樹きは信しん号ごうの方ほうへ、足あし早ばやに歩あるきだす。

「もう、変へんなヤツなんだから！」

　凛りん花かは貴たか樹きのうしろ姿すがたにベーッと舌したを出だしてから、陽詩ひなたたちにぺこりと頭あたまを下さげた。

「ごめん、ほんとにありがと。あ、そうだ！」

　自じ分ぶんの鼻はなを指ゆびさして、にやっと笑わらう。

「わたしね、こう見みえて手しゅ芸げいとかお菓か子し作づくりとか、けっこう得とく意いなの。こんどお礼れいに、手て作づくりクッキーごちそうするね。おいしいんだよ。じゃ、また。貴たか樹きがバイトへ行いく前まえに、駅えき前まえでいっしょにラーメン食たべることになってるから！」

　凛りん花かはバイバイと手てをふって、貴たか樹きのあとを追おいかけていった。信しん号ごう待まちをしている貴たか樹きに体からだを寄よせ、その腕うでにしがみつく。

「ほんと、変へんなヤツ。でも、なんだかんだ言いって、仲なかよさそうだね……」

　麻ま由ゆ香かがふたりを見みながら、あきれたようにつぶやく。陽詩ひなたもそう思おもった。でも……。

「貴たか樹きさんがクリスに声こえをかけなかったの、初はじめてだ」
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　どんよりと曇くもった朝あさだった。

　陽詩ひなたは目めをこすりながら、クリスのサークルの扉とびらを開あけた。

「クリス、おはよう。よく寝ねた？　ぼくはゆうべ考かんがえ事ごとをしてたら、なかなか眠ねむれなかったよ。まだ半はん分ぶん寝ねてるみたい……」

　フワーッとあくびをひとつして、陽詩ひなたはクリスの首くび輪わにリードを付つける。クリスは、「ほら、ちゃんと目めを覚さまして」というように、ペロリと陽詩ひなたの鼻はなの頭あたまをなめた。

　陽詩ひなたは、クリスといっしょに階かい段だんをおりて道どう路ろに立たつと、商しょう店てん街がいの左さ右ゆうを見みまわした。今け朝さはどっちに行いこうかな……。そんなこともすぐには決きめられないくらい、まだぼうっとしている。

　きのう、動どう物ぶつ病びょう院いんに帰かえってみると、リンダの手しゅ術じゅつは無ぶ事じ終しゅう了りょうしていた。涼すず音ねに、

「もう帰かえってよし！」

と言いわれると、雪ゆき菜なはかけつけたお母かあさんといっしょに、うれし泣なきしながら帰かえっていった。

　おなかから出でてきた星ほし形がたの異い物ぶつは、医い療りょう用ようのゴミといっしょに処しょ分ぶんするそうで、陽詩ひなたは見みせてもらえなかった。もうそれを見みなくても、バッグが貴たか樹きの物ものだということはわかっていたのだが、ちょっとがっかりした陽詩ひなただった。

　貴たか樹きがバッグをひったくられたというのは、絶ぜっ対たいうそだ。貴たか樹きの様よう子すを見みて、陽詩ひなたはそれを確かく信しんしていた。

　取とられたバッグが戻もどってきたというのに、貴たか樹きは少すこしもうれしそうじゃなかった。反はん対たいに、思おもいもしなかった物ものが目めの前まえに現あらわれて、驚おどろき、混こん乱らんして、その上うえ何なにかにおびえているみたいだった。

　さっぱり分わからないのは、大だい事じなバッグをひったくられたとうそを言いい、あんなところに隠かくした理り由ゆうだ。

　うーん……。陽詩ひなたは首くびを左さ右ゆうに振ふって、頭あたまの中なかの霧きりを吹ふき飛とばそうとした。

「やっぱ、天てん祖そ神じん社じゃに行いってみようか、クリス。何なにかヒントがあるかもしれないから」

　右みぎの方ほうへ歩あるき出だすと、向むこうから女おんなの人ひとが歩あるいてくるのが見みえた。白しろっぽいスーツを着きた、背せの高たかい女じょ性せいだ。ハイヒールの音おとが、静しずかな商しょう店てん街がいに響ひびく。

　どこかで会あったことがある。陽詩ひなたはハッとして、気きづくとあいさつしていた。

「……おはようございます」

　女じょ性せいは足あしを止とめ、陽詩ひなたを不ふ思し議ぎそうな顔かおで見みた。早そう朝ちょうの商しょう店てん街がいには不ふ釣つり合あいの、華はなやかな人ひとだった。

「おはようございます。どこかでお会あいしたかしら？」

　思おもわず声こえをかけてしまったことに、陽詩ひなたは自じ分ぶんで驚おどろいていた。前まえのぼくだったら、絶ぜっ対たいにこんなことしなかった。話はなしたこともない人ひとにこっちからあいさつするなんて……。

「あ、あの……、前まえに『ジュエリーＳＡサＫＵクＲＡラ』の前まえで見みかけました。おじさんといっしょにいるところを……」

「ああ！」

　女おんなの人ひとはにっこりして、右みぎ手てをさし出だした。

「そうだったのね。わたしは『シェ・ビジュ・ヘレン』の社しゃ長ちょうで、目め等ひとヘレンと言いいます。彼かれは、うちの専せん属ぞくジュエリーデザイナーなの」

　陽詩ひなたは、おずおずと手てを握にぎった。この人ひと、いい匂においがする。見みた目めと同おなじように、華はなやかな香かおり。クリスだったら、どこまでも追おいかけていけそうだな。

「ここに住すんでいるの？」

　ヘレンさんは、マロン動どう物ぶつ病びょう院いんの看かん板ばんを見み上あげた。陽詩ひなたはうなずいた。

「そう。かわいい犬いぬね。じゃ……」

　もう一いち度どにっこり笑わらうと、ヘレンさんは駅えきの方ほう角がくへ歩あるき去さった。ヒールの音おとが、だんだん遠とおざかっていく。

　陽詩ひなたは、うしろ姿すがたをじっと見み送おくっていた。ほんの少すこししゃべっただけなのに、すごく印いん象しょうに残のこる人ひとだなぁ……。

　ふと見みると、クリスがヘレンさんのうしろ姿すがたに向むかって「ウウ……」とうなっていた。歯はをむき出だしてにらんでいる。そんなクリスを見みたのは初はじめてで、陽詩ひなたはちょっと驚おどろいた。

「どうしたの、クリス？　きれいな人ひとじゃないか。ほら、散さん歩ぽに行いくよ」
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　陽詩ひなたは、天てん祖そ神じん社じゃの鳥とり居いを見み上あげ、クリスに向むかってぼやいた。

「最さい近きん、何なんだかよくここに来くるよねー」

　でも、クリスは別べつに気きにしていないようだ。けっこう、気きに入いっているのかもしれない。やっと、頭あたまがはっきりしてきた陽詩ひなたは、元げん気きよく鳥とり居いをくぐった。

　……と、とたんに足あしが止とまる。

　あ、珍めずらしい。こんな時じ間かんに、本ほん殿でんの前まえに人ひとがいる。しかも……。

　貴たか樹きだ！　あのうしろ姿すがた、あのツンツンした金きん髪ぱつ頭あたまは、間ま違ちがいない。いつものリュックもしょっている。長ちょう身しんをかがめて、あたりをきょろきょろとうかがっていた。

　陽詩ひなたはすばやくクリスのリードを引ひいて、手て水みず舎やの陰かげに隠かくれた。何なんだか、顔かおを合あわせてはいけない気きがする。首くびだけを伸のばして、本ほん殿でんの方ほうをそっと見みた。

　貴たか樹きは、しばらく賽さい銭せん箱ばこの下したをのぞきこんでいたかと思おもうと、本ほん殿でんの左ひだりを回まわって裏うらへ入はいっていった。何なにをしているんだろう……。陽詩ひなたは手て水みず舎やの大おおきな水すい盤ばんの陰かげで、どうしようか考かんがえた。貴たか樹きの様よう子すを見みたいけど、見みつかったら気きまずい。でも、でも、知しりたい。

　やっぱり好こう奇き心しんが勝かった。陽詩ひなたは、人ひと差さし指ゆびを唇くちびるに当あててシーッとクリスに合あい図ずすると、そろそろと本ほん殿でんに近ちか寄よった。貴たか樹きと同おなじように、左ひだり端はしから裏うらに回まわる。

　本ほん殿でんの裏うらは、狭せまい空あき地ちになっていて、まわりの木き々ぎの枝えだがかぶさり、正しょう面めんよりもいっそう薄うす暗ぐらく見みえた。陽詩ひなたは、忍しのび足あしで左ひだり側がわの太ふとい木きの幹みきにかくれた。クリスも、心こころ得えたとばかりにおとなしくついてくる。

　ガサガサと音おとのする方ほうをのぞいて見みると、貴たか樹きは、奥おくにある古ふるびた物もの置おき小ご屋やの後うしろに入はいっていったようだ。ひざくらいまで伸のびた下した草くさを、かき分わける音おとがしている。

　木きの幹みきの後うしろで息いきをつめているうちに、ガサガサという音おとが止やみ、人ひとの気け配はいがこちらに近ちかづいてきた。陽詩ひなたはとっさにしゃがみこんで、クリスを抱だきかかえた。目め立だつ赤あかいリードをたぐり寄よせる。

　その直ちょく後ご、すぐそばで、貴たか樹きがゴホンとセキをするのが聞きこえた。

　うわっ、見みつかった！　陽詩ひなたは身みを縮ちぢめる。

　しかし、足あし音おとはそのまま通とおりすぎていった。そのうちに足あし音おとが石いしをふむ乾かわいた音おとになり、遠とおくへと消きえていく。

　よかった！　気きづかれなかった……。陽詩ひなたはホッと息いきをついて、クリスと顔かおを見み合あわせる。

　それでも陽詩ひなたは、しばらくのあいだクリスを抱だいて木きの陰かげにしゃがみこんでいた。それからハッと気きづいて立たちあがった。こんなところに長ながくいたら、クリスの苦にが手てな虫むしがやってくる！　もうここを出でなくちゃ。

　陽詩ひなたは本ほん殿でんのわきから、鳥とり居いの方ほうをうかがった。参さん道どうに、もう人ひと影かげは見みえない。

　もう一いち度ど裏うらに戻もどった陽詩ひなたは、虫むしが来きませんようにと祈いのりながら、物もの置おき小ご屋やに近ちかづいた。

「クリス、いいかな？　どうしてもこの裏うらを見みたいから、草くさむらに入はいりたいんだ。虫むしが来きたら、ぼくがギュッとしてあげる。ちょっとのあいだ、がまんしてね」

　クリスはまゆを寄よせてクーンと鳴ないたが、陽詩ひなたの気き持もちは伝つたわったようだ。ためらいながらも、陽詩ひなたの後あとについてくる。

　小こ屋やの後うしろの草くさは、貴たか樹きが踏ふんだあとがつき、乱みだれていた。陽詩ひなたは小こ屋やの縁えんの下したを、手て前まえからのぞいていった。

　小こ屋やの真まん中なかあたりで草くさの乱みだれはなくなり、そのあたりの縁えんの下したから、わずかに黒くろい布ぬのが見みえている。陽詩ひなたは慎しん重ちょうにその布ぬのを引ひき出だして、ため息いきをついた。

　きのう貴たか樹きに届とどけた、黒くろいショルダーバッグだ。

　貴たか樹きはどうしてもこれを隠かくしたいらしい。あんなに仲なかがよさそうな凛りん花かからもらった、大だい事じなプレゼントのはずなのに……。

「おかしいよね、クリス。何なんでだろう」

　するとクリスが、縁えんの下したに鼻はなを入いれてクンクン嗅かぎ始はじめた。

「どうした、クリス。そんなところに鼻はなを突つっこんでると、アリンコとか、ダンゴムシとか……」

　そう言いいかけて、陽詩ひなたはハッとしゃがみこんだ。まだ何なにかある？

　バッグを取とりだした場ば所しょをのぞくと、奥おくにぼんやりとかたまりが見みえた。手てを入いれて取とりだしてみると、黒くろいビニール袋ぶくろで包つつんだ、四し角かくいものだ。粘ねん着ちゃくテープで止とめてあるが、破やぶって開あけたあとがある。ずっしりと重おもいので、本ほんが入はいっているのかなと、陽詩ひなたは思おもった。

　粘ねん着ちゃくテープをはがし、中なかを取とりだしてみる。茶ちゃ色いろい大おおきな封ふう筒とうだ。その封ふう筒とうの口くちのテープも、破やぶれている。

　封ふう筒とうの中なか身みをのぞいた陽詩ひなたは、びっくりしてそれを取とり落おとしてしまった。草くさがガサッと大おおきな音おとを立たてたので、クリスも一いっ瞬しゅん跳とび上あがる。

　陽詩ひなたは恐おそるおそる封ふう筒とうを拾ひろいあげ、もう一いち度ど中なか身みを見み直なおした。

「お、お金かね……」
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　こんなにたくさんの一万まん円えん札さつを、陽詩ひなたは見みたことがなかった。胸むねがどきどきしてくる。これ、悪わるいお金かねにちがいない。そうじゃなけりゃ、こんなところに隠かくすわけがないもの。

　ひざがふるえてきた。ど、どうしよう。

　岩いわ田たさんの顔かおが浮うかんだ。これは絶ぜっ対たい、交こう番ばんに届とどけなきゃいけない代しろ物ものだ。でも、そうなると、どうしても貴たか樹きさんの話はなしをすることになる。だって、貴たか樹きさんの姿すがたを見みなきゃ、ぼくはこんなところに来こなかったし、こんな札さつ束たば、見みつけなかったんだから。

　このお金かね、貴たか樹きさんが隠かくしたんだよね？　バッグと同おなじところにあったんだもん。

　でも……。いろいろうたがわしいけど、貴たか樹きさんは悪わるい人ひとだとは思おもえない。前まえは明あかるくて、あっけらかんとしたおもしろい人ひとだった。しかも、クリスをすごくかわいがってくれてる。

　その貴たか樹きさんを告つげ口ぐちするようなこと、してもいいのかな。

「クリス、どうしよう……」

　陽詩ひなたは困こまり果はてて、クリスに聞きいた。クリスも困こまったように首くびをかしげるだけだ。

「あっ、まずい！　虫むしが……」

　陽詩ひなたの耳みみもとで、プーンという軽かるい羽は音おとがしたのだ。陽詩ひなたは片かた手てを振ふりまわして乱らん暴ぼうに虫むしをはらうと、きっぱりと言いった。

「決きめた！　麻ま由ゆ香か方ほう式しき。今いまは、見みつけなかったことにする！」

　陽詩ひなたは急いそいで、札さつ束たばの入はいった封ふう筒とうと黒くろいビニール袋ぶくろをショルダーバッグにつめた。そして、それを縁えんの下したにもどす。仕し上あげに、足あしの先さきで外そとから見みえないように押おしこんだ。

　もう行いかないと、学がっ校こうに遅ち刻こくしちゃう。でも、放ほう課か後ごまで考かんがえる時じ間かんはある。

　陽詩ひなたは草くさむらから出でると、小こ走ばしりで表おもてへ回まわった。いつもと同おなじ静しずかな神じん社じゃの境けい内だい。でも、陽詩ひなたの心しん臓ぞうは、まだどきどきしていた。

「ごめんね、クリス。今け朝さは散さん歩ぽにならなかったね」

　空そらを見み上あげると、垂たれこめていた雲くもが切きれ、太たい陽ようが顔かおを出だしている。陽詩ひなたはまぶしさに目めを細ほそめ、クリスといっしょに家いえへと急いそいだ。
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　時じ間かんがあっても、いい考かんがえが浮うかぶとは限かぎらない。

　学がっ校こうからの帰かえり道みち、陽詩ひなたはそれを痛いたいほど感かんじた。いくら考かんがえても考かんがえても、行いき詰づまってしまう。麻ま由ゆ香かに相そう談だんしようにも、人ひとがいるところでは話はなしづらいし、そんな時じ間かんもほとんどない。

　授じゅ業ぎょうは何なに一ひとつ頭あたまに入はいってこなかった。給きゅう食しょくも食たべた気きがしなかった。

「うー……」

　青あお葉ば駅えきの横よこの踏ふみ切きりで遮しゃ断だん機きが上あがるのを待まちながら、陽詩ひなたはうなっていた。横よこに立たっていた麻ま由ゆ香かは、心しん配ぱいそうに陽詩ひなたのわき腹ばらをつつく。

「ねえ、どうしたのよー。いいかげん、話はなしてくれてもいいんじゃない？　給きゅう食しょくのニンジンケーキがいらないなんて、ふつうじゃないよ！」

　ああ、あのときはデザートのニンジンケーキに浮うかれてる場ば合あいじゃない気きがして、となりの友ともだちにあげちゃったんだ。ちょっと惜おしい気きはする。

　電でん車しゃが通とおりすぎて遮しゃ断だん機きが上あがると、陽詩ひなたは大おお股またで線せん路ろを渡わたった。

「麻ま由ゆ香か、外そとではできない話はなしだから、うちに来きてくれる？」

「外そとではできない話はなし？」

　思おもいきりまゆをひそめた麻ま由ゆ香かだったが、陽詩ひなたのランドセルをたたいて元げん気きよく言いった。

「ＯオーＫケー、行いってあげるよ。……って、毎まい日にち陽詩ひなたんちに入いりびたってるけどね！」




「何なにそれ！」

　物もの置おき小ご屋やの下したから出でてきた札さつ束たばの話はなしをきいたとたん、麻ま由ゆ香かはガタンと音おとを立たてて、イスから立たちあがった。テーブルの上うえのグラスが、倒たおれそうになる。

「貴たか樹きが隠かくしたの？　それって、ふつうじゃないよ。いったい、いくらぐらいあったの？」

「えーと、よくわからない……」

「ほら、ときどきテレビで、百万まん円えんの札さつ束たばを見みるでしょ？　真まん中なかに、紙かみの帯おびがかかってるヤツ。あれくらい？」

　陽詩ひなたは足あし元もとのクリスと顔かおを見みあわせ、首くびをかしげた。

「帯おびなんかかかってなかったし、ああいうピンとした新あたらしいお札さつでもなかったんだよ。いくらあるかなんて、麻ま由ゆ香かにだってわからないと思おもうよ」

　麻ま由ゆ香かはグラスに残のこっていたソーダを、ぐいっと一ひと息いきで飲のみほした。

「じゃ、わたしも見みてみる。天てん祖そ神じん社じゃに行いこうよ」




　天てん祖そ神じん社じゃでは、一ひと組くみのおじいさんとおばあさんがお参まいりしていた。陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かとクリスは、その人ひとたちが鳥とり居いを出でるまでしんぼう強づよく待まち、それから本ほん殿でんの裏うらに回まわった。

「虫むしが来こないか、麻ま由ゆ香かも気きをつけててくれる？」

　陽詩ひなたはリードを麻ま由ゆ香かに渡わたしながら頼たのんだ。麻ま由ゆ香かはうなずく。

「ＯオーＫケー。こんな草くさばっかりのところだもんね」

　陽詩ひなたは先さきに立たって、物もの置おき小ご屋やの後うしろに踏ふみこんだ。その後あとから、クリスを連つれた麻ま由ゆ香かが草くさむらに入はいってくる。

　陽詩ひなたが縁えんの下したに手てを入いれてみると、バッグはまだそこに入はいっていた。また、陽詩ひなたの心しん臓ぞうがどきどきし始はじめる。意いを決けっして、バッグを引ひき出だした。ファスナーを開あけて中なかを確かく認にんすると、ちゃんと封ふう筒とうも入はいっていた。それを取とり出だし、口くちを開あけ、麻ま由ゆ香かの目めの前まえにさし出だす。

　麻ま由ゆ香かは、胸むねに手てを当あてて一回かい深しん呼こ吸きゅうしてから、封ふう筒とうの中なかをのぞいた。

「うわっ！　う、うそ……。わたしも、こんなお金かね、見みたことない」

「だよね？　どうすればいいと思おもう？　やっぱ、交こう番ばんかな？」

「はーっ！」

　大おおきなため息いきをつくと、麻ま由ゆ香かは言いった。

「もう、貴たか樹き、最さい低てい！　あの人ひと、絶ぜっ対たい悪わるいことしてるよね。岩いわ田たさんに言いって、警けい察さつに捕つかまえてもらった方ほうが、いい気きがする。でも……」

　麻ま由ゆ香かは、急きゅうに泣なきそうな顔かおになる。

「きっと、凛りん花かさんは悲かなしむよね。貴たか樹きが捕つかまっちゃったら……」

　そうだよな……。陽詩ひなたも思おもった。凛りん花かさんは恋こい人びとだもん、絶ぜっ対たい悲かなしむ。ぼくたちだって、きっと悲かなしくなるだろう。貴たか樹きさんって、どこか憎にくめない人ひとなんだよな。根ねっからの悪あく人にんじゃない気きがする。そこが問もん題だいだから、ぼくも今け朝さからずっと悩なやんでいるんだ。

　すると、麻ま由ゆ香かが鼻はなをクスンと鳴ならしながら言いった。

「ね、陽詩ひなた。ジシュすると、罪つみが軽かるくなるって言いわない？」

「ジシュ？」

「ほら、悪わるいことをした人ひとが、自じ分ぶんから警けい察さつに行いって白はく状じょうするヤツ」

　ああ、自じ首しゅ。……そうか。自じ分ぶんから、こんな悪わるいことをしてしまいましたって警けい察さつに名な乗のり出でれば、少すこしは大おお目めに見みてもらえるんだっけ。そういう決きまりがあった気きがする。

　陽詩ひなたは、封ふう筒とうをまたバッグに戻もどすと、じっと考かんがえこんだ。

「これ、貴たか樹きさんに渡わたす？　これを持もって、警けい察さつに行いけって」

　麻ま由ゆ香かは鼻はなにしわをよせて、すごく汚きたないものを見みるかのようにバッグをにらんだ。

「そんな大たい金きん、持もって歩あるくのはムリ。誰だれかに襲おそわれそうで怖こわいもん。話はなしをするだけじゃダメ？」

「……そうだね。じゃこれは、もう一いち度ど見みつけなかったことにするか」

　陽詩ひなたは、口くちをぎゅっと結むすぶと、クリスを見みた。クリスもちょっと困こまった顔かおをしていたが、ウォウと小ちいさな声こえで鳴ないた。きっと賛さん成せいなんだなと陽詩ひなたは思おもい、バッグを縁えんの下したに押おしこんだ。

　麻ま由ゆ香かがつぶやく。

「貴たか樹き、何なんて言いうかな？　警けい察さつへ行いってくれるかな？」

　わからないよ。陽詩ひなたは首くびをふった。

　ちゃんと貴たか樹きさんに話はなしをできるかどうかさえ、わからない。でもそれが、今いま自じ分ぶんたちができる一いち番ばんいい方ほう法ほうだと思おもう。

「もうここを出でよう。虫むしがくると大たい変へんだから……」
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　交こう番ばんの手て前まえに来くると、岩いわ田たさんが立たっているのが見みえた。

　陽詩ひなたはぎょっとした。今いま、一いち番ばん会あいたくない人ひとだ。ところが麻ま由ゆ香かは、クリスといっしょに岩いわ田たさんにかけよっていった。

「岩いわ田たさん、こんにちは！」

「お、麻ま由ゆ香かちゃん。クリスも元げん気きそうだね。陽詩ひなたくん、どうした？」

　さすが岩いわ田たさん、観かん察さつが鋭するどい。陽詩ひなたはむりやり笑え顔がおを作つくって、歩あゆみ寄よった。

「……元げん気きです。えーと、ちょっと寝ね不ぶ足そくだっただけ」

「そうか。じゃ、きょうは早はやく寝ねた方ほうが……、ん？　麻ま由ゆ香かちゃん、何なに？」

　麻ま由ゆ香かが岩いわ田たさんの腕うでをつついていたのだ。

「あのね、岩いわ田たさん、自じ首しゅすると、罪つみが軽かるくなるの？」

　陽詩ひなたは跳とび上あがりそうになった。麻ま由ゆ香か、ストレートすぎ！

　岩いわ田たさんもめんくらったようだ。びっくりした顔かおで、麻ま由ゆ香かをまじまじと見みた。

「麻ま由ゆ香かちゃん、何なにか悪わるいことしたの？」

　麻ま由ゆ香かは岩いわ田たさんの腕うでをバシッとたたいた。

「わたしじゃないよ！　一いっ般ぱん的てきにどうなのかを、専せん門もん家かに聞ききたかっただけ」

　岩いわ田たさんはますます戸と惑まどった表ひょう情じょうを浮うかべる。

「む、難むずかしいこと聞きくね……。えーと、一いっ般ぱん的てきにはですね、警けい察さつに出で向むいて、犯おかした罪つみを自じ分ぶんから認みとめれば、自じ首しゅ扱あつかいになります」

　急きゅうに専せん門もん家か口く調ちょうになって、岩いわ田たさんは説せつ明めいしだした。

「自じ首しゅすれば、罪つみが軽かるくなることもあります。ただ、すでに警けい察さつが犯はん人にんがだれなのかを特とく定ていしていた場ば合あい、例たとえばもう指し名めい手て配はいされてたとかね、いくら自じ分ぶんから警けい察さつに名な乗のり出でても自じ首しゅにはなりません。したがって、そのことによって罪つみが軽かるくなることもありません。……こんなところでいいかな？」

　目めをぱちくりさせながら聞きいていた麻ま由ゆ香かは、あわててまじめに頭あたまを下さげた。

「は、はい、ありがとうございます。だいたいわかりました」

「もちろん、ケースバイケースで、いろいろな事じ情じょうがあるからね。全ぜん部ぶが全ぜん部ぶ、罪つみが軽かるくなるわけじゃないけど……。でも、自じ分ぶんの罪つみを反はん省せいするという意い味みで、自じ首しゅは大だい事じだと思おもうよ」

　麻ま由ゆ香かはうんうんとうなずいた。岩いわ田たさんは、ニッと笑わらって人ひと差さし指ゆびをふった。

「で？　だれが自じ首しゅするの？」

　陽詩ひなたはあせって、麻ま由ゆ香かと岩いわ田たさんのあいだに割わって入はいろうとした。が、その前まえに麻ま由ゆ香かが首くびをふって、どうどうと言いってのけたのだ。

「だれがじゃなくて、一いっ般ぱん的てきにって言いったでしょ？　学がっ校こうの宿しゅく題だいなの。自じ首しゅのことを調しらべてくる宿しゅく題だい」

　岩いわ田たさんは、帽ぼう子しに手てを当あてて笑わらった。

「そうか！　今いまどきの小しょう学がっ校こうは、難むずかしい勉べん強きょうをしてるんだね。今いまの答こたえ、ちゃんと覚おぼえたかい？　メモしなくていいのかな？」

「大だい丈じょう夫ぶ。記き憶おく力りょくはいい方ほうだから」

　麻ま由ゆ香かは自じ分ぶんの頭あたまを指ゆびさしてみせる。岩いわ田たさんは、もう一いち度ど、声こえを上あげて笑わらった。

「ははは……。じゃ、早はやく帰かえって宿しゅく題だいをやらなきゃね。ただ……」

　さっとまじめな顔かおになって、岩いわ田たさんは麻ま由ゆ香かと陽詩ひなたの顔かおを交こう互ごに見みた。

「危あぶないことに首くびを突つっこんじゃダメだよ。おとなの世せ界かいには、思おもいがけない闇やみもあるからね」

　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは、思おもわずあごを引ひいてうなずいた。

「クリス、ご主しゅ人じんさまたちが危あぶない目めにあいそうだと思おもったら、ちゃんと止とめるんだよ。おまえを頼たよりにしてるからね。さーて、パトロールの準じゅん備びをするか」

　岩いわ田たさんはクリスの頭あたまをひとなですると、交こう番ばんの中なかへ入はいっていった。




「麻ま由ゆ香かったら、ひやひやさせるんだから……」

　貴たか樹きのアパートへ向むかいながら、陽詩ひなたは口くちをとがらす。麻ま由ゆ香かは平へい気きな顔かおをして言いった。

「だって、岩いわ田たさんなら自じ首しゅのことよく知しってると思おもったんだもん。事じ実じつ、はっきりしたじゃん。やっぱり、貴たか樹きに自じ首しゅを勧すすめよう」

　うーん、でも何なんて言いえばいいんだろう……。麻ま由ゆ香かはお気き楽らくすぎる。ちゃんと考かんがえているのかな。陽詩ひなたは胃いのあたりがシクシクしてきた。

　うじうじ悩なやんでいる間あいだに、もう貴たか樹きのアパートの前まえまで来きてしまった。麻ま由ゆ香かはずかずかと敷しき地ちに入はいり、貴たか樹きの部へ屋やのドアの前まえに立たった。

「いい、陽詩ひなた、ピンポン押おすよ？」

「ちょ、ちょっと待まって。だれが話はなすの？」

「陽詩ひなた」

　う、うそだろ？　ぼくは、ぼくは、まだ……。

　陽詩ひなたがパクパクと口くちを動うごかしているうちに、麻ま由ゆ香かはさっさとインターホンのボタンを押おしてしまった。ど、どうしよう……。

　部へ屋やの中なかで、パタパタと軽かるい音おとがしたと思おもったら、ドアが少すこしだけ開あいた。チェーンがかかったままだ。

「はい……？」

　女おんなの人ひとの声こえがした。凛りん花かだ。遊あそびに来きてたのか。麻ま由ゆ香かはドアのすき間まをのぞく。

「凛りん花かさん？　わたし、麻ま由ゆ香か。貴たか樹きいる？」

「あ、麻ま由ゆ香かちゃん？」

　ドアが一いち度ど閉しまり、チェーンがカチャカチャと外はずされて、また開あいた。玄げん関かんには凛りん花かが立たっていたが、ぼーっとして元げん気きがない。目めがはれぼったく、下したまぶたに黒くろい汚よごれが付ついているところを見みると、泣ないてマスカラがとれてしまったのだろうか。

「どうしたの、凛りん花かさん？　大だい丈じょう夫ぶ？」

　心しん配ぱいそうな麻ま由ゆ香かの言こと葉ばに、凛りん花かは持もっていたＴティーシャツで目め元もとをぬぐった。あの、絵えの具ぐをぶちまけたような、派は手でな貴たか樹きのシャツだ。

「貴たか樹き、出でてっちゃったの。わたしが怒おこったから……。だって、だってね」

　大おおきくはなをすすり上あげると、凛りん花かはせきを切きったようにしゃべりだした。

「貴たか樹きったら、誕たん生じょう日びのプレゼントだって言いって、リングをくれたの。だけどね、それがすごいヤツなの。めちゃくちゃ大おおきな宝ほう石せきが付ついててね、ぐるっとダイヤで囲かこんであるの。あんなの、貧びん乏ぼうな貴たか樹きに買かえっこないよ。めっちゃ高たかそうなヤツだもん。デザインはちょっと古ふるめかしいけど……。何なんでこんなのくれるのって聞きいたら、これは凛りん花かの誕たん生じょう石せきだから、喜よろこぶと思おもったって。でも貴たか樹きって、誕たん生じょう石せきなんて知しってるキャラじゃないよ、絶ぜっ対たい！」

　凛りん花かは、一回かい息いきつぎをすると、またしゃべりだす。

「なんか最さい近きんおかしい。絶ぜっ対たい変へん。おとといなんて、部へ屋やがめちゃくちゃになってて！　バイト帰がえりに飲のんで、酔よっ払ぱらって暴あばれちゃったなんて言いうの。それって、変へんじゃない？　きのう、あんたたちと会あう前まえ、ずーっと片かたづけ手て伝つだってたんだから……。宝ほう石せきなんてくれなくていいから、元もとの貴たか樹きに戻もどってほしいよ。そう言いって怒おこったら、出でてっちゃって」

　凛りん花かはＴティーシャツに顔かおをうずめて、すすり泣ないた。

　麻ま由ゆ香かは何なんと言いっていいかわからず、凛りん花かと陽詩ひなたをちらちらと見み比くらべている。

　陽詩ひなたの頭あたまの中なかで、警けい告こくランプが点てん滅めつしはじめた。

　何なんだろう……。何なにかと何なにかがつながりそうだ。重じゅう大だいなことがすぐ目めの前まえにあるのに、どうしてもつかめない。ここでしっかりつかまないと、大たい変へんなことになる気きがするのに……。

　陽詩ひなたの口くちが、勝かっ手てに動うごいた。

「凛りん花かさんの誕たん生じょう石せきって何なに？」

　凛りん花かは顔かおを上あげ、ぽつんと答こたえる。

「五月がつだから、エメラルド……」

　ん？　エメラルドって、最さい近きんどこかで聞きいた言こと葉ばだ。頭あたまの中なかに、声こえが響ひびいてくる。

　──お預あずかりしたエメラルドの指ゆび輪わなんだけど……。

　そうだ！　陽詩ひなたは凛りん花かの目めをしっかりと見みた。

「凛りん花かさん、そのリング、ある？」

「あるよ。貴たか樹き、置おいたまま出でて行いっちゃったんだもん」

「ぼくに見みせてくれない？」

「いいけど……」

　凛りん花かは一いち度ど部へ屋やに引ひっこみ、持もってきたリングを手てのひらにのせて見みせてくれた。

　金きんの台だいに、楕だ円えん形けいの透すき通とおった宝ほう石せきが付ついている。緑みどり色いろだ。まわりに小ちいさなダイヤがちりばめられていて、とても豪ごう華か。凛りん花かが言いうように、「めっちゃ高たかそうなヤツ」に見みえる。

「きれいねー。大おおきな宝ほう石せき！」

　麻ま由ゆ香かがうっとりした声こえを上あげた。

　陽詩ひなたは、穴あなが開あくほどリングを見みつめた。また声こえが聞きこえてきた。

　──単たんなる緑みどりのガラス玉だまかもって、おばあちゃんも笑わらってました。

　あまりにも長ながい間あいだ見みつめていたので、凛りん花かがとまどって言いった。

「ねえ、もういい？」

　陽詩ひなたは顔かおを上あげた。

「これ、ちょっと貸かしてもらえませんか？」

「え？」

「見みせたい人ひとがいるんだけど……」

　凛りん花かと麻ま由ゆ香かが、同どう時じに言いった。

「だれに？」

　陽詩ひなたはぐっと詰つまった。えーと、何なんて言いったらいいんだろう。

「そ、その……、知しり合あいの宝ほう石せき屋やさん。価か値ちがわかるかもしれないから……」

「あ、桜さくら子こさん？」

　麻ま由ゆ香かがうれしそうに言いった。

「行いく！　わたしも行いく」

「麻ま由ゆ香かは、クリスとここで待まってて。すぐ帰かえってくるから」

「何なんで！」

　ほっぺたをふくらませる麻ま由ゆ香か。陽詩ひなたはなだめすかすように言いった。

「ぼくがすごく高たかいリングを借かりていくんだから、麻ま由ゆ香かはその代かわりにここにいて」

　凛りん花かがくすっと笑わらって、リングを陽詩ひなたに渡わたした。

「陽詩ひなたくん、まじめだね。あんたがそれ持もって逃にげるとは思おもってないよ。宝ほう石せき屋やさんの知しり合あいがいるなんて、小しょう学がく生せいにしてはすごいけど……」

　麻ま由ゆ香かはちょっと得とく意いげにあごを上あげる。

「商しょう店てん街がいのご近きん所じょさんなの。すてきなおばあちゃんなんだよ」

「そっか……。ねぇ、麻ま由ゆ香かちゃんとクリスがいてくれるとうれしいな。破やぶれたカーテン外はずすの、手て伝つだってくれない？　ひとりでいると、気きが滅め入いるし」

　麻ま由ゆ香かはちらっと陽詩ひなたを見みてから、返へん事じをした。

「……じゃ、いいよ、ここにいても。クリスも部へ屋やに上あがっていい？　足あしふくのに、ぞうきんとか、ウエットティッシュとか、ある？」

　凛りん花かが取とりに入はいったすきに、麻ま由ゆ香かは陽詩ひなたをにらんで言いった。

「早はやく帰かえってきてよね。そのあいだに、貴たか樹きの部へ屋やを捜そう査さしとくから」

　陽詩ひなたはうなずくと、クリスの頭あたまをなでた。

「麻ま由ゆ香かを頼たのむね。できるだけ早はやく帰かえってくる」

　クリスは了りょう解かいというようにウォウと鳴ないてから、麻ま由ゆ香かを見み上あげる。

　陽詩ひなたは、リングを握にぎり直なおして走はしり出だした。




　たしか、商しょう店てん街がいのパン屋やさんの横よこを入はいって……。

　陽詩ひなたは記き憶おくをたどりながら走はしった。前まえに、茶ちゃ々ちゃ丸まるの薬くすりを届とどけたことがある。病びょう院いんが忙いそがしくて手て伝つだってくれと、裕ゆう介すけに頼たのまれたのだ。家いえの前まえに、立りっ派ぱな松まつの木きがあったはず。

　陽詩ひなたは松まつの木きを見みつけて、門もんの表ひょう札さつを確かく認にんし、その下したのインターホンを押おした。すぐ、応おう答とうがあった。

「はい、どちらさま……、あ、陽詩ひなたくん！」

　すぐに、玄げん関かんの引ひき戸どが開あいて、顔かおを出だしたのは竹たけ内うち類るいだった。

「茶ちゃ々ちゃ丸まるが外そとに出でるといけないので、入はいって、入はいって」

　手て招まねきされるままに、陽詩ひなたは門もんを開あけて入はいった。昭しょう和わの匂においがする家いえだが、さすがにお茶ちゃの先せん生せいの家いえ。玄げん関かんはきれいに掃そう除じされていて、横よこの靴くつ箱ばこの上うえには、紫むらさき色いろの花はなが活いけてあった。

　類るいは、笑え顔がおで立たっている。廊ろう下かの奥おくの引ひき戸どのすきまから、茶ちゃ々ちゃ丸まるが半はん分ぶん顔かおを出だしていた。

「陽詩ひなたくん、どうしたんですか？　遊あそびに来きてくれるなんて、珍めずらしいですね」

　遊あそびに来きたんじゃないけど……。陽詩ひなたはごくんとつばを飲のんで、右みぎ手てを突つき出だした。

「こ、これ……。竹たけ内うち類るいくんはこれ知しってる？」

「え？」

　類るいが壁かべのスイッチを入いれると、薄うす暗ぐらかった玄げん関かんにパッと明あかりがついた。陽詩ひなたの手てのひらで、リングがキラッと輝かがやく。

「あ……」

　類るいはポカンと口くちを開ひらいた。

「こ、これ、おばあちゃんの指ゆび輪わにすごく似にてます。でも、あれは泥どろ棒ぼうに取とられたんですよね？　今いまおばあちゃんはお茶ちゃ会かいで出でかけていますが、ぼくでよければちょっと拝はい見けん……」

　類るいは陽詩ひなたの手ての上うえからリングをつまみ上あげた。メガネをかけ直なおして、明あかりにかざして見みる。

「……やっぱり、おばあちゃんの指ゆび輪わです。ここに、和かず恵えって入はいってるでしょ？」
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　リングを受うけ取とった陽詩ひなたは、ふるえる手てで類るいと同おなじように明あかりにかざした。金きんの輪わの内うち側がわに、小ちいさなアルファベットが並ならんでいる。Ｋ、Ａ、Ｚ、Ｕ、Ｅ、かずえ……。

　陽詩ひなたは、胸むねがキューンと痛いたくなるのを感かんじた。

　やっぱりそうか。「ジュエリーＳＡサＫＵクＲＡラ」から盗ぬすまれたはずのこの指ゆび輪わを、貴たか樹きさんが持もっていたっていうことは……。

「陽詩ひなたくん、これ、どうしたんですか？」

　類るいはまゆを寄よせてたずねる。答こたえにつまった陽詩ひなたに、さらに問といかけてきた。

「どこかで拾ひろったんですか？」

　陽詩ひなたはあいまいな笑えみを浮うかべると、リングを類るいの手てに押おしつけ、早はや口くちで言いった。

「い、今いまは言いえない……。ただ、竹たけ内うち類るいくんのおばあちゃんのかもしれないと思おもって、確たしかめに来きたんだ。あとでまた説せつ明めいに来くるから、おばあちゃんに渡わたしておいて……。ごめんっ」

　陽詩ひなたはくるりとふり向むいて、すばやく外そとに走はしり出でた。

「陽詩ひなたくん！」

　うしろから類るいの声こえが追おいかけてきたがそれを無む視しし、陽詩ひなたは一いっ気きに商しょう店てん街がいをかけぬけた。
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「麻ま由ゆ香か！　凛りん花かさん!!」

　陽詩ひなたは貴たか樹きのアパートにたどり着つくと、息いきをはずませて部へ屋やのドアをたたいた。

「陽詩ひなたくん。どうしたの？　そんな大おお声ごえ出だして」

　凛りん花かがドアを開あけて、顔かおをしかめる。陽詩ひなたは、まずあやまった。

「ご、ごめんなさい、凛りん花かさん。あのリング、持もち主ぬしに返かえしちゃった」

「持もち主ぬし？　え？　あれ、他ほかの人ひとのだったの？　じゃ、貴たか樹きは……」

　陽詩ひなたは、戸と惑まどい驚おどろく凛りん花かの言こと葉ばをさえぎった。

「貴たか樹きさん、どこ行いったのかな。すぐ、話はなしをしたいんだ。凛りん花かさんに思おもい当あたるところない？」

　目めの前まえの真しん剣けんな顔かおを見みて、凛りん花かも表ひょう情じょうを硬かたくした。

「どこって……。友ともだちのうち？　大だい学がく？　スマホで連れん絡らくしようか？　あ、でも、バイト中ちゅうだと出でられないかも……」

　陽詩ひなたははっとした。そうだ、もうひとつ確たしかめておかなきゃいけないことがあった。

「凛りん花かさん、貴たか樹きさんのバイトって、何なんの仕し事ごとか知しってる？」

「ううん。貴たか樹きったら、教おしえてくれないんだもん。始はじめる前まえは、割わりのいい仕し事ごとでバイト代だいが楽たのしみだって言いってたんだけど、けっこう中なか身みがきつかったらしくて……」

　凛りん花かの後うしろから、麻ま由ゆ香かとクリスが顔かおを出だす。

「陽詩ひなた、桜さくら子こさんに会あえた？」

「クリス！」

　陽詩ひなたは叫さけんだ。いつもと違ちがう陽詩ひなたの様よう子すに、クリスはピンと頭あたまを上あげ、緊きん張ちょうして次つぎの言こと葉ばを待まっている。

「クリス、捜そう査さを頼たのんでもいい？」

「ワン！」

　クリスは元げん気きよく吠ほえた。

「凛りん花かさん、これ、貴たか樹きさんのスニーカーだよね？」

　うなずく凛りん花かの前まえで、陽詩ひなたは玄げん関かんにあったはき古ふるしたスニーカーを取とり上あげ、クリスの鼻はな先さきにさし出だした。

「クリス、嗅かげ」

　クリスはスニーカーに鼻はなを寄よせ、クンクンと匂においを嗅かぐ。

「ＯオーＫケー、クリス？」

　クリスは目めを上あげて、大だい丈じょう夫ぶだよと言いうように陽詩ひなたを見みた。

「じゃ、行いくよ。麻ま由ゆ香かも来くるよね？　貴たか樹きさんを捜さがすんだ」

「もちろん！」

　麻ま由ゆ香かはいそいそと靴くつをはく。

　凛りん花かは、両りょう手てをほおに当あてておどおどしている。

「な、何なに？　わ、わたしは、どうしたら……」

「凛りん花かさんは、ここで留る守す番ばんしてて。貴たか樹きさんを見みつけたら、すぐ連つれて帰かえってくるから」

「わ、わかった……」

　陽詩ひなたはリードをぎゅっと握にぎると、クリスに命めい令れいした。

「捜さがせ！」




　クリスは、道どう路ろに鼻はなを近ちかづけて、フンフン嗅かぎながら進すすんでいく。

　交こう番ばんの前まえを通とおりすぎ、たまたま青あおだった信しん号ごうを渡わたる。

「どうしたの？　貴たか樹きに何なにかあったの？」

　麻ま由ゆ香かが陽詩ひなたの横よこを歩あるきながら、小こ声ごえで聞きいた。

「あのリング、竹たけ内うち類るいくんのおばあちゃんのだった。類るいくんに確かく認にんしてもらったんだ」

　陽詩ひなたも小こ声ごえで答こたえる。ふたりとも、クリスの集しゅう中ちゅう力りょくを妨さまたげないようにと無む意い識しきに声こえを落おとしていたのに、麻ま由ゆ香かは思おもわず大おお声ごえを上あげた。

「えっ?!　竹たけ内うち類るい？」

「しっ！」

「あ、ごめん……。それって、桜さくら子こさんのお店みせから、泥どろ棒ぼうされたヤツ？」

　陽詩ひなたは無む言ごんでうなずく。

「ってことは、貴たか樹きが宝ほう石せき泥どろ棒ぼうだったってこと？　……うそでしょ？」

　うそだと思おもいたい。でも事じ実じつ、あのリングは盗ぬすまれたものだったんだから、貴たか樹きさんが無む関かん係けいだとは思おもえない。こうなったら、できるだけ早はやく貴たか樹きを見みつけて説せっ得とくし、できたら自じ首しゅしてほしい。

　クリスは商しょう店てん街がいを抜ぬけて、駅えきに出でる。貴たか樹きが電でん車しゃに乗のったのだとしたら、もうそこで匂においは追おえないはずだ。でも、そうではなかったようだ。クリスは駅えきを通とおりすぎ、警けい報ほうが鳴なる踏ふみ切きりの前まえですわった。

「貴たか樹き、駅えきの向むこう側がわへ行いったんだね」

　麻ま由ゆ香かがつぶやいた。

　駅えきに停とまっていた電でん車しゃが徐じょ々じょにスピードを上あげ、ゴーゴーと目めの前まえを通とおりすぎていく。クリスはそれを目めで追おっていたが、遮しゃ断だん機きが上あがるとまた鼻はなを下さげ、線せん路ろを渡わたった。

　そのまま道どう路ろをまっすぐに進すすみ、電でん柱ちゅうのまわりをウロウロする。

「匂におい、途と切ぎれたのかな」

　麻ま由ゆ香かは心しん配ぱいしたが、クリスはすぐにまた進すすみ始はじめた。大だい丈じょう夫ぶ、見みつけたようだ。

　だが、コンビニの前まえを通とおりすぎ、左ひだりの道みちに入はいると、クリスは動うごきを止とめた。白しろい丸まるまゆを寄よせ、悲かなしそうに陽詩ひなたを見み上あげて、クーンと鳴なく。

「わからなくなっちゃったか……。また、車くるまかな」

　陽詩ひなたはまわりを見みまわした。目めの前まえは四階かい建だての古ふるいビル、左さ右ゆうには戸こ建だて住じゅう宅たくが並ならんでいる。駅えき前まえは人ひと通どおりがあったが、このあたりはシーンと静しずまり返かえっていた。

「どうしよう……」

　麻ま由ゆ香かもきょろきょろして、貴たか樹きのツンツン頭あたまが見みえないか捜さがしている。

「やっぱ、だめか」

　陽詩ひなたはため息いきをついた。

　これからどうしよう。神じん社じゃに隠かくしてあるお金かねを、岩いわ田たさんに届とどけるしかないか。いや、岩いわ田たさんをお金かねのところに連つれて行いった方ほうがいいのかな……？

　陽詩ひなたが思おもいめぐらしていると、クリスがピンと鼻はなを上あげた。空くう気きの中なかの匂においを嗅かぐように、クンクン鼻はなの頭あたまを動うごかしている。

「クリス、何なにか匂におうの？」

　麻ま由ゆ香かがかがみこんでたずねる。陽詩ひなたはその肩かたをつかんだ。

「麻ま由ゆ香か、クリスにまかせて」

　クリスは鼻はなを上あげたまま、歩あるき出だした。来きた道みちを踏ふみ切きりの方ほうへ戻もどるかと思おもったとき、ふとコンビニに首くびを向むける。

　コンビニ前まえは、車くるま三台だい分ぶんの駐ちゅう車しゃ場じょうになっていた。そこに、シルバーのワゴン車しゃが一台だい、道どう路ろにお尻しりを向むけて停とまっている。ところどころこすれたりへこんだりした、使つかいこんだ車くるまだ。

　麻ま由ゆ香かは、ハッと陽詩ひなたの腕うでに手てをかけ、ささやいた。

「陽詩ひなた、あの助じょ手しゅ席せきの……！」

　ワゴン車しゃのリアウインドウから中なかに目めを凝こらしてみると、助じょ手しゅ席せきに乗のっている人ひと影かげが見みえた。その髪かみの毛けが、ツンツン立たっている。

「た、貴たか樹きさん！」

　クリスも、その車くるまの左ひだり側がわのドアへと近ちかづいていく。

　陽詩ひなたが窓まどから助じょ手しゅ席せきをうかがうと、貴たか樹きが体からだをこわばらせ、じっと前まえを見みてすわっていた。運うん転てん席せきは空からで、キーは差ささったままになっている。

　陽詩ひなたは窓まどを指ゆびでコツコツとたたいた。貴たか樹きはビクッとして横よこを見みる。その目めが大おおきく開ひらいた。

「ひ・な・た」

　口くちがそう動うごいたのがわかる。陽詩ひなたは手てまねで、窓まどを開あけるように伝つたえた。

　窓まどが下さがると、中なかから大だい音おん量りょうの曲きょくがあふれてきた。

「陽詩ひなた、こんなとこで何なにやってんだよー！」

　貴たか樹きが、音おん楽がくに負まけないように怒ど鳴なる。陽詩ひなたも怒ど鳴なり返かえした。

「貴たか樹きさん、降おりてきて！　話はなしがあるんだ！」

　貴たか樹きはおびえたようにコンビニの店てん内ないに目めをやると、少すこし声こえを落おとした。

「ヤツは飲のみ物ものを買かいに行いっただけなんだ。戻もどってくる前まえに、どっか行いってくれよ！　おれ、降おりるわけには、いかねーんだよ」

「そんなこと言いわないで、降おりて！　凛りん花かさんが待まってるよ」

　凛りん花かの名な前まえを聞きいたからか、貴たか樹きの顔かおがクシャッと泣なき顔がおになった。

「頼たのむから、早はやくどっか行いってくれ。おまえたちを巻まきこみたくねーんだ。おれ……、おれは、もう、どうにもならねーんだから……」

「どこへ行いくの？」

「……知しらねーよ。すぐ、離はなれろ……」

　そう言いうと、貴たか樹きは窓まどを閉しめて、助じょ手しゅ席せきで頭あたまを抱かかえてしまう。

　陽詩ひなたがぼうぜんとしていると、麻ま由ゆ香かが服ふくのすそを引ひっぱった。

「陽詩ひなた、後うしろのハッチが開あくよ。わたしたちも乗のろう！」

　え？　陽詩ひなたの目めが点てんになった。うそだろ？

　麻ま由ゆ香かが車くるまの後うしろに回まわると、ハッチを開あけるカチャッという音おとがした。あわてて陽詩ひなたもクリスを連つれて後うしろに回まわる。

　ワゴン車しゃの荷に台だいには、古ふるびた脚きゃ立たつや道どう具ぐ箱ばこといっしょに、大おおきなブルーシートがくしゃくしゃに押おしこんである。麻ま由ゆ香かはさっさと荷に台だいに乗のりこんで、陽詩ひなたを手て招まねきした。

「陽詩ひなた、早はやく乗のって！」
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　貴たか樹きがシートベルトをしたまま後うしろを振ふり返かえり、叫さけんだ。

「バカ、おまえら、何なにやってんだ！　降おりろって!!」

「黙だまってて、貴たか樹き！」

　麻ま由ゆ香かは怒いかりをこめて怒ど鳴なった。

「あんたのせいでこんなことになったんだからね！　陽詩ひなた、早はやく!!」

　陽詩ひなたの心しん臓ぞうは、破は裂れつしそうに大おおきく打うっている。早はやくって、何なに？　そんなことできないよ。でも、麻ま由ゆ香かはもう乗のっちゃってるし、ひとりにしておくわけにはいかない……。

　陽詩ひなたは混こん乱らんしてクリスを見みた。

　クリスは片かた足あしを上あげて、陽詩ひなたの言こと葉ばを待まっている。もう準じゅん備びはできてますよと言いうように。

「の、乗のれ、クリス」

　クリスはさっと荷に台だいに飛とび乗のった。陽詩ひなたもあとから続つづき、中なかからハッチを下おろして閉しめた。

「降おりろって───!!　ク、クリスもいるのか……?!」

　貴たか樹きが助じょ手しゅ席せきでじたばたしている。

　体からだの自じ由ゆうがきかないのかもしれない。縛しばられているのかな？　陽詩ひなたの背せ中なかがぞくっとする。

　麻ま由ゆ香かはブルーシートを陽詩ひなたとクリスの上うえにかぶせ、自じ分ぶんももぐりこんだ。

「貴たか樹き、わたしたちのことしゃべったら、ただじゃおかないからね！」

　麻ま由ゆ香かの勢いきおいに、貴たか樹きはピタッと黙だまった。

　麻ま由ゆ香かは後こう部ぶシートの背せにもたれ、体たい育いくずわりをして、息いきをつめている。陽詩ひなたも麻ま由ゆ香かの横よこに体からだをくっつけてすわった。クリスを引ひき寄よせて片かた手てでしっかりと抱だいた。

「ごめん、クリス。こんなことになっちゃって……」

　大だい丈じょう夫ぶ。ぼくたち相あい棒ぼうでしょ？　クリスは陽詩ひなたの手てを、ぺろぺろとなめるのだった。
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　五分ふんもしないうちに、運うん転てん席せきのドアが開あいた。人ひとが乗のりこみ車くるまがぐらっと揺ゆれる。

「飲のむか？」

　バンとドアが閉しまると、車しゃ内ないに流ながれている曲きょくに混まじって、男おとこの声こえが聞きこえてきた。シートベルトの金かな具ぐが、カチリとはまる音おとがした。

「……おれ、いま、いいっす……」

　貴たか樹きが答こたえる。少すこしふるえているようだ。

「そうか？」

　男おとこの声こえには、バカにしたような響ひびきがある。

「じゃ、行いくぞ。ボスがイライラして待まってるんだ」

　カチャッと、ドアロックがかかった。

　うわぁ、もう降おりられない、どうしよう……。陽詩ひなたは麻ま由ゆ香かを肩かたで押おした。麻ま由ゆ香かはひじで陽詩ひなたを押おし返かえしてくる。

　車くるまはいきなり乱らん暴ぼうにバックし、陽詩ひなたたちは前まえにつんのめりそうになった。後こう部ぶが右みぎに振ふられ、ガタンと車しゃ道どうに出でると、勢いきおいよく走はしり出だす。

　陽詩ひなたは、せめて車くるまがどっちの方ほう向こうへ行いくのか、覚おぼえていようと思おもった。えーと、いまは踏ふみ切きりと反はん対たいの方ほう角がくへ向むかったのかな？　しかし、何なん度どか曲まがると、それもさっぱりわからなくなる。

　運うん転てん席せきの男おとこが、大おおきな声こえを上あげ始はじめた。

「貴たか樹き、おまえがヘマするもんだから、こっちまで大たい変へんな目めにあってるんだぞ！」

　陽詩ひなたは、思おもわず首くびをすくめた。麻ま由ゆ香かの手ては、陽詩ひなたのそでをギュッとにぎる。

「何なん度ども言いうけどな、だいたい、仕し事ごとであずかった荷に物もつをひったくられるなんて、ありえねえだろ？　おかげでめちゃくちゃ莫ばく大だいな損そん害がいが出でちまったんだってよ」

「す、すい……ませ…………」

　貴たか樹きの声こえは、ほとんど音おん楽がくにかき消けされている。

「あやまりゃ済すむってもんじゃねーぞ。あれで開あいた穴あなは、おまえがいくら働はたらいたって、簡かん単たんに埋うまるもんじゃねーんだよ」

「わかっ……て……」

「とりあえずは、ボスが連つれてこいって言いってるから、おとなしくしてろ。ホントは、このまま海うみに沈しずめられても、文もん句くは言いえねーんだぞ」

　麻ま由ゆ香かが「うっ」と息いきをのむ音おとが、陽詩ひなたに聞きこえた。

「あ、あの人ひと、すごくヤバい……」

　ごくごく小ちいさな声こえで、陽詩ひなたの耳みみにささやく。

　いまごろ後こう悔かいしたっておそいよ！　陽詩ひなたは麻ま由ゆ香かをにらんだ。麻ま由ゆ香かが乗のるって言いったんだぞ。

　あのとき、岩いわ田たさんも忠ちゅう告こくしてくれた。危あぶないことに首くびを突つっこんじゃダメだよって……。

　陽詩ひなたはクリスの背せ中なかをなでながら、何なん度ども心こころの中なかであやまっていた。

　クリス、ごめんね、巻まきこんじゃって……。




　三十分ぷんぐらい走はしっただろうか。

　車くるまはドンドンと何なにかを乗のり越こえた後あと、停てい止ししてエンジンが切きられた。大だい音おん量りょうで流ながれていた音おん楽がくも止とまる。いきなり静しずまりかえった車しゃ内ないで、陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは思おもわず口くちを手てでふさいだ。

　シートベルトが外はずれる音おとがして、男おとこが言いった。

「さーて、降おりてもらおうか」

　男おとこはまず自じ分ぶんが車くるまから降おりると、車くるまの左ひだり側がわに回まわり、助じょ手しゅ席せき側がわのドアを開あけた。

　カチャカチャと金きん属ぞく音おんがする。やっぱり貴たか樹きは、シートにしばりつけられていたのだろうか。

「ほら、降おりろ」

　ゴトンと車くるまがゆれて、貴たか樹きが外そとへ出でる気け配はいがした。

　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは、頭あたまをひざのあいだに入いれ、息いきをつめてじっと体からだを硬かたくする。

　でも、このまま車くるまがロックされたら、ぼくたちどうすればいいんだ？　陽詩ひなたが、ふとそう思おもったときだった。

　クリスがピクンと動うごいた。

　陽詩ひなたがハッとして目めを上あげると、ブルーシートのすきまから、小ちいさな黒くろい点てんがちょろちょろと入はいって来くる。なんだろう……？　あっ?!

　気きづいたときは遅おそかった。その黒くろいものは、クリスの鼻はな先さきまで近ちか寄よってきたのだ。

「キャイーン、キャイーン！」

　クリスが大おおきな悲ひ鳴めいを上あげて、跳とび上あがる。クモ！　黒くろい点てんは、車くるまに迷まよいこんだクモだった。

「な、なんだ?!」

　驚おどろいた男おとこは車くるまの後うしろに回まわり、ハッチを開あける。

　その瞬しゅん間かん、パニックを起おこしたクリスが、ブルーシートの下したから車くるまの外そとへ飛とび出だした。陽詩ひなたの手てから、リードがすり抜ぬけていく。クリス！

「うおっ?!」
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　男おとこの驚おどろいた声こえがあたりに響ひびく。一いっ瞬しゅんののち、ガサガサッと音おとがして、陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かが身みを隠かくしていたブルーシートが一いっ気きにはがされた。

　荷に台だいに並ならんですわっていた陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かの目めの前まえに、ごつごつした男おとこの顔かおが、にゅっとつきだされる。ふたりは息いきをつめて、ぎゅっと体からだを寄よせあった。

「お、おまえら、何なんなんだ……？」

　体からだの大おおきなその男おとこは、ポカンとしてつぶやく。自じ分ぶんの車くるまに、見み知しらぬ子こどもと犬いぬが乗のっていたという思おもいがけない事じ実じつに、頭あたまが混こん乱らんしているようだ。

　すると、男おとこの後うしろによろよろと近ちかづいてきた貴たか樹きが、声こえをかけた。

「あの、すみません……。そ、そいつら、何なんの関かん係けいもねーんで、逃にがしてやって……」

　男おとこはくるっと振ふり返かえって、貴たか樹きを怒ど鳴なりつけた。

「こいつら、おまえの知しり合あいか?!」

「い、いえ、知しり合あいってわけじゃ……」

「じゃあなんで、ここにいるんだよ！」

　貴たか樹きは男おとこの勢いきおいに、身みを縮ちぢめて黙だまりこんでしまう。

　男おとこは、また陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かに目めを向むけると、恐おそろしい形ぎょう相そうでにらんだ。

「おとなしくしてろ。後あとでまた来くる」

　ハッチがバタンと閉しまり、ガチャッとロックがかかった。




「ど、どうする……？」

　麻ま由ゆ香かがおずおずと聞きいた。

「どうするって、そんなことわかんないよ！　自じ分ぶんでも考かんがえてよ」

　陽詩ひなたは怒おこって言いいかえす。

　クリスはどうしただろう……。今いまは自じ分ぶんのことより、パニックを起おこして飛とびだして行いったクリスが心しん配ぱいだ。

「ごめん……」

　麻ま由ゆ香かは、片かた手てで目めをこすっている。まったく、初はじめだけは勢いきおいがいいんだから……。でも、クリスを捜さがすためにも、あの男おとこが戻もどってくる前まえに何なんとかしなくちゃ。

　陽詩ひなたは立たちあがると、シートを乗のり越こえて前まえの座ざ席せきに移うつった。座ざ席せきにはペットボトルや、紙かみ切きれが散さん乱らんしている。

　何なにか、脱だっ出しゅつに役やく立だつものはないかな？

　父ちち親おやの裕ゆう介すけに教おしえてもらったことがある。万まんが一いち、事じ故こで車くるまに閉とじこめられたり水すい没ぼつしたりしたら、緊きん急きゅう脱だっ出しゅつ用ようのハンマーを使つかって、横よこか後うしろの窓まどを割わって外そとに出でるのだと。

　シフトレバーの上うえを乗のり越こえて、ダッシュボードを見みる。小こ物もの入いれも開あけてみたが、ハンマーらしきものはない。シートの下したを見みてみようと思おもったときだ。

　いきなり車くるまのロックが解かい除じょされた。あわてて後うしろを振ふり返かえると、ハッチが開ひらこうとしている。

　陽詩ひなたは泳およぐようにシートの背せを乗のり越こえて、麻ま由ゆ香かのとなりに転ころがりこんだ。

「何なにやってんだ？」

　さっきの大おお男おとこが、頭あたまを下したにしてグンニャリとつぶれている陽詩ひなたに言いった。

「うう……」

　陽詩ひなたはうめきながら体たい勢せいを立たて直なおし、あらためて男おとこを見みた。元もとラグビー選せん手しゅだった裕ゆう介すけよりも、ふた回まわりぐらい大おおきい。体からだは大おおきいけれど、顔かおつきはまだ若わかい。貴たか樹きと同おなじくらいだろうか。

「ほら、出でろ。まったく世せ話わを焼やかせやがって。しょーがねーなー」

　麻ま由ゆ香かといっしょによろけながら外そとに出でると、男おとこはいきなり陽詩ひなたをだきあげ、肩かたにかついだ。世せ界かいがぐるりと回まわり、陽詩ひなたの頭あたまはくらくらした。がっしりした腕うでで、足あしを抱かかえこまれる。

「おまえも来こい」

　男おとこは麻ま由ゆ香かの手て首くびを握にぎって、引ひっぱった。

「いたーい！」

　麻ま由ゆ香かが叫さけぶ。本ほん当とうに痛いたいのではなく、反はん抗こうからの叫さけびのようだ。

　逆さかさまにかつがれたまま、目めだけを動うごかしてあたりを見みた。荒あれた駐ちゅう車しゃ場じょうのようだ。アスファルトのひび割われから、草くさがぼうぼうと生はえている。

　大おお男おとこがちょっと体からだの向むきを変かえると、陽詩ひなたの目めに、道どう路ろの向むこうの河か川せん敷しきと、その先さきに赤あかく光ひかっている川かわがとびこんできた。日ひが傾かたむき、夕ゆう日ひが映はえているらしい。こんな状じょう態たいなのに、何なんだか懐なつかしさを覚おぼえる風ふう景けいだ。

　クリス、どこだよ……？　陽詩ひなたの胸むねが、チクチクと痛いたんだ。

　男おとこは駐ちゅう車しゃ場じょうの奥おくの古ふるびたマンションに入はいった。エントランスにずらっと並ならんだ郵ゆう便びん受うけは、チラシがぎっしり詰つめこまれていたり、汚よごれた粘ねん着ちゃくテープでふさいであったりするところが多おおい。人ひとが住すんでいる部へ屋やは、ほとんどないのかもしれない。

　大おお男おとこは、一階かいの角かど部べ屋やのドアの前まえまで来くると、麻ま由ゆ香かをつかんでいた手てを放はなし、尻しりポケットからカギを出だした。片かた手てで器き用ようにドアのカギを開あけ、麻ま由ゆ香かの背せを押おした。

「さっさと入はいれ」

　後うしろ手でにドアを閉しめてカギとチェーンをかけると、玄げん関かんのたたきで陽詩ひなたを下おろす。また体からだが回まわされ、頭あたまがくらくらして、陽詩ひなたはその場ばにへたりこんでしまった。

「ほら、立たちな」

　大おお男おとこが陽詩ひなたの腕うでをつかんで引ひき上あげた。

「ダイヤ、そいつらをこっちへ連つれてこい」

　奥おくの部へ屋やから声こえがかかる。

「わかりました。上あがれ、靴くつは脱ぬがなくてもいいから……」

　ダイヤと呼よばれた男おとこは、麻ま由ゆ香かと陽詩ひなたの背せ中なかを後うしろから押おした。

　古ふるくて汚よごれてはいるが、ふつうのマンションの一室しつだった。狭せまい玄げん関かんを上あがると廊ろう下かがあり、右みぎと左ひだりにドアがある。右みぎはたぶん、お風ふ呂ろとトイレだ。左ひだりは寝しん室しつに使つかわれていたのかもしれない。

　奥おくは広ひろいリビングダイニングだった。ほこりっぽい床ゆかの上うえに、テーブルやイスがでたらめに置おかれている。いくつも段だんボールが積つまれ、いろいろなゴミが散ちらばって、雑ざつ然ぜんとしていた。

　正しょう面めんの大おおきな掃はき出だし窓まどには厚あついカーテンが引ひかれているが、その隙すき間まから強つよい光ひかりが射さしている。西にし向むきなのだろう。

　左ひだり側がわに置おかれたソファーに、中ちゅう年ねんの男おとこが足あしを組くんですわっていた。ダイヤが話はなしていた、ボスらしい。白しら髪がの交まじった長ながめの髪かみにやせた顔かお、黒くろっぽいスーツを着きている。

　その前まえで、背せ中なかを丸まるめて立たっているのは、貴たか樹きだ。

「そのガキか、車くるまに入はいりこんでたのは」

　ボスはじろりと陽詩ひなたたちを見みる。ダイヤが、あわててあやまった。

「すいません、おれ、気きがつかねーで……」

「まったく、今こん回かいは使つかえねぇヤツばっかりだよ。イヤになる」

　首くびをふると、ボスは親おや指ゆびを貴たか樹きにつきだした。

「このガキは、おまえの知しり合あいなのか？」

「い、いえ、知しりません……」

　貴たか樹きは、ツンツン頭あたまを振ふり乱みだして答こたえた。

「おれとはぜんぜん関かん係けいねーし、こいつら何なにも知しらないと思おもうんで、このまま……」

　片かた手てをしっしっと振ふって貴たか樹きの言こと葉ばをさえぎると、ボスは舌した打うちしながら言いった。

「関かん係けいあるなしは、どうでもいい。ここまで来きちまったからには、どうにかしないとな」

　麻ま由ゆ香かが両りょう手てで陽詩ひなたの腕うでにしがみつく。陽詩ひなたもその上うえに自じ分ぶんの手てを置おいて、ぎゅっと握にぎった。

　──ホントは、このまま海うみに沈しずめられても、文もん句くは言いえねーんだぞ。

　さっき車くるまの中なかで聞きいた、ダイヤの言こと葉ばが頭あたまをよぎる。

　ボスはソファーにもたれていた上じょう半はん身しんを起おこして、組くんだ両りょう手てにあごをのせ、陽詩ひなたたちをじっと見みた。ゆっくりと口くちを開ひらく。

「どうしてあの車くるまに入はいりこんだのか、教おしえてもらおうか」

　男おとこの鋭するどい視し線せんにさらされて、ふたりは縮ちぢみ上あがった。

　陽詩ひなたののどは、ごくりごくりと鳴なるだけで、言こと葉ばが出でてこない。麻ま由ゆ香かも同おなじようにくちびるをかみしめている。頭あたまの中なかでは、岩いわ田たさんに言いわれたことが何なん度どもリピートして響ひびいていた。

　──おとなの世せ界かいには、思おもいがけない闇やみもあるからね。

　岩いわ田たさん、ぼくたちほんとに闇やみの中なかにとびこんじゃったみたいだ。クリス、クリスはどうしているだろう。クリスだけでも、安あん全ぜんなところにいてほしい……。陽詩ひなたの目めの奥おくが、じわっと熱あつくなってきた。

「まあ、いい……。どうするかは、上うえにおうかがいを立たてなけりゃなるまい」

　ボスはフッとため息いきをつくと、視し線せんを貴たか樹きにもどして話はなしを続つづけた。

「その前まえに仕し事ごとの話はなしをしなくちゃな。おまえには、前まえの損そん失しつを埋うめてもらわなくちゃならないから。そう簡かん単たんには借かりを返かえせないぐらいのヘマをしたことは、自じ分ぶんでもわかってるな？」

　冷つめたい笑えみが、ボスの顔かおいっぱいに広ひろがっていく。

「大だい事じな彼かの女じょがいるんだろ？　もう失しっ敗ぱいはできないよな」

　陽詩ひなたは、貴たか樹きがグッとこぶしを握にぎるのを見みた。だが、貴たか樹きは何なにも言いえずに身みをふるわすばかりだ。

「上うえは、もう一いち度どチャンスをやると言いっている。しっかり働はたらくんだな」

　そう言いうと、ボスはダイヤに指さし図ずした。

「これから具ぐ体たい的てきな話はなしをするから、おまえ、ガキどもといっしょに、そっちの部へ屋やに入はいってろ。ちゃんと見み張はってろよ」

　ダイヤは軽かるく頭あたまを下さげると、陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かの腕うでをつかんで、リビングから連つれ出だそうとした。

　そのとき、玄げん関かんの方ほうから、不ふ思し議ぎな音おとが聞きこえてきたのだ。

　カリカリカリ、カリカリ……、カリカリ……。

　一いち同どうがハッと身み構がまえた。

「何なんの音おとだ？」

　ボスが顔かおをしかめる。

　カリカリカリ……、カリカリ……。また音おとがする。

「見みてこい」

　ボスがダイヤにあごをしゃくった。彼かれは無む言ごんでうなずくと、玄げん関かんへむかう。

　その間あいだも、カリカリという音おとは続つづく。

　ダイヤがカチャカチャとチェーンをはずす音おとがして、ガチャリとドアが開ひらいた。

　すると、さっきまでの音おとはピタッと止やんで、チャッチャッチャッ……と、遠とおざかっていく軽かるい音おとが響ひびいた。

　ダイヤが急いそいで戻もどってきて、笑わらいながらボスに報ほう告こくした。

「ボス、犬いぬです。犬いぬが、ドアを引ひっかいてたんですよ。開あけたら、逃にげちゃいました！」

　クリス！　陽詩ひなたは声こえを上あげそうになった。麻ま由ゆ香かも、貴たか樹きも、ハッとして陽詩ひなたを見みる。

「いーぬー？　なんだ、そりゃ！」

　ボスがまゆをはね上あげ、思おもいきり顔かおをゆがめた。ダイヤが、勢いきおいよくボスに頭あたまを下さげた。

「すんませんっ！　こいつらといっしょに、犬いぬも一匹ぴき、車くるまに乗のってたんです。ハッチを開あけたとたんに飛とびだしていったので、放ほうっといたんですけど」

　ボスは、ハーッと大おおきなため息いきをついて、首くびを振ふった。

「ガキだの犬いぬだの、いったい何なんなんだ……。もういい。さっさとそいつらを連つれていけ」

　ダイヤがまた陽詩ひなたたちを引ひっ立たてる。陽詩ひなたがそっとうしろを見みると、ボスはソファーの上うえのビジネスバッグの中なかから、小ちいさな包つつみを取とりだしているところだった。

「これが次つぎの仕し事ごとの……」

　ワン！

　近ちかくで、犬いぬの大おおきな鳴なき声ごえがした。

　ウーッ、ワン、ワン！　ウーッ、ワン！

　クリス！

　陽詩ひなたはダイヤの手てを振ふりはらって、リビングへもどった。窓まどの外そとで、クリスが吠ほえている！

　ワン、ワン！　ウーッ、ワン!!

　クリス、ぼくたちがここにいることが、わかってるんだね！　陽詩ひなたの胸むねが熱あつくなる。

　あたりに響ひびき渡わたる犬いぬの鳴なき声ごえにボスはいらだち、大おおきな声こえで怒ど鳴なった。

「くそーっ！　うるさい、うるさい！　ダイヤ、黙だまらせろ！」

　ダイヤが窓まどにかけより、厚あついカーテンをザッと開ひらいた。大おおきな窓まどからサッと強つよい西にし日びが射さしこみ、部へ屋やの中なかにいた全ぜん員いんがとっさに目めに手てをかざす。

　ダイヤは窓まどをガラッと開あけて、外そとに向むかって大おお声ごえを上あげた。

「うるせーっ！　どっかへ行いっちまえ！」

　そのときだった。

　夕ゆう日ひをバックに、さっと黒くろい影かげが、飛とびこんできたのだ。
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　黒くろい影かげは、タッと床ゆかに降おり立たった。

　クリスだ！　目めを細ほそめて見みていた陽詩ひなたは、心こころの中なかで叫さけんだ。

　飛とびこんだとたん、クリスはソファーにすわっているボスに襲おそいかかった。

　ズボンのすそにかみついて、うなりながら首くびを強つよく左さ右ゆうに振ふる。
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「ウーッ、ウーッ!!」

「う、うわー！　や、やめろ！」

　思おもわず、手てから包つつみを取とり落おとすボス。

　陽詩ひなたは、床ゆかに転ころがった包つつみに飛とびついた。そして叫さけぶ。

「クリス！」

　陽詩ひなたは、ズボンにかみついたままのクリスを一いっ瞬しゅん抱だきしめた。そして、首くび輪わについていたリードをはずして叫さけんだ。

「これを持もって、逃にげろ！　行いけ！　振ふり返かえるんじゃない、行いけ!!」

　クリスは瞬しゅん間かん迷まよったように見みえた。だが、ボスのズボンを放はなすと、陽詩ひなたがさし出だした包つつみをくわえ、サッととびのいた。鋭するどい目めで、部へ屋やの中なかをぐるっと見みまわす。

　そしてちらっと陽詩ひなたにアイコンタクトを送おくると、窓まどからすばやく外そとへ飛とび出だしていったのだ。




　あっという間まの出で来き事ごとだった。

「なーにやってんだっ!!」

　われに返かえったボスが、逆ぎょく上じょうして怒ど鳴なった。足あしもとの陽詩ひなたをけり飛とばすと、ダイヤに向むかって片かた手てを振ふりまわす。

「追おえ、ダイヤ、あの犬いぬを追おえ！　あれを、あの包つつみを取とり返かえせ！」

　命めい令れいされたダイヤは、おびえたようにパクパクと口くちを動うごかした。

「お、おれ、めちゃ足あしが遅おそくて……」

　ボスの髪かみの毛けが、怒いかりで逆さか立だったように見みえた。

「バカ野や郎ろう！　とっとと行いけ！」

　ダイヤはあわてて窓まどへ向むかったが、途と中ちゅうで自じ分ぶんの足あしにつまずいた。ドーンと大おおきな音おとを立たてて、床ゆかに体からだがたたきつけられる。

「もういいっ！」

　ボスは、倒たおれたダイヤの体からだをひとけりすると、

「おれが行いく。こいつらを見み張はっとけ！」

と言いい残のこして、窓まどから飛とびだしていった。




「……いてて……」

　ダイヤが、けられた右みぎ肩かたをさすりながら上じょう体たいを起おこした。のろのろと立たちあがり、窓まどを閉しめてカーテンを引ひく。とたんに部へ屋やが暗くらくなる。

「おまえ、大だい丈じょう夫ぶか？」

　ダイヤは倒たおれている陽詩ひなたのそばへ行いき、そっと抱だき起おこした。

「う、うん……」

　陽詩ひなたはわき腹ばらをおさえながら、なんとか起おき上あがる。痛いたいけど、それよりクリスが……。

「ひなたー」

　麻ま由ゆ香かが泣なき声ごえを上あげながら、陽詩ひなたに抱だきついてきた。

「おれさ……」

　床ゆかにひざをついたまま、ダイヤがぽつりと言いう。

「こんなことやってて、言いえた義ぎ理りでもないんだけどさ。子こども相あい手てに乱らん暴ぼうなことはしたくないんだよ……。実じっ家かに、おまえらくらいの妹いもうとがいるし」

　彼かれは陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かの顔かおを見みながら、顔かおをゆがめて笑わらった。

「だからさ、おまえら勝かっ手てに逃にげろ。後あとはおれが何なんとかする。おれが怒おこられりゃ、すむことだ。……いや、それですむのかどうか、わかんねーけど」

「いっしょに逃にげようよ」

　麻ま由ゆ香かが真しん剣けんに言いった。

「自じ首しゅって知しってる？　悪わるいことしても、自じ分ぶんから交こう番ばんに行いけば、罪つみを軽かるくしてもらえるんだよ。貴たか樹きにも、そうしなさいって言いいに来きたの。だからわたしたち、あんたの車くるまに乗のったんだよ！」

　ダイヤは一いっ瞬しゅん目めを丸まるくすると、ハハッと声こえを上あげて笑わらった。そして、後うしろでぼうぜんと立たちつくしている貴たか樹きを、肩かたごしに親おや指ゆびで指さした。

「そうか、あいつにはいい友ともだちがいたんだな。おれは、ちょっと手て遅おくれだったかも……。いいから、あいつといっしょに逃にげろ」

「でも……」

　麻ま由ゆ香かは、ダイヤの腕うでを握にぎってもっと説せっ得とくしようとしたが、陽詩ひなたがかすれた声こえで言いった。

「ごめん、ぼくは先さきに行いく。クリスを助たすけなきゃ。クリスは、あいつに追おわれてるんだ。ぼくが行いけって言いったんだから……、ぼくが助たすけに行いかなきゃ……」

　陽詩ひなたはよろよろと立たち上あがり、窓まど辺べへ歩あるいていった。
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　陽詩ひなたは思おもいきりカーテンを開あけた。目めに夕ゆう日ひが突つき刺ささる。

　窓まどを開あけ放はなつと、陽詩ひなたは外そとに飛とび出だした。

　そこはベランダ。柵さくの真まん中なかに、駐ちゅう車しゃ場じょうへ下おりる小ちいさな階かい段だんがあった。

　階かい段だんをかけおり、駐ちゅう車しゃ場じょうを抜ぬけて車しゃ道どうを突つっ切きる。

　反はん対たい側がわの歩ほ道どうに立たつと、河か川せん敷しきの草くさむらと、その向むこうの遊ゆう歩ほ道どう、そして夕ゆう日ひに輝かがやく川かわ面もが、目めの前まえに広ひろがった。さっき見みたときも感かんじたが、どこか懐なつかしい。

　陽詩ひなたは逆ぎゃっ光こうの中なか、目めを凝こらした。

　右みぎ手ての草くさむらの中なかを転ころがるように走はしる、男おとこの影かげがある。ここからはもう、だいぶ離はなれてしまっていた。

　その前まえの草くさむらのざわめきが、クリスにちがいない。

　まだまだがんばっているが、犬いぬがトップスピードで走はしれるのは、そんなに長ながい時じ間かんではない。

　このままだと、ボスに捕つかまってしまう……。

　陽詩ひなたは、胸むねまである草くさむらの中なかへ飛とびこみ、また走はしり出だした。

　草くさをかき分わけて、ボスの後あとを追おう。

　絶ぜっ対たいクリスを助たすけなきゃ。クリスはぼくを信しんじて、ぼくの命めい令れいに従したがったんだから。苦にが手てな虫むしがいるかもしれないのに、全ぜん力りょくで草くさの中なかを走はしっているんだと思おもうと、そのけなげさに涙なみだが出でる。

　ぼくはクリスを裏うら切ぎれない。飼かい主ぬしとして、裏うら切ぎっちゃいけないんだ！

　息いきが切きれる。生おい茂しげる草くさをかき分わけていると、手ても切きれる。陽詩ひなたは、草くさの中なかにつんのめりそうになった。

「ひなたーっ、おれにまかせろ！」

　うしろから大おお声ごえが聞きこえた。

「悪わるい、全ぜん部ぶおれのせいだ。クリスはおれが助たすける！」

　貴たか樹きだ。貴たか樹きが陽詩ひなたを追おい抜ぬいた。さすがに背せの高たかい貴たか樹きは、ストライドも大おおきい。どんどん、ボスとの距きょ離りを縮ちぢめていく。

「陽詩ひなた、ダイヤさんも味み方かたしてくれるって！」

　麻ま由ゆ香かの声こえに後うしろを振ふり返かえると、ダイヤが猛もう然ぜんと走はしって来くる。巨きょ体たいをゆらしながら走はしる姿すがたは、ものすごい迫はく力りょくだ。足あしが遅おそいというのは、あの場ばのごまかしだったらしい。

「手て遅おくれでもかまうもんか！　おれも行いく！」

　ダイヤも陽詩ひなたを追おいこしていく。

　ひとりじゃない……。心こころ強づよさに、胸むねが熱あつくなる。陽詩ひなたはまた走はしった。後うしろから、草くさをかき分わけてくる、麻ま由ゆ香かの気け配はいも感かんじる。

　貴たか樹きが、ボスに追おいつくのが見みえた。体からだを投なげ出だして相あい手ての腰こしにタックルをかける。

　ボスの怒いかりの声こえが、河か川せん敷しきに響ひびき渡わたった。

　倒たおされたボスは、押おさえこもうとした貴たか樹きを逆ぎゃくに引ひき倒たおすと、再ふたたび立たちあがった。

　その振ふりあげた手てに、大おおきな石いしが握にぎられている。

　陽詩ひなたは凍こおりついた。貴たか樹きさんがやられる！

　次つぎの瞬しゅん間かん、陽詩ひなたは立たち止どまって、目めをつぶってしまった。

「たかきーっ！」

　麻ま由ゆ香かの悲ひ鳴めいがすぐそばで聞きこえた。麻ま由ゆ香かも陽詩ひなたを追おい抜ぬいていく。

　だめだ、目めを開あけなきゃ。陽詩ひなたは意いを決けっして目めをこすると、麻ま由ゆ香かを追おった。

「貴たか樹きさん！」

　貴たか樹きは草くさの中なかに、うつぶせで倒たおれていた。

　ダイヤがかけよって膝ひざをつき、貴たか樹きの様よう子すを調しらべている。麻ま由ゆ香かはそばに立たち、両りょう手てを祈いのるように合あわせてふたりを見みつめていた。

　陽詩ひなたは、また動うごけなくなった。貴たか樹きさん、ケガしたの？　頭あたまがくらっとする。

　麻ま由ゆ香かが急きゅうにしゃがみこみ、何なにかを拾ひろい上あげて、陽詩ひなたにさし出だした。

「貴たか樹きが、これをあんたに渡わたさなきゃって。陽詩ひなた、行いって。ボスがまた、クリスを追おいかけてった！」

　陽詩ひなたは、麻ま由ゆ香かが渡わたしてくれたものをじっと見みた。

「リード……」

　そうだ、さっきクリスから外はずしたままだった。貴たか樹きさんはこれを持もって来きてくれたのか！

　陽詩ひなたは赤あかいリードをぎゅっと握にぎると、再ふたたび走はしりだした。草くさむらがいよいよ深ふかくなる。

　どこへ行いったんだろう。クリスは？　ボスに捕つかまっていないだろうか……。

　草くさのあいだから、遊ゆう歩ほ道どうが見みえてきた。一いっ気きに、草くさをかき分わけて遊ゆう歩ほ道どうに出でる。

　逆ぎゃっ光こうの中なか、ボスが十メートルほど先さきをよろめきながら走はしっている。

　その前まえを走はしるクリス。

　そして、クリスの前まえにいる人ひと影かげは……？

　陽詩ひなたは思おもわず立たちどまった。あれは……。
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　クリスは、その人ひとのところまでまっすぐ走はしった。しっぽを勢いきおいよくふりながら、その人ひとの手てに、くわえた包つつみを渡わたす。

「クリス？　クリスか！」

　その人ひとは驚おどろいて、ハアハアと荒あらい息いきをするクリスをなでている。

「おじいちゃん……」

　陽詩ひなたは信しんじられない思おもいでつぶやいた。それは、シェパードを三頭とう連つれた俊しゅん哉やだったのだ。

「よしよし、クリス。どうしてここにいるんだ？　リードも付つけずに……。しかも、これは？」

　俊しゅん哉やは、渡わたされた小ちいさな包つつみをしげしげと見みている。それからふと顔かおを上あげ、目めを見み開ひらいた。

「陽詩ひなた……？」

　陽詩ひなたはぼうぜんと立たっていた。

　どうりで、さっきからこの景け色しきを懐なつかしいと思おもったはずだ。ここは、何なん度どかおじいちゃんといっしょに犬いぬたちを散さん歩ぽさせた、川かわぞいの遊ゆう歩ほ道どう。同おなじ場ば所しょだと気きづかなかったのは、見みた方ほう向こうが、いつもと反はん対たいだったからだ。

「それを返かえしてもらおう」

　陽詩ひなたと俊しゅん哉やのあいだに立たっていた男おとこが、いきなりドスのきいた声こえで俊しゅん哉やに言いった。

　陽詩ひなたは、はっとわれに返かえった。そうだ、ボスを追おいかけてたんだった。

　彼かれは、右みぎ手てをさし出だしながら、俊しゅん哉やの方ほうへ一いっ歩ぽずつ近ちか寄よっていく。

「それはおれのものだ。その犬いぬが、勝かっ手てに取とって逃にげていった」

　俊しゅん哉やは不ふ思し議ぎそうな顔かおをして、手てに持もった包つつみと男おとこ、そして陽詩ひなたを見み比くらべている。クリスは俊しゅん哉やの後うしろに回まわり、そっとボスと陽詩ひなたをうかがっていた。

「さあ、よこせ。その犬いぬは、泥どろ棒ぼうなんだ」

　陽詩ひなたは、ぎゅっとリードを握にぎりしめた。胸むねの中なかで、めらめらと怒いかりの炎ほのおが燃もえ上あがる。

「うそだ！」

　陽詩ひなたは、これまで出だしたことのないほどの大おお声ごえで叫さけんだ。

「クリスは泥どろ棒ぼうなんかじゃない。泥どろ棒ぼうはあんただ！」

　ボスはぎょっとして陽詩ひなたを振ふり返かえる。

「いろんな宝ほう石せき店てんで、泥どろ棒ぼうしたんでしょ？　『ジュエリーＳＡサＫＵクＲＡラ』からも！」

　陽詩ひなたは、まっすぐ右みぎ手ての人ひとさし指ゆびをつきだして、俊しゅん哉やの手ての中なかの包つつみを指さした。

「おじいちゃん、それを開あけて。その中なかに証しょう拠こがあるはずだから」

「ま、まて……」

　ボスが顔かお色いろを変かえて俊しゅん哉やにつめ寄よろうとするが、三頭とうのシェパードが低ひくくうなりながら身み構がまえているのを見みて、しり込ごみした。

　俊しゅん哉やはそんなボスを横よこ目めで見みながら、包つつみの粘ねん着ちゃくテープをビリビリとはがし、袋ふくろの中なかに入はいっていた箱はこのふたを開あける。

　中なかには、チャック付つきの小ちいさな透とう明めいポリ袋ぶくろが、いくつも詰つめこまれていた。俊しゅん哉やがひとつを取とり出だして掲かかげてみると、袋ふくろの中なかの小ちいさなものが夕ゆう日ひを反はん射しゃし、キラリと強つよい輝かがやきを放はなつ。

「ダイヤ……かな？　他ほかの宝ほう石せきもあるようだ。ずいぶんな数かずだね……」

　俊しゅん哉やは、指ゆびの先さきで箱はこの中なかをかき分わけながら言いった。

「これがあなたの物ものだという証しょう拠こがない限かぎり、拾しゅう得とく物ぶつとして警けい察さつに届とどけるのが筋すじだと思おもうが？　なんせ、犬いぬがくわえてきたのだから」

　ボスは怒いかりに震ふるえて、こぶしをふった。

「そこのガキが、犬いぬにくわえさせたんだ。おれの物ものだということは、わかってるはずだ」

「そうなのか、陽詩ひなた？」

　俊しゅん哉やは首くびをかしげた。陽詩ひなたは大おおきく息いきを吸すい込こむと、おなかに力ちからをこめて言いった。

「ぼくがクリスにそれを渡わたして、逃にげろって言いったんだ。だって、この人ひとたちは宝ほう石せき泥どろ棒ぼうで、盗ぬすんだ品しな物ものを、貴たか樹きさんに運はこばせていたんだから！」

「貴たか樹きさん？」

「ほら、神じん社じゃに落おちていたイヤホンの持もち主ぬし。クリスが匂においをたどって、貴たか樹きさんのところへたどり着ついたって話はなし、したでしょ？」

「ああ、大だい学がく生せいの友ともだちだね」

　陽詩ひなたはうなずく。

「貴たか樹きさんは、彼かの女じょさんの誕たん生じょう日びプレゼントを買かうために、バイトを始はじめたんだ。そのバイトが、この人ひとたちの罠わなだった。たぶん貴たか樹きさんは、自じ分ぶんでも知しらないうちに、盗ぬすんだ宝ほう石せきを他ほかの人ひとのところに運はこんで、お金かねに換かえる役やく目めをやらされてたんだ」

　陽詩ひなたはチラリと後うしろを振ふり返かえった。麻ま由ゆ香かと貴たか樹きの姿すがたはまだ見みえない。大だい丈じょう夫ぶだろうか……。

　心しん配ぱいしながらも、陽詩ひなたは続つづけた。

「貴たか樹きさんは、それと同おなじような箱はこを渡わたされた。そして、箱はこを言いわれたところへ運はこび、代かわりの荷に物もつを持もち帰かえるまでが仕し事ごとだと言いわれた。でもその荷に物もつって、札さつ束たばだったんだ。それに気きづいた貴たか樹きさんは、びっくりして恐おそろしくなったんだろうと思おもう。あわててお札さつとバッグを神じん社じゃに隠かくした。で、この人ひとたちには、渡わたされた荷に物もつはひったくられたと、うその報ほう告こくをした」

「うそか……」

　ボスが顔かおをゆがめる。陽詩ひなたはうなずいた。

「そう、うそだったんだ。でも、あなたたちも疑うたがってたんでしょ？　貴たか樹きさんが、現げん金きんを持もち逃にげしたのかもしれないと思おもったんだよね？　だから、貴たか樹きさんのアパートをひっかきまわして捜さがしたんだ。でも、何なにも見みつからなかったから、テーブルの上うえに包ほう丁ちょうを突つき立たてた！」

　陽詩ひなたはごくんと一いち度ど、つばをのむ。

「あれ、おどしだったんだよね？　一いち度どおれたちの仲なか間まになったら、絶ぜっ対たいに抜ぬけられないんだぞっていう……。ぼくたちもあれを見みて、ぞっとしたんだ」

　俊しゅん哉やは陽詩ひなたの話はなしを聞ききながら、だんだんきびしい表ひょう情じょうになっていく。陽詩ひなたは続つづけた。

「偶ぐう然ぜんぼくたちは、貴たか樹きさんが隠かくしたバッグを見みつけた。何なにも知しらないぼくたちは、それを貴たか樹きさんに届とどけたんだ。貴たか樹きさん、すごくびっくりしていた。そして、ものすごい恐きょう怖ふを感かんじたんだと思おもう。だって、うそがバレたら、あんたたちに何なにをされるかわからないから。で、翌よく朝あさ、現げん金きんと同おなじ場ば所しょにバッグを隠かくし直なおしたんだ。ぼくたちは、それも発はっ見けんしちゃったんだけど……」

「陽詩ひなた……」

　俊しゅん哉やはあきれた顔かおで、孫まごを見みた。

「なんて危あぶないことをやってたんだ……」

「ごめんなさい……」

　陽詩ひなたは口くちを一いち文もん字じに結むすんだ。思おもい返かえすと、けっこう危あぶないことだった。その上うえ、止とめられていたのに、クリスに警けい察さつ犬けんの役やく割わりをさせちゃった。おかげでクリスが一いち番ばん危き険けんな目めに……。ほんとはクリスにあやまらなくちゃいけないんだ。

　俊しゅん哉やがうなった。

「うーん……。それで、おまえたちはどうしてここにいるのかな？」

　陽詩ひなたは、俊しゅん哉やの足あしの横よこから顔かおをのぞかせているクリスを見みつめながら、答こたえた。

「そのあと、貴たか樹きさんが、『ジュエリーＳＡサＫＵクＲＡラ』から盗ぬすまれたリングを持もっていることがわかったんだ。ぼくはてっきり、貴たか樹きさんは宝ほう石せき泥どろ棒ぼうの仲なか間まなんだと思おもった。それで、なんとか警けい察さつに自じ首しゅしてもらおうとして、貴たか樹きさんを捜さがしてたんだ。そしたら、車くるまで連つれていかれそうになっているところを見みつけて……」

「おまえら、自じ分ぶんから車くるまにもぐりこんだのか……」

　ボスがあきれたようにうめいた。陽詩ひなたはうなずいた。

「うん……。あんたたちの話はなしから、貴たか樹きさんは宝ほう石せき泥どろ棒ぼうはやっていないってわかった。でもあんたは、損そんした分ぶんを取とり返かえすまでずっと働はたらけって、おどしてたよね。そこへ、クリスが飛とびこんできてくれたんだ。だからぼくは、クリスにその包つつみを渡わたして、逃にげろって命めい令れいした……」

　俊しゅん哉やはゆっくりとうなずいた。

「わかった。陽詩ひなたの推すい理りは、しっかり筋すじが通とおっている。自じ分ぶんたちで見みつけた手てがかりから、よくそこまで考かんがえたね。で……」

　手ての中なかの箱はこを握にぎって、ボスにするどい目めを向むける。

「やはり、これをあなたに渡わたすわけにはいかないようだな。警けい察さつに届とどけるべき物ものだ」

　ボスは歯はがみをしながら、じりっと俊しゅん哉やに近ちか寄よった。

「こんなガキのたわごとを聞きいてるひまはない。さっさと返かえしてもらおう」

　そのとき、陽詩ひなたの後うしろでガサッと音おとがして、麻ま由ゆ香かの叫さけび声ごえが聞きこえた。

「え、おじいちゃん?!　よかったー、お願ねがい、救きゅう急きゅう車しゃを呼よんで！　けが人にんがいるの！」

「麻ま由ゆ香かちゃんもいたのか！」

　俊しゅん哉やはポカンとしたが、すぐ真ま顔がおにもどり、リードを握にぎる手てを胸むねの前まえに持もってきた。

「わかった。すぐ手て配はいしよう。ただ、その前まえに……」

　ボスは俊しゅん哉やの鋭するどい目めににらまれて、一歩ぽ下さがる。

　俊しゅん哉やは、右みぎ手てでボスの胸むねをぴたりと指さすと、犬いぬたちに低ひくい声こえで命めい令れいした。

「襲おそえ！」

　三頭とうのシェパードが、いっせいにボスに襲おそいかかった。

　一頭とうは上うわ着ぎのそでに、もう一頭とうは腕うでに、最さい後ごの一頭とうはズボンのすそにかみつく。

「うわっ！」

　たまらず地じ面めんにたおれこんだボスに俊しゅん哉やが飛とびつき、その背せ中なかを上うえからひざで押おさえつけた。

「陽詩ひなた、そのリードを貸かしてくれ！」

　俊しゅん哉やの声こえに、陽詩ひなたは握にぎっていた赤あかいリードを俊しゅん哉やに向むかって投なげた。

　それをハッシと片かた手てで受うけ取とると、俊しゅん哉やは手て際ぎわよく、ボスの手てと足あしをつなげて縛しばり上あげる。ボスは海え老び反ぞりのようなかっこうで、地じ面めんに転ころがるはめになった。

　俊しゅん哉やは、まだうなりながらボスを取とり囲かこんでいるシェパードたちのリードを拾ひろい集あつめた。それらを握にぎり直なおすと、すっと立たちあがる。

　そしてズボンのホコリを片かた手てで払はらうと、上うわ着ぎのポケットからスマホを取とり出だしたのだった。

「もしもし、１１９番ばんですか？　はい、けが人にんです。救きゅう急きゅう車しゃをお願ねがいします……」




　陽詩ひなたは、肩かたを落おとしてハーッと大おおきく息いきをつくと、遊ゆう歩ほ道どうの先さきに立たつ、クリスを見みた。

　もう日ひが落おちて、空そらは群ぐん青じょう色いろに変かわっていた。星ほしがふたつ、みっつ、輝かがやきはじめている。

　クリスは少すこし首くびをかしげ、何なにかをじっと待まっているようだ。

　陽詩ひなたは胸むねが熱あつくなった。口くちを開ひらいたが、声こえがのどにひっかかり、かすれてしまった。

「……クリス、来こい……」

　タッと、クリスが地じ面めんをける。

　次つぎの瞬しゅん間かん、陽詩ひなたはクリスを抱だきしめていた。

「ごめん、クリス、怖こわい目めにあわせちゃった……」

　陽詩ひなたはクリスの背せ中なかに顔かおを寄よせた。

「でも、よくやったね。ありがとう、ほんとにありがとう……」

　クーンクーンと、甘あまえるようにクリスが鳴ないた。

　遠とおくから、サイレンの音おとが聞きこえてくる……。
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　陽詩ひなたは青あおいリードを握にぎって、クリスと商しょう店てん街がいを散さん歩ぽしていた。

　横よこでは麻ま由ゆ香かがスキップしながら、お散さん歩ぽ、お散さん歩ぽと鼻はな歌うたをうたっている。

　あの事じ件けん後ご、ふたりは心しん配ぱいした親おやたちから「学がっ校こう以い外がい、一週しゅう間かんの外がい出しゅつ禁きん止し！」と言いい渡わたされたのだった。だから、クリスの散さん歩ぽにふたりで出でるのも、一週しゅう間かんぶりだ。

「クリスは、青あおいリードも似に合あうよね」

　麻ま由ゆ香かがうれしそうに言いう。赤あかいリードはボスを縛しばるのに使つかってしまったので、裕ゆう介すけが動どう物ぶつ病びょう院いんのストックの中なかから青あおいリードを出だしてくれたのだ。




　あのあと、救きゅう急きゅう車しゃより先さきに、パトカーが何なん台だいもやってきた。

　なぜ、警けい察さつが、通つう報ほうされる前まえに事じ件けん現げん場ばにかけつけたのか……。

　陽詩ひなたたちが車くるまに隠かくれて乗のっていたころ、竹たけ内うち類るいはひとり、家いえで悩なやんでいた。陽詩ひなたが、なぜか盗ぬすまれたはずの指ゆび輪わを持もってきた。その上うえ、いつもの陽詩ひなたとはひどく様よう子すがちがったのだ。どうにも気きになって仕し方かたがない。

　そこで、動どう物ぶつ病びょう院いんへそのことを知しらせに行いった。驚おどろいた涼すず音ねと裕ゆう介すけは、類るいにいろいろ話はなしを聞きいたあげく、交こう番ばんへとかけつけた。いつもなら散さん歩ぽから帰かえってくる時じ間かんをとっくに過すぎていたことも、気きになっていたのだ。

　岩いわ田たさんは岩いわ田たさんで、陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かが自じ首しゅのことをたずねに来きたあと、陽詩ひなたが何なん度ども交こう番ばんの前まえを行いき来きするのを見みて、気きにかけていたようだ。最さい後ごに見みたのは、ふたりがクリスを連つれて商しょう店てん街がいへ入はいっていくところ。そこで、全ぜん員いんで商しょう店てん街がいへ聞きき込こみをしに行いくことにした。

　実じつは、陽詩ひなたたちはいろいろな人ひとたちに目もく撃げきされていた。クリスは商しょう店てん街がいの人にん気き者ものになっていたから……。たどっていくと、コンビニの駐ちゅう車しゃ場じょうで陽詩ひなたを見みた人ひとが見みつかった。ワゴン車しゃの窓まどが開あいたとき、大おおきな音おん楽がくがもれてきたのを耳みみにして、はっとそちらを見みたのだそうだ。

　宝ほう石せき泥どろ棒ぼうがらみの盗とう品ひんがかかわっていたこと、小しょう学がく生せいふたりの行ゆく方えが分わからないことなどから、さっそく警けい察さつ本ほん部ぶが動うごいた。コンビニの防ぼう犯はんカメラの映えい像ぞうを分ぶん析せき、あのワゴン車しゃが割わり出だされ、すぐに手て配はいがかかったという。

　そのあと、警けい察さつでそのいきさつを聞きいた麻ま由ゆ香かが、

「へー、日に本ほんの警けい察さつって、やるときはやるんだねー」

と、ひとごとのように感かん心しんした声こえを上あげたので、その場ばにいた全ぜん員いんからにらまれた。

「あんたたちが迷めい惑わくかけたんでしょ！」

　涼すず音ねに怒おこられて、イスの上うえで小ちいさくなった麻ま由ゆ香かだった。

　窃せっ盗とう団だんの仲なか間まはふたりとも警けい察さつに連れん行こうされ、頭あたまにケガを負おった貴たか樹きは、後あとからやってきた救きゅう急きゅう車しゃで病びょう院いんに運はこばれた。

　岩いわ田たさんから涼すず音ねが聞きいたところによると、とりあえず命いのちに別べつ状じょうはなく、五針はり縫ぬうケガですんだそうだ。でも、頭あたまを殴なぐられていたために、大だい事じを取とって入にゅう院いんしているという。




「貴たか樹き、やっぱり、逮たい捕ほされるのかな……」

　麻ま由ゆ香かは鼻はな歌うたをやめて、心しん配ぱいそうに言いった。

「凛りん花かさん、悲かなしがってるよね」

「貴たか樹きさんは、ケガがよくなったら、警けい察さつで取とり調しらべを受うけるらしいよ」

　たぶん、無む罪ざいにはならないだろうなと陽詩ひなたは思おもった。裕ゆう介すけによると、盗ぬすまれた品しな物ものを他ほかの場ば所しょに運はこんだだけでも、「盗とう品ひん等とう運うん搬ぱん罪ざい」という罪つみにあてはまるそうだ。初はじめは知しらなかったとはいえ、怪あやしいとわかっている札さつ束たばを隠かくしてしまったことも、問もん題だいになるだろう。

「しょうがないね……。でも、貴たか樹き、悪わるいヤツじゃないもん、ちゃんと罪つみをつぐなったら、またクリスをなでなでさせてあげようね。クリス、いい？」

　クリスは麻ま由ゆ香かを見み上あげ、ウォウと言いった。麻ま由ゆ香かは「了りょう解かい」と取とったようで、クリスに親おや指ゆびを立たてて見みせる。

　陽詩ひなたは、とりあえず念ねんを押おす。

「麻ま由ゆ香か、言いっとくけど、貴たか樹きさんは年とし上うえのお兄にいさんだよ」

「まあね！」

　麻ま由ゆ香かはニッと笑わらった。




　陽詩ひなたには、ひとつ気きになっていた謎なぞがある。

　なぜ貴たか樹きが竹たけ内うち類るいのおばあさんのリングを持もっていたのかということだ。あのリングのせいで、てっきり貴たか樹きは宝ほう石せき泥どろ棒ぼうの一いち味みなんだと思おもってしまったのだから。

「やっぱり、あれはエメラルドじゃなくて、単たんなるガラス玉だまだったそうです」

　類るいが、動どう物ぶつ病びょう院いんの待まち合あい室しつで陽詩ひなたに教おしえてくれた。

　貴たか樹きが犯はん人にんたちに、荷に物もつはバッグごとひったくられたとうその報ほう告こくをしたとき、彼かの女じょからもらった大だい事じなバッグだったのにと、もっともらしい泣なきごとを付つけ加くわえたらしい。そんなことで納なっ得とくするボスではない。でもダイヤが、これで彼かの女じょをなだめておけと、こっそりあのリングを渡わたしたのだそうだ。どうせ価か値ちのない品しなだったから、なくなってもボスは気きにしなかったのだろう。

「でも、おばあちゃんは言いってました」

　笑わらいながら類るいは言いった。

「あの指ゆび輪わの価か値ちは、他た人にんに決きめられるもんじゃないって……。おじいちゃんにもらったってことが、大だい事じな思おもい出でなんだそうです。案あん外がいあの人ひともだまされて買かったのかもって、笑わらってました」

　類るいは陽詩ひなたの顔かおをじっと見みて、メガネをくいっと上あげた。

「それに、あの指ゆび輪わを陽詩ひなたくんが持もってきてくれたおかげで、警けい察さつが犯はん人にんの居い場ば所しょをつきとめられた。一いち段だんと価か値ちが上あがったねって」

　そうか、よかった……。陽詩ひなたもほっとして、にこっと笑わらった。




「桜さくら子こさん、元げん気きになったかな？」

　麻ま由ゆ香かが言いった。

「外がい出しゅつ禁きん止しだったから、あれから会あってないもん。学がっ校こうの行いき帰かえりにお店みせの前まえを通とおっても、まだ閉しまったままだし……。心しん配ぱいしてるんだ」

「桜さくら子こさんなら、大だい丈じょう夫ぶ。元げん気きだよ」

　陽詩ひなたはうけあった。

「泥どろ棒ぼうが捕つかまって安あん心しんしたって言いってた。またお店みせを始はじめるかも……」




　桜さくら子こさんは、お店みせに入はいった泥どろ棒ぼうが逮たい捕ほされて、恐きょう怖ふ心しんが薄うすらいだようだった。

「それにね、竹たけ内うちさんのエメラルドが返かえってきたことが、何なによりうれしいの」

　マロン動どう物ぶつ病びょう院いんの待まち合あい室しつで、桜さくら子こさんはラッテにほおずりしながら言いった。

「本ほん物ものじゃなかったけどね」

と、涼すず音ねが笑わらう。桜さくら子こさんは首くびをふった。

「いいえ、どんなに値ねがはっても、ほかの宝ほう石せきはただの商しょう品ひんでしょ？　でもあれは、竹たけ内うちさんにとって特とく別べつな指ゆび輪わですもの……。本ほん当とうによかったわ」

　ラッテにほおをなめられながら、桜さくら子こさんは一段だん高たかい声こえで続つづけた。

「息むす子こがね……、もう一いっ回かい店みせを開ひらかないかって言いうの！　あの子こがデザイナーをやってる、シェ、何なんとかっていうお店みせの、フランチャイズにしないかって。そうすれば商しょう品ひんの仕し入いれや管かん理りは、その会かい社しゃがやってくれるから安あん心しんなんだって。そうしようかしら……」

「あら、いいお話はなしね」

　涼すず音ねは、小ちいさなガッツポーズをして微笑ほほえんだ。

「大たい変へんなこともあるでしょうけど、桜さくら子こさんにとって、お店みせは生いきがいでしょ？」

「シェ・ビジュ・ヘレン」って言いってたな、と陽詩ひなたは思おもい出だした。あの、印いん象しょう的てきな美び人じんの社しゃ長ちょうさんの会かい社しゃだ。でも……。

　クリスは、あの人ひとを好すきじゃないようだった。

　それとも、あの華はなやかな香かおりがいやだったのかな……？




　陽詩ひなたたちの足あしは、自し然ぜんに交こう番ばんへと向むいていた。

　信しん号ごうの向むこうで、岩いわ田たさんが手てを振ふっている。

「岩いわ田たさーん、久ひさしぶり！」

　麻ま由ゆ香かがかけよる。陽詩ひなたも、クリスといっしょに早はや足あしで横おう断だん歩ほ道どうを渡わたった。

「よかった、元げん気きそうだね」

　岩いわ田たさんは満まん足ぞくそうに、陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かとクリスを、順じゅんに見みまわした。麻ま由ゆ香かがピッと背せすじを伸のばして敬けい礼れいする。

「はい、元げん気きです！　おかげさまで」

「おかげさま……か。ははは……」

　帽ぼう子しに手てをやって苦く笑しょうする岩いわ田たさん。

「あのときは、ほんとに心しん配ぱいしたんだよ。クリスも無ぶ事じでよかった。活かつ躍やくしたらしいね？」

　岩いわ田たさんはしゃがんで、クリスの頭あたまをなでる。クリスもうれしそうに目めを細ほそめた。

「そうだよ。さすが、警けい察さつ犬けん！」

　麻ま由ゆ香かは両りょう手てを胸むねの前まえで組くみ合あわせ、瞳ひとみをキラキラさせる。陽詩ひなたはあせった。

「ま、麻ま由ゆ香かったら。『元もと』警けい察さつ犬けん。おじいちゃんも、もう復ふっ活かつはないって言いってたじゃないか」

　麻ま由ゆ香かはケロリとした顔かおで言いう。

「じゃ、『探たん偵てい犬けん』ってことにしとく？　とにかくすごかったんだから。クリスが泥どろ棒ぼうのマンションに飛とびこんできたところ、岩いわ田たさんに見みせたかったな。カッコよかったー」

「しょうがないなあ、麻ま由ゆ香かちゃん。あんまり心しん配ぱいかけないでくれよ」

　陽詩ひなたは、みんなに申もうし訳わけない気き持もちでいっぱいだ。

「い、岩いわ田たさん、ごめんなさい。それから……、ありがとう。岩いわ田たさんのおかげで、ぼくたちの居い場ば所しょが分わかったって聞ききました」

「でも、警けい察さつが現げん場ばに到とう着ちゃくする前まえに、陽詩ひなたくんがすべての謎なぞを解とき明あかしたんだって？　あのあと、おじいさんに自じ慢まんされちゃったよ」

　陽詩ひなたは真まっ赤かになって首くびをふった。

「あのぅ……、ぼくの考かんがえたことには、ぜんぜん証しょう拠こがないんだ。こう考かんがえれば、起おきたこと全ぜん部ぶに、説せつ明めいがつくなって思おもっただけで……」

「うんうん。でも、それを難むずかしい言こと葉ばで『状じょう況きょう証しょう拠こ』って言いうんだ。それだけじゃ、ダメだけど、警けい察さつもそこから捜そう査さを始はじめて、具ぐ体たい的てきな証しょう拠こを見みつけていくんだよ」

「すごい。ほめられたね、陽詩ひなた。『ジョーキョーショーコ』だって！」

　麻ま由ゆ香かは、いい方ほうにしかとらない。陽詩ひなたはますます顔かおを赤あかくした。

「でも、危あぶないことには近ちか寄よらない方ほうがいい」

　岩いわ田たさんは身みをかがめ、まじめな顔かおで人ひと差さし指ゆびをふった。

「あの宝ほう石せき泥どろ棒ぼうの事じ件けんは、いち段だん落らくついたけれど、まだ裏うらがあるかもしれない。大おおきな犯はん罪ざい組そ織しきにつながっている可か能のう性せいもあるから、慎しん重ちょうな捜そう査さが必ひつ要ようなんだ」

　陽詩ひなたは、ボスが「上うえが」「上うえが」と言いっていたことを思おもい出だす。それは、あいつが組そ織しきの一いち員いんだったってことだ。あいつよりえらいヤツが、まだ捕つかまっていない。

　岩いわ田たさんは陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かの肩かたをたたいて言いった。

「一いち番ばんは、きみたちの身みの安あん全ぜん。それだけは忘わすれないでね」

「はーい！」

　麻ま由ゆ香かは満まん面めんの笑えみで、元げん気きよく手てを上あげた。

「大だい丈じょう夫ぶ、もう心しん配ぱいはかけません。じゃ、散さん歩ぽの続つづきに行いってくるね」

　岩いわ田たさんは、何なにが大だい丈じょう夫ぶなんだか……と、あきらめ顔がおでつぶやいた。




　陽詩ひなたは俊しゅん哉やから、秘ひ密みつを打うち明あけられたのだった。

「実じつはね、陽詩ひなた。クリスが元もとの飼かい主ぬしの小こ林ばやしくんと別わかれ別わかれになり、警けい察さつ犬けんを引いん退たいすることになる元もとになったのも、窃せっ盗とう団だんにかかわる事じ件けんだったんだ。それも、国こく際さい的てきな宝ほう石せきの窃せっ盗とう団だんだ。それは、ここから少すこし離はなれた、ある港みなと街まちで起おこった事じ件けんなんだが、貴たか樹きくんが盗とう品ひんを運はこんだ先さきも、その街まちだったらしい……」

　陽詩ひなたは驚おどろいた。貴たか樹きの事じ件けんと、クリスの事じ件けんがつながっているかもしれないなんて、思おもってもみなかった。

「この前まえも言いった通とおり、クリスはその組そ織しきから危き険けん視しされているかもしれない。だから、わたしとしては、おまえたちがなるべくおだやかに暮くらすことを願ねがっているのだが……」

　俊しゅん哉やは複ふく雑ざつな笑え顔がおで、陽詩ひなたとクリスを見みた。

「……とは言いっても、いいコンビになったな、陽詩ひなた、クリス」

　陽詩ひなたは照てれて顔かおを赤あかくし、クリスと顔かおを見み合あわせた。クリスもウォウと、うれしそうな声こえを上あげた。




「何なんか、こっちへ来きちゃうよね」

　麻ま由ゆ香かはにやっと笑わらって言いった。陽詩ひなたたちの足あしは、次つぎに貴たか樹きのアパートへと向むかっている。

「貴たか樹きはまだ帰かえってこれないでしょ？　でも、アパートのドアだけでも見みていこうね」

　ドアだけでもって、何なんだよ。陽詩ひなたはおかしいだろうと思おもったが、気き持もちはわかる気きがした。

　ところが、先さきにアパートの入いり口ぐちへとかけていった麻ま由ゆ香かが、ブロック塀べいの中なかをのぞいて、ヒィッと悲ひ鳴めいを上あげたのだ。

「ひ、陽詩ひなた！　ま、また……」

　逃にげるように陽詩ひなたのもとに帰かえってきた麻ま由ゆ香かの顔かおは、青あおくなっていた。

「ど、泥どろ棒ぼうだよ。ドアが、ドアが開あけっぱなし……」

　えっ?!　陽詩ひなたは腰こしが引ひけて、思おもわずクリスを見みた。クリスも丸まるまゆを寄よせている。

「み、見みてきて……」

　麻ま由ゆ香かが背せ中なかを押おすので、陽詩ひなたはしかたなく、クリスと敷しき地ちに足あしをふみいれた。

　確たしかに貴たか樹きの部へ屋やのドアが開あいている。全ぜん開かいだ。

　でも、玄げん関かんの中なかにあるものを見みて、陽詩ひなたはホッとした。麻ま由ゆ香かを振ふり返かえって笑わらう。

「大だい丈じょう夫ぶ、麻ま由ゆ香か。凛りん花かさんだよ」

「ほ、ほんと？」

「だって、オレンジ色いろの厚あつ底ぞこサンダルをはいて、泥どろ棒ぼうに入はいる人ひとはいないもん」

　麻ま由ゆ香かはそろそろとアパートの敷しき地ちに入はいってきた。

「ほ、ほんとに、凛りん花かさん？」

　すると、ドアの中なかで人ひと影かげが動うごいた。

「だぁれ？　……わぁ！　『クリスとその仲なか間またち』だ!!」

　やっぱり、凛りん花かだった。彼かの女じょはうれしそうに、玄げん関かんで跳とびはねながら叫さけんだ。

「よかった、来きてくれて！　だってわたし、あんたたちの家いえ、どこだか知しらないんだもん。貴たか樹きのことで、話はなしをしたかったんだけど、どうしていいかわからなくて……。警けい察さつは、個こ人じん情じょう報ほうだからって、教おしえてくれないしー」

　口くちをとがらす凛りん花か。それを見みて麻ま由ゆ香かは、ほっとしたように胸むねに手てを当あてた。

「よかった……。凛りん花かさん、元げん気きそう」

「ん？　どうして？」

「だ、だって、貴たか樹きが……、貴たか樹きさんがあんなことになって。きっと悲かなしんでるだろうって……」

　凛りん花かは大おおきなため息いきをついた。

「ほんと、あいつってバカだよねー。ねえ、信しんじられる？　わたしも、警けい察さつの取とり調しらべを受うけたんだよ」

　カラフルなゴムで結むすんだ髪かみを無む意い識しきに引ひっぱりながら、凛りん花かは文もん句くを並ならべる。

「あんなバカなヤツのせいで、警けい察さつに呼よばれるなんて、思おもってもみなかった！　でも、わたしは正しょう直じきに、知しってることだけ話はなしたんだ。そしたら、関かん係けいないってわかってくれたの。あとで聞きいたんだけど、貴たか樹きは大おお泣なきしたんだってさ。凛りん花かは何なんにも知しらないから、そっとしておいてくれって。そんなに泣なくぐらいだったら、あんなことしなきゃいいのに……」

　そう言いいながら、凛りん花かの目めもじんわりとうるんでいる。

「ケガまでしちゃって……。あんたとクリスを助たすけようとして、石いしでなぐられたんだって？　カッコ悪わるいったらありゃしない。結けっ局きょく、助たすけられたのは、貴たか樹きの方ほうだったんだよね……」

　凛りん花かは涙なみだをぬぐうと、急きゅうにしゃんと背せすじを伸のばし、勢いきおいよく頭あたまを下さげた。

「ありがとう、ほんと、ありがとうね！」

「凛りん花かさん……」

　麻ま由ゆ香かも、赤あかくなった目めをこする。凛りん花かは、ぽろぽろ涙なみだをこぼしはじめた。

「あんたたちのおかげで、貴たか樹きは深ふかみにはまらないですんだんだ。今いままでやったことだけなら、執しっ行こう猶ゆう予よがついて、刑けい務む所しょに行いかなくてもすむかもしれないって、弁べん護ご士しさんが言いってた。ケガも、よくなったんだ。いま、取とり調しらべ中ちゅうで、保ほ釈しゃくされたらここに帰かえってくるの」

「帰かえれるの？」

　陽詩ひなたが目めを丸まるくした。凛りん花かはＴティーシャツのそでで涙なみだをふくと、うれしそうにほおを染そめた。

「まだ、わからないけどね。いつ帰かえってきてもいいように、わたしが掃そう除じに来きてるってわけ」

　よかったね、凛りん花かさん……。陽詩ひなたは胸むねがほっこりした。

「あ！」

　いきなり凛りん花かが大おお声ごえを上あげた。

「え、何なに？」

　麻ま由ゆ香かと陽詩ひなたが驚おどろくと、凛りん花かはテヘッと自じ分ぶんの頭あたまをぶつまねをした。

「クッキー忘わすれてた……」

「クッキー？」

　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かがオウム返がえしする。

「ほら、あんたたちがショルダーバッグを見みつけてきてくれたときに、こんどお礼れいに手て作づくりクッキーをごちそうするって、約やく束そくしたじゃん。ゴメン、この次つぎは絶ぜっ対たい持もってくるから」

　そんなこと気きにしないでと陽詩ひなたが言いいかけたとき、麻ま由ゆ香かがうれしそうな声こえを上あげた。

「わーっ、楽たのしみ！　じゃ、今こん度ど『マロン動どう物ぶつ病びょう院いん』の待まち合あい室しつに持もってきて。そこ、陽詩ひなたのうちなんだよ。平へい日じつだったら、三時じ半はん以い降こうね。学がっ校こうから帰かえってくるのが、そのくらいだから」

　ずうずうしい！　陽詩ひなたが顔かおを赤あかくしていると、凛りん花かがＯオーＫケーサインを出だしてから、今こん度どはクリスに話はなしかけた。

「あんたはクッキー食たべられないよねー、一いち番ばんのお手て柄がらだったのに……。ごめんね、何なにがいいかな？」

「うーん、おやつのジャーキーかな？　貴たか樹きがたしか、前まえにそう言いってた気きが……」

　麻ま由ゆ香かが首くびをかしげる。もう、ずうずうしいよーっ！　陽詩ひなたは首くびをすくめた。

　すると凛りん花かがパチンと手てを打うった。

「そうだ！　わたし、手しゅ芸げいも得とく意いだから、シャーロック・ホームズみたいな帽ぼう子し、作つくってあげようか？　ほら、あんたが貴たか樹きの行ゆく方えを突つきとめたんだもんね。ああいう帽ぼう子し、似に合あいそう」

　麻ま由ゆ香かが目めを輝かがやかせる。

「それ、いい！　だってクリスは、優ゆう秀しゅうな『探たん偵てい犬けん』だもん」

　するとクリスも、「賛さん成せい！」と言いいたげに一ひと声こえ吠ほえたのだった。

　ワン！

　しょうがないなあと、陽詩ひなたは苦にが笑わらいした。

　でも、ほんとに似に合あいそうだ！
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─終おわり─　　
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　つばさ文ぶん庫この読どく者しゃのみなさん、こんにちは！

『探たん偵てい犬けんクリス』のページを開ひらいてくれて、ありがとうございます。みなさんも、主しゅ人じん公こうの陽詩ひなたや麻ま由ゆ香かのように、クリスのいい相あい棒ぼうになってくれますように……。

　柴しば犬いぬのクリスは、もともと優ゆう秀しゅうな警けい察さつ犬けん。ところが、トラブルに巻まきこまれ、引いん退たいすることになってしまいました。心しん機き一いっ転てん、陽詩ひなたの家か族ぞくになったことから、新あたらしい展てん開かいが……。

　思し慮りょ深ぶかいけれどひっこみじあんの陽詩ひなた、考かんがえるより行こう動どうが先さきの麻ま由ゆ香か。クリスは、そんなふたりをリードして、身み近ぢかに起おきた事じ件けんの捜そう査さに挑いどみます。さて、謎なぞの真しん相そうは？　犯はん人にんはどこに??

　ここで、警けい察さつ犬けんのことについて、ちょっと説せつ明めいを。みなさんも、テレビやネットで、警けい察さつ犬けんの訓くん練れん風ふう景けいを見みたことがありませんか？

　警けい察さつ犬けんは多おおくの場ば面めんで活かつ躍やくします。例たとえば、事じ件けん現げん場ばに残のこされた匂においから容よう疑ぎ者しゃを追つい跡せきしたり、隠かくされた麻ま薬やくや爆ばく発はつ物ぶつなどを捜さがしたり、容よう疑ぎ者しゃにとびかかって逮たい捕ほに協きょう力りょくしたり……。どれも、「犬いぬの能のう力りょくってすごい！」「カッコいいなあ！」と感かん心しんしますよね。

　また、警けい察さつ犬けんには二種しゅ類るいあります。ひとつは、警けい察さつで直ちょく接せつ飼かわれ、訓くん練れんされている犬いぬたち。そしてもうひとつは、一いっ般ぱんのドッグ・トレーナーのもとで訓くん練れん、飼し育いくされ、必ひつ要ように応おうじて警けい察さつに協きょう力りょくする犬いぬたちです。その場ば合あいは、きびしい訓くん練れん試し験けんに合ごう格かくし、警けい察さつの審しん査さ会かいで認にん証しょうされなければなりません。そんな大たい変へんな道みちのりをへて、クリスも晴はれて警けい察さつ犬けんになったんですね。

　警けい察さつ犬けんは多おおくの場ば合あい、シェパードやレトリーバーなどの大おお型がた犬けんです。ただし、小こ型がた犬けんにもその資し格かくはあります。柴しば犬いぬのクリスも小こ型がた犬けんですが、その愛あいらしさや、陽詩ひなたとの強つよいきずなを力ちからに、大だい活かつ躍やくするのです。

　実じつは作さく者しゃのわたしは、どちらかというとネコ派は。家いえでは三み毛け猫ねこを飼かっています。でもなぜか、ぜひ犬いぬのお話はなしを書かきたいと思おもってしまいました（笑わらい）。完かん成せいできたのは、情じょう熱ねつ的てきな犬いぬ好ずきの担たん当とう編へん集しゅう者しゃさんのおかげ。村むら元もと可か奈なさん、強きょう力りょくな後あと押おし、ありがとうございました。

　そして、すてきな挿さし絵えで物もの語がたりを盛もり上あげてくださったＫケｅーＧジさんにも感かん謝しゃを。直ちょく接せつお話はなししてはいませんが、絶ぜっ対たいに犬いぬが大だい好すきな方かたですよね！

　ではみなさん、クリスといっしょに、はらはらどきどきの物もの語がたりを最さい後ごまで楽たのしんでください！
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